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　今にも雪が降り出しそうな、厚い雲に覆おおわれた十二月の空の下。

　どんよりと暗く沈しずんだ空とは裏腹に、東京の街並みはひどく華はなやいでいる。街中いたるところに施ほどこされた、クリスマス用の装そう飾しよくのせいだ。

「お母さん。お父さん。見て！　すごくきれい」

　きらきらと光り輝かがやくイルミネーションを見上げ、両親とそれぞれ手を繫つないだ男の子が無む邪じや気きにはしゃいでいる。

　その姿を垣かい間ま見みて、藤ふじ村むら彗けい太たはまだあどけなさの残る柔にゆう和わな顔をかすかに歪ゆがめた。

　五年前、両親に連れられて東京に引っ越こしてきた時の自分を思い出す。

　あの頃ころは幸せだった。両親はとても可か愛わいがってくれたし、家族仲もよかった。

　それなのに……と、思った時。背筋に刺さすような痛みと悪お寒かんが走った。

　全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出す。それでも、彗太は何でもない振ふりをして、歩を進め続ける。ここで取り乱したら、面めん倒どうなことになると、知っているからだ。

　歩を進めるほど、痛みと悪寒がひどくなる。いるのだ、前方に。

　すれ違ちがう時、目が合わぬよう細心の注意を払はらいつつ、気配がするほうを一いち瞥べつする。

　道みち端ばたに蹲うずくまる、女の姿が見える。

　憎ぞう悪おに満ちた瞳ひとみで道行く人々を睨にらみ、向こう側が透すけて見える半はん透とう明めいの体を抱だき締しめている。

　彗太には、本来人が視みえるはずのないものが視える。

「彼女」のような地じ縛ばく霊れい。河童かつぱや猫ねこ又またといった妖よう怪かい。花や木の精せい霊れいまで……物心ついた時から、ずっとそうだ。

　田舎いなかに住んでいた頃は、それで困ったことはなかった。

　人間とは違う姿かたちをしているが、近所に住んでいた妖あやかしたちは皆みな大らかで優やさしくて、とても良くしてくれた。だから、東京の妖とも仲良くやっていけると思っていたが、それはとんでもない間ま違ちがいだった。

　彗太が越した地域は、人間に悪感情を抱いだくものたちが多く住まう土地だった。

　人間に粗そ略りやくに扱あつかわれ過ぎて悪あく霊りようになってしまった神々。成じよう仏ぶつできない地縛霊。

　どうしようもない孤こ独どくと憎悪に苛さいなまれ続けた彼らには理性などなく、到とう底てい仲良くなれる相手ではなかった。むしろ、彗太が視えていると分かるや否いなや、容よう赦しやなく攻こう撃げきし、ポルターガイストなどの霊現象を引き起こして暴れ回る恐おそろしい存在。

　彼らが視え、会話することはできても、除霊するほどの力はない彗太にとって、そんな彼らに囲まれて過ごす日々は、非常に苦しいものだった。

　いいことなんて一つも……いや、強しいて言うなら、一つだけ。

　この体質のせいか何なのか。一日一回必ず十円玉を拾ったり、食べようと思って割った玉子の黄身が二つだったりといった幸運に恵めぐまれる。

　ちょっとささやか過ぎるけれど、ないよりはましと思うべきか。

（そういえば、今日はまだ、いいことないな）

　できることなら、今日から住むことになる引っ越し先が、悪霊の少ない土地であってほしい。それが叶かなうなら、向こう一年間いいことがなくたっていい。

　しかし、どうもそういうわけにはいかないようだ。

（気分が悪くなったのは七カ所。この道も、使わないほうがいいな。あとは）

　地縛霊を見つけた箇か所しよを地図にマッピングしつつ、溜ため息いきをつく。

　通れない箇所が前よりずっと多い。通学路もだいぶ遠回りしなければならなくて、これからの生活を思うと気が滅め入いってくる。だが、泣き言なんて言っていられない。

　今日から自分は、一人だけで生活していかなければならないのだ。

　今まで以上に、しっかりしないと。

（頑がん張ばらなきゃ。これはおれが選んだことだし、頑張るのをやめたら、もう……那な智ちさんに会えなくなる）

　それだけは嫌だ。だから、何が何でも頑張り続けないと！

（那智さん、今何してるかな。また御ご神しん木ぼく様の肩かた、叩たたいてるのかな）

　悪霊たちが放つ陰いん気きに当てられて起こる眩暈めまいと吐はき気を、恋こいしくてやまない彼のことを考えることで殺しつつ歩を進める。

　程ほどなく、彗太は教えられたマンションに辿たどり着いた。

　マンションは鉄筋コンクリートで造られた、五階建ての立派な建物だった。外観も周囲にある建物に比べて、かなり高級感に溢あふれた佇まいをしている。

（母さん……おれのために、こんなに立派なマンション、借りてくれたの？）

　あんなに、お金がないと愚ぐ痴ちっていたのに。

　それだけ、自分のことを気き遣づかってくれたということだろうか？　けれど、エントランスに備えつけられていた郵便受けを見て、はっとした。郵便受けのどれにも、名札がついていない。

（これって、今誰だれも住んでいないってことか？）

　嫌な考えが、脳のう裏りを過よぎる。彗太は慌あわてて首を振ふった。

　偶ぐう然ぜんだ。偶然、今誰もいないだけ。深い意味なんてない。

　だが、借りられた部屋を確かく認にんして、戦せん慄りつが走った。

（何で、この部屋……こんなに広いんだ）

　高校生一人が暮らす部屋なんて、１Ｋで十分のはずだ。なのに、何で客間まで……しかも、二部屋もある？　どう考えてもおかしい。

　がらんどうの真新しい室内が、ひどく薄うす気き味み悪わるく見える。

　先ほど打ち消した考えがまた胸に去来したが、彗太は必死になってそれを打ち消す。

　何馬ば鹿かなことを考えている。母は、この霊れい媒ばい体質を知っているんだぞ？　彗太が悪霊の陰気に当てられただけで体調を崩くずして寝ね込こむ様も、何度となく見ている。

　家賃が浮うくからと、曰いわくつき物件を借り与あたえるなんて、あるはずがない。

　でも……一応、盛り塩くらいはしておこう。

（念のため……念のためだ）

　急いで荷を開き中身を漁あさる。そして、塩の入った袋ふくろを摑つかんだ時。

『……マタダ。……マタダ』

　突如聞こえてきた声に、全身の血の気が引いた。

『性しよう懲こリモナク、マタ……寄よ越こシテキタ』

『ニンゲンキライ……ニンゲンキライ……』

　無数の声が聞こえてくる。聞いただけで背筋が凍こおるような身の毛もよだつ声と、背中に感じる、痛みを伴ともなうほどの憎悪。

　間違いない。やっぱりここは、霊が棲すみついている場所なのだ。しかも、人間に対して強きよう烈れつな敵意を持った霊たちの。

（……どう、しよう）

　いつもなら視えていない振りをして逃にげるが、部屋の中にいるとなるとそうはいかない。

　彗太にはもう、ここ以外行くところがない。

　両親は二人とも遠くへ行ってしまったし、自分を気味悪がっている親しん戚せきも頼たよれない。迷めい惑わくをかけて嫌きらわれたくないからと、意図的に人を遠ざけているため、友人だっていない。

　いっそ、話しかけて交こう渉しようしてみるか。しかし、今まで会話が成立した悪霊なんてただの一人もいなかった。ああ、一体どうしたらいい。

（考えろっ。何でもいいから、とにかく考えるんだ）

　今すぐ叫さけんで逃げ出したい衝しよう動どうを抑おさえつつ懸けん命めいに考える。

　その間も、彗太に話を聞かれているとは気づいていないらしい悪霊たちは会話を続ける。

『ドウスル？　イツモノヨウニ脅おどカスカ』

『デモ、前ハソレデ一週間カカッタ』

『面倒ダ。実力行使デ行クゾ』

　実力行使？　何のことだ。と、思ったその時、強い衝しよう撃げきが右わき腹に走った。

「……がはっ」

　細身で小こ柄がらな彗太の体は軽々と吹ふき飛び、壁かべに叩きつけられた。物理的な痛みと、霊が放つ陰気による痛みで、体中が軋きしむ。だが。

『ヨシ。モウ一度』

　そんな言葉とともに、再び気配が近づいてきたものだから、とっさに体が動いた。

「うわああっ」

　持っていた塩の袋を思い切りぶつける。

　つんざくような悲鳴が轟とどろき、ジュウッと肉が焼けるような音がした。

　振り返り、総毛立った。体から黒い煙けむりが立ち上る、虎とらのように大きな黒い獣けものが見える。おまけに、顔半分が焼けただれ、肉がむき出しになっていて、禍まが々まがしいことこの上ない。

『痛イ……痛イ……』

『ヨクモヤッタナ！』

『サテハ、俺タチヲ滅シニキタ術者カ！』

　獣の口から聞こえてくる、無数の怒ど気きに満ちた言葉に愕がく然ぜんとする。

　あの顔の傷は、自分がぶつけた塩でできた傷か！　と、思った瞬しゆん間かん、また突つき飛ばされた。一度目とは比べ物にならないくらいの、容赦のなさで。

　全身に激痛が走り、右みぎ肩かたからゴキリと嫌いやな音がした。骨が、折れたのだ。

　そこで、完全に思考回路が飛んだ。

　今まで、悪霊に襲おそわれたことは何度もある。だが、どんなにひどいことをされても、命の危険まで感じたことはなかった。

　恐きよう怖ふで頭が回らない。どうしたらいいか分からない。怖こわい。

『クソ！　殺サレテタマルカ！』

　黒い獣は大きく口を開け、鋭するどい牙きばを剝むき出し飛びかかってくる。

　恐怖と痛みで身動きが取れない彗太は、ぎゅっと目を瞑つぶった。

（怖い……助けて、那智さんっ）

　一人で頑張っていくと決めたくせに、思わず心の中で叫んだ。瞬間。

　ボンッ！

　頭の上で妙みような破は裂れつ音がして、どさりと何かが落ちる音がした。

「……ってえな。くそ」

　男の舌打ちも聞こえてきた。この声……この声は！

　慌てて目を開く。目に飛び込んできたのは、もふもふした白い大きな尻しつ尾ぽ。

「出てきて早々尻しり餅もちなんざ、格好がつかね……うん？」

　目の前で揺ゆれていた尻尾が動き、こちらを覗のぞき込む男の姿が露あらわになる。

　年の頃ころは二十代半ば。色いろ鮮あざやかな深こき緋あけの直垂ひたたれに映はえる、雪のように白い癖くせのある髪かみ。その髪から覗く白い獣の耳。端たん整せいながらも精せい悍かんな顔立ちの男が、眼光眩まばゆい山やま吹ぶき色の瞳ひとみでこちらを捉とらえた途と端たん。

「彗太……っ」

　即そく座ざに身を翻ひるがえし、倒たおれている彗太の元へ駆かけ寄ってきた。

「どうしたんだ、この怪け我がっ。大だい丈じよう夫ぶか」

「あ……な、ちさ……っ」

　震ふるえる声で名前を呼びかけ、彗太は息を吞のんだ。

　男……那智の気遣わしげな表情が、見る見るうちに悪あつ鬼きのごとき形相へと変へん貌ぼうしていく。

『アイツ、口寄セノ術ヲ使ッタゾ！』

『カ、関係ナイ！　管くだ狐ぎつねヲ出シテコヨウガ、蹴け散ちラスダケ……』

「……お前らか」

　背後で唸うなっている獣に、那智がゆっくりと振り返る。

「お前らが、俺の可か愛わいい彗太をこんなにしやがったのかっ」

　耳と尻尾の毛を逆立たせ、懐ふところからお札のような紙を取り出す。

「覚かく悟ごは、できてるんだろうな？」

　札を指で挟はさんだ手を突きつけ、凄すごむ。　>>>♥

　その気き迫はくに気け圧おされたのか、獣は二、三歩後ずさったが、すぐ己おのれを奮い立たせるように一声鳴くと、牙を剝き、那智に襲いかかった。

　那智は顔色一つ変えない。相手を睨にらみつけたまま腕うでを振り上げ、札を獣に叩きつける。

　獣は悲鳴を上げ、木っ端ぱみじんに吹き飛び消えてしまって……ああ。

（那智さん……相変わらず強くて、かっこ…いい……）

　危機を脱だつした安あん堵どからか、急激に霞かすんでいく意識の中でぼんやりと思って、彗太は重くてしかたない瞼まぶたを閉じた。




　＊＊＊




　那智とは、彗太が三歳の時、今は亡なき祖母に連れられて行った、近所の神社で知り合った。

　那智はその神社に仕える狐の妖あやかし、御お先さき稲とう荷がで、主あるじである御神木の精……柔にゆう和わな顔をした、和装の老人の肩かたを叩たたいているところを、彗太が「おじちゃん。どうして、しっぽがあるの？」と声をかけたのだ。

　──おい。こんな色男捕つかまえて、誰だれがおじちゃん……！　お前、俺の姿が見えるのか？　じゃあ、あそこにいる奴やつも？

　──みえるよ。あの人は、どうして体がみどりなの？

　──見えるのか。……くそ。厄やつ介かいだな。

　至し極ごく面めん倒どう臭くさそうに頭を搔かいて、舌打ちされた。

　けれど、そんな態度とは裏腹に、その後那智はちょくちょく会いに来てくれた。

　──いいか？　何度も言うが、俺がここに来るのは、霊れいが見えちまうお前が、ここに住んでる妖よう怪かいたちともめ事を起こさないよう見張るためだ。この土地の平へい穏おんを護まもるのが、俺の仕事だからな。決して、遊びに来てるわけじゃ……。

　──なちさん！　きょうはおままごとしてあそぼ！　なちさんがおかあさんね！

　──人の話聞けよ。てか、何だよ、ままごとって。男のくせに。もっと男らしい遊びをしろ。

　──？　おとこらしいあそびってなあに？

　──ああ？　んなことも知らないのか。例えば……。

　なんだかんだ言って、結局最後には「しょうがねえな」と言って遊んでくれ、粗そ野やな言動ながらも遊び上手で優やさしい那智に、彗太はすぐ懐なついた。

　那智といると心がぽかぽかして、何をするにも馬ば鹿かみたいに楽しかった。

　そんなある日、那智が一枚のお札を持ってやって来た。

　──高たか天まが原はらの偉えらい神様に頼たのんで、特別に書いてもらった。これで、お前は普ふ通つうの人間になれて、普通の生活を送ることができる。だから……いや、いい。何でもない。……じゃあな。

　達者で暮らせよ。いつもよりひどく優しい声で言って、那智は彗太の額に札を貼はった。

　彗太が札を取った時、那智の姿はどこにもなかった。

　札の効力により、妖の姿が見えなくなったためだが、幼い彗太にはそんなことは分からない。

　──なちさん、なちさん！　でてきて！　どうして、こんないじわるするの？

　何度も那智の名を呼んだ。でも、那智は出てきてくれない。

　それがひどく悲しくて、彗太はとうとう泣き出したが、それでも那智は出てこない。

　泣きながら那智を探したが、どこにもいない。

　探し続けて三日目。那智がよく連れて行ってくれた池を訪おとずれた。そこで足を滑すべらせて、彗太は池に落ちてしまった。

　次に気がついた時、こちらを覗き込む、水みず浸びたしの那智の顔があった。

　──馬鹿かっ、お前は！　池には一人で行くなってあれほど……っ。

　──ううう……なちさん、なちさんっ。いじわるしちゃやだよお。なちさんがいなきゃやだ。

　怒おこり顔の那智に飛びつき、泣きじゃくる。

　那智はしばらく何も言わなかったが、最後にはいつものように「しょうがねえな」と毒づいて、ぎゅっと抱だき締しめてくれた。

　それからというもの、那智は今まで以上に彗太を可愛がるようになった。

　それに加え、妖についての知識をたくさん教えてくれた。妖が視みえる状態で生きていくためには、必要なことなのだという。

　この地に住んでいる妖怪たちにも、彗太のことを紹しよう介かいし、「ちょっと抜ぬけてるが、いい子だから仲良くしてやってくれ」と頼んでくれた。

　那智が紹介してくれる妖怪たちは皆みな優しくて大らかな、いい妖怪ばかりで、彗太をとても可愛がってくれた。

　そんな皆が大好きだった。でも、彗太が一番好きなのは相変わらず那智だった。

　最初は、遊んでいて一番楽しいからという単純なものだったが、歳を重ねるごとに、他ほかのところも好きになっていった。

　誰にでも分け隔へだてなく優しくて親切なところ。困っている妖がいたらすぐ飛んで行って助けてあげるところ。皆に一目置かれていても決して驕おごらず、気さくなところ。

　おまけに、すごく強くてかっこいい。

　学校で皆が憧あこがれているアニメや漫まん画がのヒーローなんて、那智には遠く及およばない。

　本気でそう思うくらい憧れて、そんな人から一番に可愛がってもらえる自分が誇ほこらしかった。

　大好きだ。いつまでも一いつ緒しよにいたい。そう思った。

　しかし、彗太が十二歳の時。祖母が死んだのを機に、東京へ引っ越こすと両親が言い出した。

　必死になって反対したが、両親はまるで聞いてくれない。

　どうしたらいいか分からず、彗太は那智に泣きついた。それなのに。

　──……そうか。これで、お前のお守もりもお役やく御ご免めんだな。

　いつもの調子であっけらかんと、何でもないことのように言われた言葉に、愕がく然ぜんとした。

　那智は、自分との付き合いを単なる仕事の一いつ環かんとしか思っていなかった。

　守護する土地に住んでいる子どもだから、面めん倒どうを見なければならない。この土地を出ていくのなら、その子守ももうおしまい。その程度。

　ショックを受けることもなければ、「お前と逢あえなくなるのは寂さびしい」の一言さえ言ってくれない那智を見ると、そうとしか思えなかった。

　自分はこんなに好きなのにひどい。那智なんか大だい嫌きらいだ！

　でも、お役御免。自分のことはもうどうでもいいと言われたことが悲しくて、ひどく胸が痛んだ。その上、

　──この札、覚えてるか？

　数日後、珍めずらしく訪ねてきた那智が、一枚の札を差し出してきた。

　幼い頃ころ、額に貼られて、那智が見えなくなった札だ。

　──お前なら、どんな妖とも旨うまくやっていけると思うが、もしも、東京の妖とは仲良くなれそうもない、それか……普通の人間になりたいと思ったら、この札を貼れ。それで、怖こわい思いもしなくなるし、疎そ外がい感も感じなくなる……っ。

　那智は口を閉じた。彗太の目から、ぼろぼろと涙なみだが溢あふれ出たからだ。

（本当に……那智さんは、おれのことなんか、どうでもいいんだ）

　那智が見えなくなったら自分がどれだけ傷つくか知っているくせに、意地悪にもほどがある。

　──また、意地悪だって思ってるのか？　……違ちがう。お前のために言ってる。普通じゃないってのは、それだけ大変なことで……彗太っ。

　話の途と中ちゆうで、彗太は逃にげ出した。

（お前のため？　噓うそばっかり！）

　お前のためだと言うなら東京行きをなくしてほしい。それが駄だ目めなら、離はなれ離ばなれになることを一緒に悲しんで、必ず会いに来いと言ってほしかった。それなのに、那智なんか大嫌いだっ。

　心の底から那智を憎にくんだ。その怒りは東京へ引っ越す日が来ても収まることがなくて、結局そのまま那智に一度も逢うことなく、彗太は東京へ引っ越した。

　それが大きな間ま違ちがいだったと気づいたのは、引っ越した先で近所に住んでいた妖に祟たたられ、ひどい目に遭あってからのことだった。

　彗太の周辺ではポルターガイストなどの霊現象が頻ひん発ぱつし、彗太自身も悪あく霊りようたちの陰いん気きに当てられて、何度も体調を崩くずした。

　──あの子は一体何なんだっ。

　──私だって知らないわよ、気味が悪い！

　周囲から向けられる畏い怖ふの目、連日の霊現象に参った両親が、毎晩声を荒あららげて言い争う。

「実は霊が見える」と正直に打ち明けても、「悪い冗じよう談だんを言うな」と言って信じてもらえないばかりか、忌いまわしいものを見るような目で見られてしまった。

　そこまで来てようやく、彗太は理解した。

　妖が視える……普通ではないということがどれだけ辛つらく、過か酷こくであるかを。

　それを今まで知らずに来れたのは、那智が日々、細心の注意を払はらって自分を護ってくれていたから。

　自分を含ふくめ妖たちとの縁えんを全すべて切ってでも、普通になるよう勧すすめてきたのは、辛い目に遭うだろう彗太のことを慮おもんぱかってのこと。

　でも、自分は那智の苦労も気き遣づかいも知らず、駄だ々だを捏こね、ひどい態度を取ってしまった。

　どうしようもない子どもだ。これでは、那智に「お守り」と思われてもしかたがない。

　ひどく恥はずかしい。けれど、それ以上に、ようやく理解できた那智の優しさに胸が震ふるえた。

　那智に会いたい。会って、今までのことを謝りたい。それから……それから……。

　その先のことはよく分からなかったけれど、とにもかくにも会いたくて、正月、祖母の墓参りを口実にして、田舎いなかに舞まい戻もどった。

　神社を訪ねると、那智は相変わらず、境けい内だいで老人姿の御ご神しん木ぼくの肩かたを叩たたいていた。

　変わらないその姿に、恋こいしさが込み上げてくる。だが、恋しさが募つのれば募るほど、もし無視されたらという恐きよう怖ふも膨ふくれ上がってきて、身動きできなくなってしまった。

　どれほど、その場に立ち尽つくしていたことだろう。

　──ったく。いつまで、そこに突つっ立ってるつもりだ。

　突とつ然ぜん、溜ため息いき交じりに声をかけられて、口から心臓が飛び出しかけた。

　──よく来たな。元気そうで何よりだ。

　でも……前と全く同じ、包み込むように優しい笑え顔がおを向けられた瞬しゆん間かん、胸の奥でぱちんと、何かが弾はじけた気がした。

　余よ韻いんが、甘く切なく、体全体に響ひびき渡わたる。その感かん触しよくを嚙かみしめて、彗太は自分の本当の気持ちを実感した。

　自分はやっぱり、那智が一番好きだ。そして、那智にも自分のことを好きになってほしい。

　護まもってやらなければならない子どもとしてではなくて、藤村彗太として。

　だから、大人になろうと思った。

　自分のことしか考えられない、那智に守られるばかりの子どもじゃなくて、相手の気持ちを思いやり、自分の足でしっかりと立てる大人の男に。

　そうすれば、今度こそ、庇ひ護ご者と子ども以上の関係を築けるはずだ。

　そのためにはまず、今の体質でも自力で生活できるようにならなければならない。

　遠くに住んでいる那智には頼たよれないし、妖あやかしが視えなくなる札も……偉えらい神様に頼たのみ込まなければ手に入らないと那智が言っていたから、那智に会う都度、札の効力を解いてもらい、那智との逢おう瀬せを楽しんで、また新しい札をもらうなんてことはできない。

　自分一人の力で、何とかするしかない。

　必死に頑がん張ばった。自分なりに色々調べて、汚きたない部屋には霊れいが寄ってくると知れば、部屋の掃そう除じを念入りにして、霊は笑っている人や塩が嫌きらいだと知れば無む理り矢や理り笑い、体に塩をすり込んで……とにかくできる限りのことをした。

　そしてようやく努力が実り、何とか普ふ通つうの生活が送れるくらいになれた頃、彗太は両親から離り婚こんすることを告げられた。

　何でもするから離婚なんてしないでくれと懇こん願がんしたが、聞き入れられることはなく、両親は離婚。父親は逃げるように姿を消し、彗太は母親に引き取られた。けれど、一週間前。

　──彗ちゃん。お母さん、転勤することになったの。それで引っ越すんだけど、とても遠くなの。あなたは高校通うのに困るでしょ？　高校の近所にマンションを借りておいたから、あなたはそこに引っ越しなさい。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすばかりの彗太に対して、母はさらに、月々送ってくれるという仕送りについて説明し始めた。

　その額は生活していくのにギリギリなもので、到とう底てい、那智の元へ行くための交通費を捻ねん出しゆつできない額だった。バイトしたくても、学校に通うのが精せい一いつ杯ぱいの現状ではとても無理だ。

　唯ゆい一いつの心の支えだった、盆ぼんと正月の墓参り……那智との逢瀬さえ、取り上げられた。

　何もかも、上手く行かなかった。全部失った。

　あまりの無力感と孤こ独どくに、眩暈めまいがした。

　猛もう烈れつに、那智が恋しくなる。自分にはもう、那智しかいない。他には、誰だれもいない。

　でも、会うためには、自分から会いに行くしかなくて……。

　自分はこんなにも頑張っているのに、会いにも来てくれない那智が憎らしい。けれど、那智には主あるじである御神木、土地を護まもるという大事な仕事があるし、そもそも……そうしてくれと那智が頼んできたわけではない。

　自分が勝手にやっているだけだ。そう……自分が、勝手に──。

　考えるほど、自分が惨みじめになった。

　しかし、どんなに憎んでも惨めでも、やっぱり会いたいものは会いたい。

　だから、また……頑張らないとって、思っていたのに。




　＊＊＊




『……馬ば鹿かだよ、お前』

　どこかで、声がした。

『本当に、どうしようもない……馬鹿だ』

　これは、那智の声だろうか？　でも……似ているようで、何だか違う。

『いや……馬鹿は、俺だ』

　那智の声こわ音ねはいつだって明朗で、はきはきしている。

　こんなにも悲しげで、途と方ほうに暮れた子どものような声など出したりしない。

『ああ……どうすりゃあいい』

　視界の先に、深こき緋あけ色いろの背中が見える。

　震えている。がっくりと肩を落として、何かを抱かかえている。

　近づいて見てみると、それは自分だった。瘦やせ細り、ぼろぼろになって目を瞑つぶった自分。

『どうしたら、いい』

　呻うめくような声。そちらに目を向けると、白い頰ほおが見えた。

　よく見ると、頰が濡ぬれている。それが、涙なみだだと認にん識しきした瞬間。

「な、那智さ……いっ」

　叫さけびかけ、彗太は小さく悲鳴を上げた。突然、右みぎ肩かたに激痛が走ったのだ。

「馬鹿っ。急に動くな。傷に障さわる」

　痛みに震えていると、声がかかるとともに肩に手が添そえられた。

「ゆっくり動かすから、力を抜ぬいて、横に……そうだ」

　仰あお向むけに寝ねかされる。すると、こちらを気遣わしげに覗のぞき込む那智の顔が見えた。

「あれ……那智さん、泣いて、ない？」

「……泣く？　俺が？　……このっ」

　鼻を摘つままれて、彗太は「ふぐっ」と声を上げた。

「夢の中とはいえ、この俺を泣かせるなんざ、いい度胸してるな、お前」

「あ、あ……ご、ごめん。その、悪気があったわけじゃ、あの……っ」

　ぎろりと睨にらまれて、しどろもどろに謝っていると今度は頭の上に手を置かれた。

「いいや、許さねえ……と、言いたいとこだが、起きたから許してやる」

「？　それだけで、許してくれるの」

「お前、さっきまで危なかったんだ。下手したら死んでた」

「ああ……それなら、確かに……って！　えっ？　死んでたっ？」

　ぎょっとする彗太に、那智は盛大な溜息を吐ついた。

「物理的な怪け我がもそうだが、当てられた陰いん気きに内を蝕むしばまれていたんだ。体も衰すい弱じやくしていたから、一時ホントに危なくてな」

　──彗ちゃん。明日あしたから、このマンションで暮らしてね。

　ここの住所が書かれたメモを置いて、顔も見ず、そそくさと部屋を出て行った母の姿が脳のう裏りを過よぎる。あの時、母は何を考えていたのか。想像するだけでぞっとする。

　これ以上迷めい惑わくをかけぬよう、嫌われぬよう、できる限りのことはやったつもりだったが──。

（……母さん。もう、そんなに……おれのこと）

「？　どうかしたか」

「……ううん。何でも。けど、そうだったんだ。ごめん。迷惑、かけちゃって……ふぐっ」

　また、鼻を摘まれた。

「こんな時に、そういうこと言うんじゃない。もう少し休め。まだ、喋しやべるのもしんどいだろ？」

　確かに、高熱が出た時のように体がだるくて、喋るのも辛つらい。

　でもまだ、言いたいことや訊ききたいことがたくさんある。

　どうして那智がここにいるのか。あれから何日経たったのか。

　神社の仕事をサボって、怒おこられたりしないか。

　色んなことがぐるぐる頭の中を回る。そんな彗太の頰を、那智が宥なだめるように撫なでる。

「とりあえず、今は俺の言うとおりにしろ。話は、お前が元気になってからだ」

「……なち、さん」

「現実でも、俺を泣かせたら許さないからな」

　起きてくれてよかった。彗太に布ふ団とんをかけ直し、くしゃりと顔を歪ゆがめるようにして微笑わらう。

　こんな那智の顔を見るのは初めてで、ぎゅっと胸が痛んだ。

（……那智さん、ごめん。いつまでも、手のかかる子どもで。けど……ありがとう）

　熱を帯びた頰に心ここ地ちよい、ひんやりとした那智の掌てのひらに頰を寄せ、彗太は再び目を閉じた。







　次に目が覚めた時、肩かたの痛みも、体全体を覆おおっていた虚きよ脱だつ感も噓うそのように消えていた。

　いや、それどころか──。

「！　那智さん、こ、これ」

　体中に貼はりつけられた札を見て戸と惑まどう彗太に、那智は鼻を鳴らした。

「せっかくだから、徹てつ底てい的に治してやろうと思ってな。お前が起きるまで暇ひまだったし」

「ひ、暇って……はは」

「何がおかしい」

「うん。昔のこと思い出したんだ。あの時も那智さん、おれが風邪かぜ引いたり、怪我したりすると、べたべたお札貼ってくれたよね。今回が一番すごいけど……え？」

　懐なつかしみつつ、肩に貼られていた札を剝はがして見てみたのだが、札に書かれていた言葉に彗太は声を漏もらした。

「『肩こり』？　これは、『肌はだ荒あれ』。こっちは……『寝ね不ぶ足そく』？　『便秘』？　……っ」

「だから、暇だったって言ってるだろ」

　不ふ機き嫌げん顔で、彗太が持っていた札を少々乱暴にひったくる。

　彗太はきょとんとしたが、気まずそうに床ゆかをべしべし叩たたく尻しつ尾ぽを見ていると、何だかくすぐったい気持ちになってきた。思わず顔を綻ほころばせると、軽く頰を摘まれた。

「失敗したな。憎にくまれ口叩くほど、元気にしちまって」

　不服そうな口ぶりだが、表情はとても嬉うれしそうだ。その笑え顔がおを見て……元気になったせいなのか、間近で微ほほ笑えまれたせいか、彗太の胸は今いま更さらドキドキと高鳴った。

　考えてみれば、今年の盆ぼんは母に交通費を出してもらえず、墓参りに行けなかったので、那智と会うのはほぼ一年ぶり。

　しかも、最近はいつも以上に会いたいと渇かつ望ぼうしていたから、那智の顔を見ただけで、胸がいっぱいになってしまう。那智のそばにいるだけで心が弾はずむ。もっと一いつ緒しよにいたい。

　でも、これだけは訊いておかないと。

「あ、あの、那智さん。ありがとう、助けてくれて。那智さんがいなかったら、今いま頃ごろどうなっていたか。でも……大だい丈じよう夫ぶなの？　神社の仕事は……っ」

　訊きたくないことだが、一いつ生しよう懸けん命めい口を動かして尋たずねていた彗太は、口をつぐんだ。

　不意に、那智の顔から感情の色が消えてしまったから。

「あ……もしかして、相当まずいことに、なってる……とか？　……ご、ごめん。おれのせいで……あの、おれはもう大丈夫」

「……そのことなんだが」

　すぐに帰って……と、続けようとする彗太の言葉を那智が遮さえぎる。

　心なしか、声が硬かたい気がする。表情も依い然ぜん無表情のままだ。

　何か深刻なことでもあったのだろうか。緊きん張ちようしつつ、続きの言葉を待っていると、那智が口を開いた。

「話す前に訊きたいことがある。見る限り、お前はここに住もうとしているみたいだが、どうしてこんなところに住むことにしたんだ。ここが危ないところだってことは、お前ならすぐ分かったはずだ」

「それ、は……」

（やっぱり……訊いてくるよね）

　那智にしてみれば、不思議でしかたないはずだ。

　東京では、優やさしい両親と友人に囲まれ、楽しくやっていると聞かされていたのに、こんな悪あく霊りようだらけの土地で、独りぼっちでいるこの状じよう況きようはどういうことかと。

　でも……本当のことなんて、言えるはずがない。

　霊れい媒ばい体質のせいで両親に捨てられ、このマンションに放ほうり込まれた。だなんて、言おうものなら、またあの札を出されてしまう。「普ふ通つう」になれる……けれど、那智とも関係を絶たなくてはならないあの札を、彗太のためだと平気な顔で！

　嫌いやだ。那智と縁えんを切るのも、彗太のためを思ってのこととはいえ、あっさりと自分と縁を切るよう勧すすめてくる那智の姿を見るのも、どっちも嫌だ。

（ちゃんと、上手うまく……誤ご魔ま化かさないと）

「えっと、こんなところを選んだのは、母さんだから……分からなかったんだと思う。母さんには、霊れい感かんなんてないからね」

　慎しん重ちように言葉を選びつつ、一生懸命噓うそを重ねる。

「そうか。……親は？」

「母さん……たちは、帰ってこないよ。ここには、おれだけで住むんだ」

　彗太は、父親が遠くに転勤することになったのだが、来年受験を控ひかえている今、転校したくないと無理を言って、高校の近くに部屋を借りてもらったのだと説明した。

（こ、これで、大丈夫かな……）

　筋はちゃんと通っているはず。内心びくびくしつつ、那智の様子を窺うかがっていたが、ふと彗太は目を見開いた。真顔で彗太の話を聞いていた那智が、柔やわらかく微笑んだのだ。

「そんな顔するな。大丈夫だ」

「？　そんな、顔って……っ」

　おもむろに頭を撫でられて、肩が震ふるえた。

「事情は分かったって意味だ。それより……話の続きだがな。実はここに来たのは、お前に頼たのみがあってのことなんだ」

「……頼み？　那智さんが、おれに？」

　訊き返す。那智が自分に頼みごとをしてくるなんて、今までほとんどなかったから。

　面めん食くらう彗太に、那智は居住まいを正すと、真っ直すぐとこちらに視線を向けてきた。

「しばらく、俺をここに置いてくれないか」

「……へ？」

　思わず変な声が出た。那智はばつの悪そうな顔をして、耳をぱたぱたさせる。

「実は御ご神しん木ぼく様から、しばらく東京に行って人間界のことを学んでこいと言われたんだ。お前は神社を出たことがない世間知らずだからってさ。気持ちは嬉しいが……ったく。俺はもう百年以上生きてるってのに、今更遊学って言われてもなあ」

「そ、それは……つまり、うちにホームステイしたいってこと？」

　震える声で尋ねると、那智の耳がひくひく動いた。

「ほーむすてい？　……まあ、そんなところだ。とはいえ、突とつ然ぜんのことだし、お前にも都合ってもんがあるだろう。もし、駄だ目めなら遠えん慮りよなく」

「い、いいよ！」

　那智の話が終わらないうちに、彗太は身を乗り出して叫さけんだ。

「どうせこの部屋、おれしかいないから好きに使ってくれていいし、街も案内するし、それから、ご飯も作るよ！　お稲いな荷りさんとか、きつねうどんとか、あと」

　必死になってまくしたてる。

　那智と一緒に暮らせる。夢のような話だ。それに、今度いつ那智に会いに行けるか分からなかったから、前のめりにならずにはいられない。

「分かった。分かったから、ちょっと落ち着けって」

「へ？　あ……ああ。ごめん。嬉し過ぎて、つい」

　へへ。と、はにかんで、彗太は頭を搔かいた。

「那智さん、おれ頑がん張ばるよ。おれにできることなら何でもするからね」

　満面の笑みで言う彗太に、那智はわずかに目を瞠みはった。だが、すぐにつまらなそうな顔をして、ぷいっとそっぽを向いた。

「歓かん迎げいしてくれるのは嬉しいが、お前は学生なんだ。学業に差し障さわりない程度にな。それと、代金は明日あした払はらう」

「だ、代金？　そんな……助けてもらって、看病までさせておいて、お金をもらうなんて」

「それとこれとは話が別だ。泊とまらせてもらって、飯も食わせてもらうんだ。金を払うのは当然だろ？」

「それは、そうかもだけど……那智さん、お金持ってるの？　……あ。賽さい銭せん箱から取ってきた……わっ！」

　少々乱暴に、尻しつ尾ぽで鼻先をくすぐられた。

「人聞きの悪いこと言うな。とはいえ、お前には少々手伝ってもらわなきゃならない」

「手伝う？　何を？」

「宝くじを買え。神社の加護で当たりを引かせるから、その金を受け取ってくれ」

　彗太の鼻をくすぐった尻尾を鷹おう揚ように振ふって胸を張る那智に、彗太はぎょっとした。

「それ……ちょっと、ずるくない？」

「ずるかない。神社の加護に頼たよって当たりくじ引いた輩やからはごまんといる……うん？」

　那智の両耳が勢いよく立った。どうしたのだろうと、彗太が首を傾かしげた瞬しゆん間かん。

　ボンッ！　またも、頭の上で破は裂れつ音がした。

「彗太っ」

　那智が彗太の腕うでを摑つかみ、自分のほうへと引き寄せる。

　彗太が座っていたところに、何かが降ってきた。

「……いったあ！」

　落ちてきたのは、若草色の水干を着た男の子だった。

　歳の頃は六、七歳。大きな山やま吹ぶき色のつり目が印象的な、利発そうな顔立ち。前まえ髪がみを垂らした真っ白な稚ち児ご髷まげ頭。ぱたぱたと元気よく動く、真っ白な獣けものの耳と尻尾。

「ううう。葵あおいともあろうものが、着地に失敗するなんて。何たる恥ち辱じよく！」

「葵っ？」

　尻しりを擦さすりながら、尻尾でパンパン床ゆかを叩く男の子を見て、那智が声を上げると、葵と呼ばれた男の子は弾はじかれたように顔を上げた。

「あ。兄あに様さま！　ということは、葵の移動の術は成功したのですね。やった！　兄様、褒ほめてください……と！　違ちがう違う！　そうじゃなくて、兄様！　ひどうございます。葵がずっと、東京観光を夢見ていたことを知っていたくせに、一人『抜ぬけ作』なさるなんて……いてっ！」

　懐ふところから取り出したぼろぼろの旅行ガイドブックを振り回して喚わめく葵の頭を、那智は尻尾でポンッと叩いた。

「抜け作じゃない、抜け駆がけだ。ったく。意味が分かってない言葉は使うなと、いつも」

「あの、那智さん。この子は？」

　このままだと話がどんどん進んでいきそうだったので、強ごう引いんに尋たずねてみると、那智が「ああ」と思い出したような声を漏もらした。

「悪いな、彗太。こいつは……」

「えっ？　彗太っ？」

　葵が素すっ頓とん狂きような声を上げ、尻尾をふりふり彗太に駆かけ寄ってきた。

「あなたが彗太様でございますか！　お初にお目にかかります。葵は葵と申しまして、二年前より兄様とともに木き夜よ見み神社にお仕えしている御お先さき稲とう荷がです」　>>>♥

「あ……はい。おれは……っ」

　自分も挨あい拶さつしようと頭を下げかけたが、葵がズイッと顔を近づけてきたのでびくりとした。

「人間の身でありながら、兄様と懇こん意いにされていると聞いて、どのようにすごい方なのだろうと思うておりましたが、まさか術者様とは思いませんでした！」

「……は？　じゅつしゃ？」

　意味が分からず首を捻ひねると、葵は興奮気味にぴょんぴょん飛び跳はねる。

「はい！　ミノムシのごとく全身に貼はられた、この夥おびただしい数のお札！　よほど強力な使し役えき獣を身の内に飼っていらっしゃるのですね！」

「あ……いや、これは、那智さんが……っ」

　彗太は口をつぐんだ。突然、横にいた那智が大きく袖そでを翻ひるがえすと同時に、体中に貼りついていた札全すべてが勢いよく剝はがれ、跡あと形かたもなく消えてしまったからだ。

「葵、彗太は普ふ通つうの学生だ。術者でも何でもない」

「ええ？　でも、お札が」

「札のことは忘れろ」

　袖を鷹揚に振り直し、素知らぬ顔で那智が言う。葵は非常に納なつ得とくがいかないという顔をしたが、那智の無言の圧力に負けたのか、耳を下げ、「分かりました」と不承不承頷うなずいた。

　だが、すぐにピンッと耳を立て、もう一度彗太のほうに向き直ると行ぎよう儀ぎよく正座した。

「コホン！　では、改めまして。彗太様！　お願いがございます。どうぞ、我が神社をお見捨てにならないでくださいませ」

「み、見捨てる？　一体何のこと」

「今年の盆ぼん、神社に来てくださらなかったことでございます！　兄様が『とうとう彗太に忘れられた！』と、落ち込みまくって、それはもう面めん倒どう臭くさくてしかたなかった……」

「……え」

「葵っ！」

　那智が大声を上げ、ものすごい勢いで葵を抱かかえ上げて、部屋の外へ走っていってしまった。

　廊ろう下かから「軽口野や郎ろう」だの「聞いてない」だのと、言い争う声が聞こえ始めたが、彗太にはそれどころではなかった。

　里帰りで那智の元を訪おとずれると、那智はいつも温かく迎むかえてくれる。でも、出で迎むかえる時は「ああ来たのか」と、いつもと同じ調子でまるで感動がないし、別れ際ぎわも普通で、ひどい時には「無理して来なくてもいいんだぞ？」などと言ってきたりする。

　そういう時、自分は那智にとって子どもでしかないのだと痛感していた。

　大人は、子どもが離はなれていっても引き止めない。自分から巣立っていったのだと、喜んで送り出す。

　だから、今年の盆。那智に会えないことを寂さびしく思うとともに、会いに来なかった自分に対して、那智は「ついにあいつも俺から巣立ったか！」と、清すが々すがしい気持ちでいるのだろうかと、すごく切なく思っていたのだが、

（那智さん、少しは寂しいって、思ってくれたんだ……！）

　どうしよう。全然期待していなかっただけに、すごく嬉うれしい。

　葵の言葉を反はん芻すうし、うっとりしていると、二人が戻もどってきた。二人とも非常に不ふ貞て腐くされた顔をしている。

「あの、すみません。先ほどのことは聞かなかったことに……て、兄様！　話が違います。彗太様は嬉しそうに笑っておられるではないですか。毎年来るのを楽しみにしていると知ったら、彗太様の負担になるというのは、兄様の勘かん違ちがいでは……ひゃっ！」

「もういい！　この話は終わりだっ。ところで、なんでお前がここにいる」

　忙せわしなく耳をぱたぱたさせつつ、那智は強引に話題を変えた。

　耳を引っ張られた葵は不服そうに頰ほおを膨ふくらませたが、すぐ気を取り直すように一息つくと、その場にちょんと座って、またも居住まいを正した。

「はい。御ご神しん木ぼく様から兄様は東京観光に出かけたと伺うかがいましたので、こうして馳はせ参さんじました！」

「馳せ参じたって……御神木様のお世話は？」

「はい！　お地蔵様と河童かつぱ様に押しつけて参りました！」

　小さな胸を張って答える葵に、那智は肩かたを竦すくめた。

「せめて頼たのんできたって言えよ。まあ、あの二人なら心配ないと思うが……ちなみに、どこで寝ね泊とまりする気だ」

「勿もち論ろん、兄様がお泊まりになるところに！」

「……だろうな。けど、駄だ目めだ。お前みたいな超ちよう問題児、彗太に迷めい惑わくがかかり過ぎる……」

「彗太様！」

　那智の言葉を遮さえぎり、葵は再び彗太へと向き直った。いまだに葵の言葉を反芻させて喜びを嚙かみしめていた彗太は、突とつ然ぜん話を振られてびっくりした。

「葵は見てのとおり、とても利発です。出自も由ゆい緒しよ正しい血統の名家で、生まれながらのエリマキトカゲです！」

「は、はあ……」

　エリートって言いたいのかな？　などと思いつつ、彗太は何とか頷いてみせる。

「なので、礼れい儀ぎ作法も完かん璧ぺきです。おまけに、家事だってできるんですよ。ですから、一人しか家に置けないとおっしゃるならどうぞ、家事が全くできない兄様ではなく、この葵を！」

「おい。何さりげなく俺を犠ぎ牲せいにしようとしてんだ、お前」

　那智がぎろりと葵を睨にらんだが、葵はどこ吹ふく風とばかりにつんとそっぽを向いた。

「いいではありませんか。兄様は東京に全く興味がないのですから。でも、葵は違います。葵は見てみたいのです。『雷かみなり様の門』とか、『東京たわわ』とか」

「煩うるさい。それとこれとは話が」

「ま、まあまあ！　でも……葵くん、その歳で家事ができるなんてすごいね。何の料理が得意なの？」

　再び尻尾を振り上げる那智を宥なだめつつ尋たずねると、葵は鼻息交じりに答えた。

「はい、白飯です！」

「し、白飯？」

　もっと手の込んだ料理を想像していただけに、思わず訊きき返すと、葵は得意げに続ける。

「ふふん！　白飯と言っても奥が深いのですよ。火加減とか、蓋ふたを開ける頃ころ合あいだとか。お疑いなら、竈かまどへ案内してください。証明してご覧にいれます」

　背負しよっていた風呂ふろ敷しき包づつみから大きな釜かまを取り出し、誇ほこらしげにかざしてみせる葵に、彗太は眉まゆを下げた。

「あの……ごめん。竈、この家にはないんだ」

「ええっ？　ない？　じゃあ、どうやって煮に炊たきなさるんです」

「それは……炊すい飯はん器きやコンロで」

「すいはんき？」

　ここで、葵だけでなく那智も不思議そうな声を漏らすので、彗太は目を丸くした。

「那智さん……もしかして、炊飯器知らないの？」

　まさかと思った。那智と家電製品の話などしたことはないが、いくらなんでも──。

「ああ？　……馬ば鹿か言ってんじゃねえ。知ってるよ。すいはんきだろ？　あれは……ああ、説明が面めん倒どう臭くせえ。直接葵に見せてやってくれ。そのほうが早い」

　忙しなく尻しつ尾ぽをバタンバタンさせて、素っ気なく言う。

「う、うん。分かった。じゃあ、時間も時間だし、夕ご飯作ろうか。それと……ごめん。部屋、暗かったね」

　何の気なしにスイッチを押して、部屋の電気をつける。瞬しゆん間かん、那智と葵の耳と尻尾が弾はじかれたようにピンッと立った。

「なんと！　彗太様は人間の身でありながら、妖よう術じゆつをお使いになるのですかっ？」

「あ、違ちがうよ。これは電気って言うんだ」

「……でんき？」

「……那智さん、もしかして電気も……」

「ああ？　馬鹿言うな。知ってるよ。あれだろ？　人ひと魂だまの親しん戚せきだ」

　澄すまし顔でそんなことを言う那智に、彗太は口をあんぐり開いた。

　那智たちが住んでいるのは、広い田畑に民家がぽつぽつ点在するばかりの非常に鄙ひなびた村だし、人間と直接関かかわることもない。だから、人間世界のことをあまり知らないのも無理ないのかもしれないが、まさかここまで知らないなんて。

（これは……御神木様も、社会勉強してこいって言いたくなるよね）

　那智は何でも知っている博識人と思い込んでいた彗太は、軽くショックを受けた。







　その後、彗太はご飯と味噌みそ汁しる、野菜炒いためなど、簡単な夕飯を作って、二人に振ふる舞まった。

　味は、正直言って自信がなかった。

　離り婚こんして働きに出るようになった母の代わりに料理は毎日作っていたし、自分では美味おいしいと思うのだけれど、いかんせん感想を言ってもらったことがない。

　食べた表情で推おし量ろうとしても、彗太とは一秒だって一いつ緒しよにいたくないらしい母は、料理ができるとすぐさまそれを持って自室に籠こもってしまったし……。

　とはいえ、「食べられないほど不味まずい」ということはないだろう。母は「美味しい」とは言わなかったが、「不味い」とも言わなかったし、一応毎日食べてくれた。

　でも、もし二人の口に合わなかったら！　と、内心ドキドキしつつ包丁を握にぎったのだが、当の二人はそれどころではないようだった。

　蛇じや口ぐちから水が出たら驚おどろき、湯が出たら「この中に火の神を飼っているのか」と覗のぞき込む。

　コンロの火がついたら、「火の玉たちが並んで踊おどってる！」と驚きよう愕がくし……と、料理を作っている間も大おお騒さわぎだったが、葵が炊飯器で炊たいたご飯を食べた瞬間。

「こ、この葵が……こんな鉄の塊かたまりに敗北するなんて！　ああああ。一生の恥ち辱じよくですうう」

　号ごう泣きゆうしてしまい、料理の感想を訊くどころではなくなってしまった。

　とはいえ、残さず綺き麗れいに食べてくれたし、誰だれかと一緒に食事をするのは数年ぶりのことだったから、それだけで十分嬉しくて、幸せな気持ちになって……いや。

　このことだけではなくて、今日はいいことがたくさんあった。

　逢あいたくてたまらなかった那智が会いに来てくれただけでなく、これからしばらくの間一緒に暮らせることになって、葵から、那智は彗太が盆ぼんに帰らなかったことを寂さびしく思ってくれていたことなどを教えてもらって……数えていくときりがない。

　一日一回、茶柱が立ったり、自じ販はん機きで当たりが出たりといったささやかないいことしかなかった昨日までが噓うそのようだ。それなのに──。

「風呂ふろ、入ってきたか？」

「うん。葵くんが泣き止やんでないのに、おれだけごめん」

　頭を下げると、那智は首を振った。

「何言ってる。お前が葵に気を遣つかう必要なんかねえよ。それに、もう泣き疲つかれて寝ねたから安心しろ。それより……本当にいいのか？　あいつまで世話になって。見てのとおりの問題児だぞ？」

「いいよ。あんなに東京観光したがってるのに、帰れっていうのは可か哀わい想そうだし、さっきの夕飯、賑にぎやかですごく楽しかった」

　遠えん慮りよでも何でもなく、素す直なおな気持ちだった。

　確かに、ちょっと変わった子で驚いたが、あの屈くつ託たくのなさは場の空気を明るくしてくれる、好ましいものだったし……葵とは、いい友だちになれそうな気がする。

　──ううう……こんな鉄の塊が作るものより不味い飯を、兄あに様さまに食べさせていたなんて……うう、申し訳ありません！

　自分のプライドが傷ついたからではなく、那智のことを思って泣いた葵となら。

「賑やか、ねえ。……そうだな。今のお前に必要なのは、そういうことだよな」

「……え？」

「いや……何でもない。ただ、お前がいいなら、いいって話だ」

　小さく笑って、那智が頭を撫なでてきた。その笑え顔がおが、なぜだろう。彗太には少し寂しそうに見えた。

　どうして今、そう見えるのか。自分の感覚に戸と惑まどっていると、那智が続けてこう言ってきた。

「それとな、これから一緒に住むわけだから、俺たちに遠慮なんかするな。言いたいことがあれば、我が慢まんしないで何でも言えばいい」

「そ、そんな……別に、我慢なんて……っ」

　鼻を摘つままれ、軽く左右に振られた。

「噓うそつきめ。『おれの料理、どうだった？』」

「……っ！」

「感想、聞きたかったんだろ？　……美味うまかったよ。びっくりするくらい美味かった。お前、料理上手うまいんだな」

　あの料理がこれから毎日食えるなんて贅ぜい沢たくだ。顔を近づけられ、そんな言葉をひっそりと囁ささやかれて、心臓が早はや鐘がねのように高鳴った。

　初めて感想を言ってもらえただけでも嬉うれしいのに、こんなに高評価を出されると、どう受け取ったらいいか分からない。

　でも、とんでもなく嬉しいことに変わりなくて……少し、怖こわくなった。

　こんなに嬉しいことばかり、いいんだろうかと。ただ、それでも──。

（明日あした、那智さんの好きな油あぶら揚あげ、買ってこようかな）

　もっと那智に喜んでほしくて、彗太は胸の内で独りごちた。







　子どもの頃ころ、冬になるのが待ち遠しかった。

　──なちさん！　おてて、つめたくなあい？

　那智の手を温める仕事ができるようになるからだ。

　この仕事がとても好きだった。自分が那智の役に立てる数少ないことの一つだったし、

　──冷たいか？　それはな、俺がお前の手を温かいって、思ってる証しよう拠こだよ。

　そう教えてもらってからというもの、那智の手を握ると那智の心に触ふれられる気がしたから。

　──温かくなったぞ。ありがとうな。

　それに、感謝の言葉と笑みとともに、温かくなった手で手を握り返してもらえると、こちらも心が温かくなった気がしてとても嬉しくなった。

　でも、本当は……もっと色々してあげたいな。と、いつも思っていたので、自分を頼たより訪ねて来てくれてすごく嬉しかったし、絶対期待に応こたえなければと意気込んだ……のだが、これがなかなか上手くいかない。

　特に、葵。

　決して悪い子ではない。真面目まじめで素直ないい子で、天然なところも愛あい嬌きようがあって可か愛わいい。

　しっかりと面めん倒どうを見て、東京観光に行けるようにしてやりたいと、思っているのだが、

「彗太様、春風が吹ふいて参りました！　この中に春の精様を『きんかん』なさっているのですか？　可哀想です。出して差し上げましょう」

「うわああ！　狼ろう藉ぜき者っ、どこより入って参ったっ？」

　エアコンやテレビにさえ一々過か剰じように反応し、破は壊かいしようとするものだから、街になんて怖くて連れていけない。その上、

『うわぁああああ！』

　早朝。大きな悲鳴とけたたましいブザー音が部屋中に轟とどろいた。

　声がしたリビングに飛んでいくと、開け放たれたベランダに、もくもくと煙けむりを上げる大きな竈かまどが鎮ちん座ざしていたものだから、彗太は仰ぎよう天てんした。

「け、彗太様！　こちらに来てはなりません。化け物に襲おそわれますぞっ」

　全身の毛を逆立て、腰こしに差していた脇わき差ざしを抜ぬいて、葵が上うわ擦ずった声で叫さけぶ。

「化け物っ？　ていうか、その竈どこから」

「はい。いつもお世話になっているお返しに、腕うでによりをかけた朝あさ餉げを作って差し上げようと思って、竈を召しよう喚かんしたのです。葵はこんろなるものの使い方が分かりませんので」

「竈を……召喚っ？　そんなことができるのっ？」

「？　はい。これくらい『昼飯前』ですが」

　不思議そうに首を捻ひねる葵に、今度は彗太がぎょっとする。

　テレビやエアコンぐらいで驚くのに、竈を召喚？

　そう言えば、那智はお札で骨折を一日で治してしまったし……那智たちの世界は人間世界より遅おくれているんだか進んでいるんだか、訳が分からない。

　と、絶句している彗太に、葵が苛いら立だったように跳はねる。

「そんなことより！　彗太様、味噌みそ汁しるを作っていたら、おぞましい鳴き声がしたのです！　どうやら、葵の美味過ぎる飯の匂においが、恐おそろしい化け物を呼び寄せてしまったようで」

　すぐ退治しますので隠かくれていてください！　と、手から火の玉まで出して叫ぶ葵に、彗太は悲鳴を上げた。

「わああ！　違ちがう違う！　これは、火災報知器の音で」

「かさいほうちき？　それが化け物の名ですかっ？」

「いや、化け物じゃなくて……とにかく、すぐ火を消して！　消防車が来ちゃう」

　こんな調子で、火災報知器を三回くらい鳴らされた。

　家の中で火を焚たいてはいけない。エアコンやテレビはこれこれこういうもので……と、説明しても、何でも知りたいらしい葵は、どうしてコンロはよくて、焚たき火びは駄だ目めなのか。煙を出さないから？　では、どうしてコンロの火は煙を出さないのか。と、次々質問攻めしてくるものだから、ちっとも話が進まない。だが、そういう時は決まって、

「葵、行ぎよう儀ぎが悪いぞ。まずは黙だまって、彗太の話を最後まで聞け」

　那智が必ず窘たしなめてくれた。どう言えば葵に理解してもらえるだろうと考えあぐねていると、それとなく助け船を出してくれて、葵が理解できるよう彗太の話を嚙かみ砕くだいて説明してくれる。

　また、葵が興奮のあまり暴走するとすぐさまフォローし、騒さわぎになれば術を駆く使しして隠いんぺいし、彗太が学校に行っている間も葵を見ていてくれて……葵の面倒を見ると言ったのは自分なのに、結局ほとんど那智に面倒を見させてしまった。

　しかし、それは葵に限ってのことではなく、彗太自身においてもそうだった。

　那智は、両親のこと、友人のことなど、彗太が訊きいてほしくないことを一いつ切さい訊いてこない。

　葵がそちら方面の話をしようとすれば、さりげなく話題を逸そらす。

　東京ではうまくやっているという言葉は噓うそだと、薄うす々うす気づいているだろうに。

　関心がないということか。けれど、それにしては、彗太が困っていることは目め敏ざとく見つけ、すぐ助けてくれる。

　化け物に殺されかけたことで、彗太の内に巣食った不安や恐きよう怖ふが少しでも和やわらぐようにと、護身用のお守りを作ってくれたり、性質の悪い妖あやかしに出会ったらどうしたらいいかの対処法を改めて教えてくれた。

　時々ふらっと出て行くことがあるが、その時にマンションの周辺を回り、この地にとり憑ついている霊れいたちを除霊したり、彗太にはよくしてやってくれと頼たのんでくれているようで、あれだけたくさんいた悪あく霊りようたちは姿を消し、気分が悪くなるほどに満ちていた陰いん気きも薄うすれて、外出がずいぶん楽になった。

　それでも夜、一人になると怖くて、布ふ団とんの中で震ふるえていると、「葵は寝ね相ぞうが悪いから」だ何だと、適当な理由をつけてやって来て、狐きつねの姿に変へん化げして添そい寝ねしてくれた。

　昔、寝かしつけてくれた時と同じように。

「お前、大きくなったなあ」

　もう尻しつ尾ぽでくるめねえや。喉のどの奥で笑い、柔やわらかな肉球で頰ほおを撫でてくれる。

　その所作も、昔と何も変わらない。那智が守護する土地の住民ではなくなり、一年にたった二回しか会わない相手だというのに、あの頃のまま、どこまでも温かく、優やさしい。

　この時になって、彗太はようやく気がついた。

　那智が何も訊いてこないのは、気づいていないわけでも、関心がないわけでもない。

　色々察しているのに、あえて訊かないのだ。話したくない彗太の気持ちを慮おもんぱかって。でも、

　──遠えん慮りよなんかするな。言いたいことがあれば、我が慢まんしないで何でも言えばいい。

　待ってもくれているのだ。彗太が自分から言いたくなるまで。

　そんな、那智の包み込むような優しさを思うと、あの化け物に襲われた恐怖が噓のように消えていく。どうしようもなくほっとして、冷え切っていた心が温かくなって……少し、鼻の奥がつんとなった。

　変わらない優しさ。変わらない温ぬくもり。

　これさえあれば、何にもいらない。そう思うくらい必要で、大事なものだ。

　でも……だからこそ、本当のことなんて言えない。

　彗太のことを、守ってやらなければならない子どもとしか思っていない那智が、この気持ちを分かってくれるわけがない。

　そこまで考えて、彗太は思わず、もふもふとした触さわり心ごこ地ちのいい毛並みに顔を埋うずめた。

　ひどく、歯がゆい気持ちになる。

　こんなに好きで、大事に想おもってくれていると分かっているのに、向けてくれる想いの形が気に入らないだけで、こんなにも苦しいなんて。

　那智に一人の男として見てもらえるようになりたい。そう渇かつ望ぼうしているのに、相変わらず助けてもらってばかりのこの状じよう況きよう。

　いつまで、自分は面倒を見てもらうばかりの子どものままなのだろう。

　最初のうちは、そんなことばかり考えていた。

　けれど、那智と一いつ緒しよに過ごすうち、その歯がゆさが少しだけ薄らいだ。

　那智に毎日ご飯を作ったり、人間世界のことを教えたりと、昔に比べてしてあげられることが増えたから？　それもある。でも、一番の理由は……。

「兄あに様さま。てれびの中で皆みなが持っておる、あの道具は何でしょう？」

「ああ？　そんなことも知らないのか。あれは……面めん倒どう臭くせえ。彗太、教えてやれ」

　那智は頭がいい。物事を即そく座ざに要領よく理解してくれるし、飲み込みも早い。

　だが、プライドが高いゆえか何なのか。知らないことを露ろ呈ていするのがすごく嫌いやらしく、「ああ。あれだよ、あれ」と知ったかぶって、意地でも「知らない」と言おうとしない。

　人間世界を学ぶためにここへ来たのだから、無知で当たり前。恥はずかしがることなんてないのに……と、そこまで考えて、彗太は思わず笑ってしまった。

（那智さんって、結構見み栄えっ張りだったんだなあ）

　おまけに、誤ご魔ま化かし方がひどくいい加減で、無知を全然隠せていないのが、またおかしい。

「へえ！　兄様は『すまほ』もご存じだったのですか」

「おう。知ってるに決まってるだろ。俺を誰だれだと思ってる」

「すごい！　もしかして、葵に隠れて人間世界のお勉強を？　もう！　だったら、お声をかけてくださればよろしかったのに！」

　葵は簡単に騙だまされているけれど……いや。

　自分も、葵と同じだ。今まで、那智には知らないことなんて何もないと、信じて疑ってもいなかったのだから。

　それだけ、彗太にとって那智は遠い存在だった。

　何でも知ってて、何でもできる完かん璧ぺき超ちよう人じん。百年以上生きているから考え方も達観していて、自分とは全然感覚が違うのだと。

　でも本当は、見栄っ張りだったり、負けず嫌ぎらいだったりと、自分と同じような一面も持ち合わせている。

　それを知ることができて、すごく嬉うれしかった。

　那智の強がりを、ちょっとだけだが見み抜ぬけるようになった自分の成長が何だか誇ほこらしかったし、那智を今までより身近に感じられる。

　だから、二人に信号機について説明した時のこと。

「待つ？　面倒臭え。車くらい、飛び越こえりゃいい」

　信号が赤の時は立ち止まって待たなければならないと教えていると、那智が不服そうに尻尾で床ゆかを叩たたいた。

　神の眷けん属ぞくだからか、那智は人間の何倍もの身体能力を持っている。そのため、そういうことを考えるのも無理ないかもしれないが、駄目なものは駄目だ。

「駄目だよ、那智さん。ここは田舎いなかじゃないんだから」

　多くの人に見られて大おお騒さわぎになる。と、続けようとすると、那智の耳が勢いよく立った。

「お前。東京の道路は広過ぎて、俺には飛び越えられないと思ってるのか？」

「へ？　い、いや、そういう意味で言ったんじゃ……わっ」

　突とつ然ぜん、立ち上がった那智に横よこ抱だきに抱かかえ上げられて、彗太は悲鳴を上げた。

「よし。葵、背中に摑つかまれ。久しぶりに野の駆がけに行くぞ」

「わあ！　東京での野駆け！　楽しみです」

「え、え？　野駆けって、まさか……わああ！」

　葵が背中に飛び乗ると同時に、那智は開け放ったベランダから外に飛び出した。

　ベランダの手すりを軽く蹴けって、十数メートル飛び上がる。

　軽々とそばに建っていたビルの屋上に降り立ったが、そのまま止まらず、ビルの屋上を伝い飛んで、夜の摩ま天てん楼ろうへと繰くり出した。

「どうだ、彗太。東京の道路だって一っ飛びだろ」

　上空で、得意げに一回転してみせる那智に、彗太は目を白黒させた。

「あ、あ……それは、分かったから、その……わあ」

　話の途と中ちゆうで、彗太は感かん嘆たんの声を上げた。

　摩天楼の谷間を流れる、煌きらびやかなネオンの川が見える。クリスマスのイルミネーションの灯あかりも合わさって、とても綺き麗れいだ。

「すごい！　兄様、彗太様、見てください。てれびで見るよりずっと綺麗！」

「うん！　すごく綺麗だね、那智さん、葵くん」

「おお。なかなかだな」

　彗太の問いかけに頷うなずいて、那智が満足げな笑えみを浮うかべる。それを見た瞬しゆん間かん、彗太はひどく嬉しくなった。

　那智と一緒に同じものを見て、同じ気持ちになる。なんて素す敵てきなことだろう。

　あまりの嬉しさに彼らを注意するのも忘れ、一緒になってはしゃぎまくった。そしたら翌日。

『怪かい奇きっ？　東京の空に現れた謎なぞの飛行物体！』

　ちょっとしたニュースになってしまった。

「あー。やっぱり見られてた」

「なんだ、お前。こうなるの予想してたのか？　だったら最初に言えよ」

　と、こんなふうに失敗することもあったけれど、二人との生活はとても楽しかった。

　朝起きたら「おはよう」と笑い合い、出ていく時は「行ってらっしゃい」と言われ、帰ってきたら「おかえり」と笑顔で出で迎むかえてもらえる。

　一緒になって驚おどろき、笑って、「綺麗だね」と言えば、「そうだね」と返してもらえる。

　東京に来て以来、この体質のせいで両親からさえ「いっそ、いなくなればいいのに」と思われるほどに周囲から疎うとまれ、独りぼっちだった彗太にとって、那智たちが当たり前のようにしてくれる、何気ない言動の一つ一つがきらきら輝かがやいて見えた。

　十円を拾うより、茶柱が立つより、ずっとずっと嬉しい。

　もっと二人と一緒にいたい。もっと、皆で色々なことがしたい。なんて、そんな欲よくが出始めた頃ころ、彗太の通う高校は終業式を迎むかえた。

　いつもなら、これでしばらく人前に出なくてすむと喜ぶところだが、今年の彗太は違ちがった。

（冬休み……那智さんたちと何しよう？）

　クリスマス。年末。お正月。あれもしたい。これもしたい。と、浮き立つ心であれこれ考えつつ、全速力で家路に就ついた。

　夜。夕食を食べながら、明日あしたからずっと家にいることを告げると、葵が目を輝かせた。

「彗太様！　お願いがございます。明日こそ、葵を街に連れて行ってくださいませ」

「え？　街に？」

「はい！　彗太様のおかげで、葵は人間世界の作法を体得いたしました。決して粗そ相そうはいたしません。変へん化げだってこのとおり完かん璧ぺき……」

「葵。飯時に立つな。行ぎよう儀ぎが悪い」

　那智が鍋なべ焼やきうどんに入った揚あげを口に運びつつぴしゃりと言うと、耳と尻しつ尾ぽを消したまではいいが、白はく髪はつの髷まげ頭はそのまま、しかもなぜかアロハシャツ姿に変化した葵は、しゅんと肩かたを竦すくめて座り直した。

「ったく。何が作法を体得しただ。行儀よく飯が食えるようになってから言えっての。それに、お前に街はまだ早い。彗太の迷めい惑わくも考え……」

「あ、あの！」

　那智の言葉を遮さえぎり、彗太は思い切って声を出した。

「那智さん、大だい丈じよう夫ぶだよ？　おれ、明日街に行っても」

「……本当か？　葵に気を遣つかってるなら」

　念を押してくる。彗太が人ひと混ごみが苦手なのを察してのことだろう。

　確かに、人混みは苦手だ。霊れいの陰いん気きだけでなく、人の思念でも当てられてしまうため、すぐ気分が悪くなってしまうのだ。

　いつもなら、絶対行こうとは思わない。でも……。

「違うよ。ただ、おれも行きたいんだ。この前、空から皆みんなで見たイルミネーション、今度は皆で下から見てみたいなって」

　言いながら、彗太はあの夜のことを思い返す。

　あの夜は、本当に楽しかった。三人で見たイルミネーションは綺麗だったし、「綺麗だね」と言い合って、皆ではしゃいだのも心ここ地ちよくて……あの時の感覚をもう一度味わいたい。

「わあ！　ありがとうございます、彗太様」

　葵が歓かん声せいを上げて飛びついてくる。

　葵はすっかり懐なついてくれたようで、最近はよくこうして抱だきついてくる。

「葵も、『くるしみます』の飾かざりを間近で見たいと思うていたのです！　おそろいですね！」

「苦しみます？　……ああ、クリスマスか。そっか。葵くんも思っててくれたんだ……っ」

　彗太が葵の頭を撫なでつつ頰ほおを綻ほころばせていると、なぜか不ふ機き嫌げん顔の那智が、葵の首根っこを摑んで彗太から引き剝はがしつつ、思案げに尻尾をくるくる回した。

「……くりすます、ねえ。どっかで聞いたような……あ、思い出した。童子趣しゆ味みの爺じじいが、見境なくガキに貢みつぎまくる日だったか」

「那智さんっ、それ、近いようで全然違う！」

　とんでもないことを言い出す那智の言葉を全力で否定し、彗太は葵にサンタクロースの正しい説明をした。途と端たん、葵がムスッと唇くちびるを尖とがらせる。

「その翁おきな、見る目がありません。どうして、こんなにいい子の葵に、一度も貢いでくださらなかったのでしょう！」

「そ、それは……サンタさんは人間専門の人だから、お狐きつね様の葵くんのところには来なかったのかも」

「……そうですか」

「あ……で、でもね！　クリスマスはサンタさんだけじゃないんだよ？　ケーキやチキンを食べたり……そうだ！　じゃあ明日はケーキも買いに行こうか」

　提案すると、不ふ貞て腐くされていた葵の顔が一気に華はなやぎ、また飛びついてきた。

「ありがとうございます、彗太様！　では、明日は『でえと』ですね！」

「え……デ、デートっ？」

「はい！　てれびの中の人間が言っていました。好き同士でお出かけするのが『でえと』だと。兄あに様さまも彗太様も葵も皆好き同士ですよね？　だから『でえと』です」

　また那智に引き剝がされながらも無む邪じや気きにそんなことを言う葵に、彗太は小さく胸むねを撫で下ろした。

（何だ。そういう意味か。びっくりした……って！　なんでびっくりする必要があるんだよ）

　そんな必要全くないはず。と、那智を見つつ、自分に言い聞かせていると、那智が何の気なしといった感じで口を開いた。

「葵。『でえと』は二人で行くもんじゃないのか？」

「え？　そうなのですか？」

「さあ。よくは知らねえが、てれびだと人数は全部二人だったぞ」

　那智の指し摘てきに、葵は耳をぱたぱたさせた。

「ああ、言われてみれば。うーん。では、残念ですが、兄様はお留守番ということで」

「……おい。どうしてそういう結論になる……」

「だ、駄だ目めだよ！」

　葵の言葉に、彗太は思わず声を荒あららげた。

「二人でなんて、那智さんも行ってくれなきゃ……あ」

　ぽかんと見つめてくる二人を見て、彗太は顔を真っ赤にして俯うつむいた。自分は何をしているのだ！

　自分の行動が理解できず戸と惑まどっていると、突とつ然ぜん頭が重くなった。

「だそうだ、葵。明日は三人で行くぞ」

　彗太の頭をくしゃくしゃ撫でて、那智はなぜか上じよう機き嫌げんな声で高らかに宣言した。







　翌日。十二月二十四日の夜、彗太は二人を連れて街に出た。

　本当は夕方頃ごろに出たかったが、どんな格好で行くかで二人と揉もめたせいだ。

　葵は服のセンスが独特で、普ふ通つうの洋服も髪かみ型がたもダサ過ぎて嫌いやだ、髷姿のアロハシャツで行くと言ってきかない。

　那智は那智で、「お前の見立てに間ま違ちがいはないだろう」と、素す直なおに洋服姿になってはくれたが、洋服を着たことがないせいか、洋服を着ると立ち居い振ふる舞まいが何だかおかしく見えて、違い和わ感かんを覚えてしまう。それを、葵が馬ば鹿か正直に言ってしまったものだから、那智もつむじを曲げてしまい、宥なだめるのに苦労した。

　結局、葵は無む理り矢や理り洋服姿に、那智には着物姿になってもらうことで決着がついた。

　勿もち論ろん、耳と尻尾は隠かくし、髪かみの色は黒くしてもらって。

「け、彗太様。皆、葵を見て、笑うてはおりませぬか？」

　街に向かう道すがら、葵が周囲から身を隠すように彗太にしがみつき、顔を真っ赤にして尋たずねてくる。

「は、恥はずかしゅうございます。このような珍ちん妙みような格好。髪も……黒は身分の低いものの色ですし、この髪型も何だか落ち武者のようで」

「葵。嫌なら帰っていいぞ」

　いまだにぐちぐち文句を言う葵に、那智がばっさりと言い捨てる。

　葵は弾はじかれたように顔を上げ、頰を膨ふくらませた。

「兄様！　その言い方はあんまりでございます。葵は傷つきました！」

「煩うるせえ。その格好は彗太が選んでくれたもんだぞ。それだってのに、お前は彗太の見立てにケチつける気か」

「そ、それは……でもでも！」

　二人がまた喧けん嘩かを始めた。いつもなら、すぐ仲ちゆう裁さいに入るところだが、今の彗太はそれどころではなかった。

（く、黒くろ髪かみの那智さんもかっこいい……！）

　那智は白髪以外ありえないと思っていたが、黒髪も硬こう質しつさが引き立ち、いつもより凜り々りしく見える。服装も、直垂ひたたれ以外見たことがなかったが、藍あいの着物と、たなびくとんびコートという、レトロで上品な風ふ情ぜいがとても格好よくて、見ているだけでドキドキしてしまう。

　それは道行く人々も同じようで、皆思わずといったように那智へと振ふり返り、感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらしている。

　そんな人々を見て、やっぱり那智は他ほかの人から見ても格好いいんだなと、最初は暢のん気きに感心していたが、だんだん彗太は心配になってきた。

（まさか那智さん、逆ナンパとか、されたりしないよね？）

　それで、「これもいい社会勉強になる！」と言って、ついて行ったらどうしよう。

　と、彗太が、那智を見つめる周囲の視線に気を取られている間も、二人のいい争いは続いていた。

「とにかく、葵は『だんこん』として参ります！」

「男根じゃねえ。断固だ。ったく。じゃあ手え繫つなげ。迷子になられたらたまらねえ」

　那智がぞんざいに右手を差し出す。すると、葵はぷいっとそっぽを向いたかと思うと、彗太の右手に飛びついた。

「手を繫ぐなら、兄様より彗太様がようございます」

　突然話を振られて、彗太は「へ？」と間の抜ぬけた声を漏らしてしまった。

「何だと？　俺の手のどこが気に入らねえ」

　那智が片眉まゆをつり上げるが、葵はさらに彗太の腕うでにしがみつく。

「兄様の手は冷たいのです。けど、彗太様の手は温かくて、柔やわらかくて、握にぎるととても気持ちよいのです」

　だから、彗太様がいいです！　小さな手で彗太の手をきゅっと握り、そんなことを言う。

　葵は思ったままを口にする、裏表のない性格だと知っているだけに、彗太はとてもくすぐったい気持ちになった。

　こんなふうに無邪気に懐いてくれるので、何度面めん倒どう事を起こされても葵が可か愛わいく思えて、際限なく可愛がりたくなってしまう。

「いいよ。じゃあ、おれと繫ごうか。でも、離はなしちゃ駄目だよ。迷子になると大変だから」

　小さな手を握り返すと、葵は満面の笑えみを浮うかべ、大きく頷うなずく。それに、彗太が微ほほ笑えみ返していると、今度は左手に何かが触ふれてきた。

　何の気なしに顔を向け、目を瞠みはった。那智の大きな掌てのひらが、自分の手を握っている。

「あ、あ……那智、さん。これ」

「こっちの手、空いてるだろ」

「う……うん。そう、だけど……っ」

　握られた自分の手を見つめ、しどろもどろになっていると、おもむろに手を引っ張られた。

「デートなら、これくらいはやらないとな？」

　顔を近づけられ、低い声で囁ささやかれて心臓が跳はねた。

「離すなよ？」

　薄うすく笑って歩き出す。その笑みと、包み込むようにして握ってくる、少しひんやりとした大きな掌の感かん触しよくに、全身の血液が沸ふつ騰とうした気がした。

　その後、葵がしきりに色々話しかけてきたが、全然頭に入らない。

（デート……って、言った。那智さん、デートって！）

　意味が分かって言ったのだろうか？　でも、昨日の会話から察するに、あまり分かっていないようだったし……では、いつもの子ども扱あつかい？　しかし、手を繫いで歩くだなんて、さすがにやり過ぎで。

　意味が分からない。そして、猛もう烈れつに恥はずかしい。

（ほ、本当に、どうして……ああ。人もこんなにいるのに……え？）

　ここで、彗太ははたと気がついた。人？

　慌あわてて周りを見回してみる。だいぶ街に近づいていたようで、いつの間にか人ひと混ごみの中を歩いていた。

　おかしい。いつもなら、こんな人混みの中に入ったらすぐ、人の思念に当てられて気分が悪くなるはずなのに、何ともない。

　もしかして、那智が手を繫いでくれているから？　どういう原理かは分からないけれど、そう考えれば納なつ得とくがいく。

（な、なんだ。おれの体を気き遣づかってくれたのか）

　こんな時も気を遣ってくれて、ありがたいことだ。でも……何だろう。このがっかり感。

　自分のことを子どもとしか思っていない那智が、本気でこの外出をデートだと思って、手を握ってくれるなど、あるはずがないのに。

　密ひそかに肩かたを落としていると、葵が手を引っ張ってきた。

「彗太様！　あれ、見てください」

「え？　……わあ」

　葵が指差すほうに顔を向け、思わず声が出た。

　立ち並ぶ街路樹の枝々に取りつけられた、色とりどりの電でん飾しよくが、冬の寒空を背景にきらきらと瞬またたいている。

　その先に見える、見上げるほど大きなクリスマスツリー。

　東京に越こしてきて五年が経たつけれど、クリスマスイブに街に出たことなんてなかった。

　こんなふうに直接ツリーを見るのも初めてで……葵が言っていたように、写真やテレビで見るよりも、ずっとずっと綺き麗れいに見える。

「彗太様、そばに行ってみましょう！」

「うん！　那智さん、行こう」

　葵とともに駆かけ出す。

「お、おいっ、お前ら。ったく、しょうがねえなあ」

　苦く笑しよう交じりに那智もついてくる。勿論、手は繫いでくれたままだ。

　雑ざつ踏とうをかき分け、ツリーに近づく。

　遠くで見ても綺麗だったが、間近で見上げてもまた、溜息が出るほどに圧巻だ。

「……すごいな」

　思わずといったように那智が呟つぶやいた、自分と全く同じ気持ち。

　それと同時に、繫いだ掌に力が籠こめられて、彗太はドキドキした。　>>>♥

　那智の顔が見たくなる。今目の前に映る、夢のように美しいツリーよりも、今自分と同じ気持ちでいる那智の顔を。

　目線をそっと、ツリーから那智のほうへと向ける。

　驚おどろいたことに、那智もこちらを見ていた。ツリーの灯あかりに照らされるその顔には、淡あわい笑みが浮いている。

　目が合うと、驚いたように目を見開く。彗太がこちらを見るとは思っていなかったというように。

　でも、すぐにくしゃりと微笑わらって、繫いでいる掌をよりいっそう握り締しめてきた。

　その所作に、なぜだろう。胸が苦しくなった。

　見つめてくる瞳ひとみはどこまでも優やさしく、蕩とろけるほど甘いのに、何だか……不安になる。

　なぜ、今そんなことを思うのか分からない。今までで一番、那智がそばにいるはずなのに、どうしてこんな……と、自分の感覚に戸と惑まどった時だ。

「今年も、綺麗ね」

　明るいクリスマスソングの合間を縫ぬって聞こえてきた、聞き覚えのある声。

　とっさに振り返り、瞠どう目もくした。

　ツリーを見上げ、幸せそうに寄り添そう男女の姿が見える。

　一人は見知らぬ壮そう年ねんの男。もう一人は、一週間前に自分の前から姿を消した──。

（……かあ、さん）

　なぜ、母がここにいる？　転勤になって、都外に引っ越したのではなかったのか？

　それに、親しげに腕を組んでいるその男は誰だれだ。

「これで、あなたとこのツリーを見るのは三回目ね」

　三回、目……？

　ここ三年のクリスマスを思い返す。「クリスマスも仕事だから」と言って、家に帰ってこなかった母。クリスマスケーキさえなく、独りぼっちで過ごした自分。

　いや、そもそも、両親が離り婚こんしたのは二年前だったはずで……。

　それらが何を意味しているのか、とっさに理解することができず呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、左の掌に違い和わ感かんを覚えた。

　強こわ張ばって、小刻みに震ふるえている。

　弾はじかれたように顔を上げ、息を吞のんだ。

　那智の顔、先ほどまでの柔らかさが噓うそのように消えて引きつっている。

　眦まなじりはつり上がり、瞳は炎ほのおのように揺ゆれている。

　その瞳が食い入るように母を見つめていると分かった途と端たん、彗太は全身総毛立った。

（……そうだ。那智さんは、母さんの顔知ってる）

　いや、母どころか、父の顔さえも知っている。そんな那智の目に、今の母はどう映っているのか。

「今年は、今までで一番綺麗に感じるわ。もうあなたのこと以外、考えなくていいんだもの」

　気味の悪いあの子は、もういないし。

　男の肩に頰ほおを寄せ、清々した声で母が言った瞬しゆん間かん、那智の目の色が変わった。

　黒目から、本来の山やま吹ぶき色へ……変へん化げを忘れるほどに怒おこっている。しかも、母の元に向かって歩き出そうとするものだから、

「！　彗太様？　一体どうなさった……」

「那智さんっ、待って」

　とっさに葵の手を振ふりほどき、彗太は那智の腕うでにしがみついた。

「やめて。お願いだから」

「やめてって……お前っ」

「いいんだ、これで……だからっ」

　今にも彗太の手を振りほどきそうな勢いの那智の腕にしがみつき、小さく叫さけんだ。

　那智の動きが止まる。

　何も言わない。振り返りもしなかったが、しばらくして、深い溜ため息いきとともに重い口を開いた。

「……葵、帰るぞ」

　突とつ然ぜんの言葉に、彗太と葵は「え？」と声を漏もらした。

「なぜです？　兄あに様さま。まだ来たばかり……」

「彗太が、気分が悪くなったみたいなんだ。無理はさせられねえ」

「！　あ……そんな。おれは、別に……っ」

　何でもないと言いかけ、彗太は口をつぐんだ。葵がぐいっと顔を近づけてきたのだ。

「……確かに。何だか、お顔の色が優すぐれないご様子。彗太様、帰りましょう！　彗太様のお身体からだが大事です！」

　彗太の顔を見るなり、帰ることを即そつ決けつする葵に、彗太は目め頭がしらが熱くなった。

　あんなに街に出ることを楽しみにしていて、今もイルミネーションを楽しんでいたというのに……本当に心根の優しい、いい子だ。

　できることなら、このまま東京の街を楽しませてやりたい。けれど、再び彗太の手を握にぎってきた、那智の手の感かん触しよくを思うと──。

「……わ、かった。帰る。でも……せめて、ケーキだけは買って帰ろう？　そのために、ここへ来たんだから」

「……そうだな」

　那智が少しの間を置いて頷うなずいた。でも依い然ぜん、振り返ってもくれない。

　先ほどまでの楽しげな風ふ情ぜいは欠片かけらもない。それは葵も同じで、彗太は唇くちびるを嚙かんだ。

（せっかく、那智さんたちと楽しいクリスマス、過ごせるはずだったのに……っ）

　それを思うと、母が恨うらめしくなった。けれど──。

　もう一度、母がいる方向に目を向けてみる。そこには、ツリーを見上げ、楽しそうに笑う見知らぬ見物客がいるばかりで、母の姿はどこにもなかった。













　帰る途と中ちゆう、彗太は恐きよう怖ふで震えていた。

　マンションについたら、那智がまたあの札を出してくるのではないかと思ったのだ。

　今まで、あれこれ噓を吐いてきたけれど、那智はもう大体分かってるはずだ。

　引っ越こしの段ボール箱に書かれていた、苗みよう字じが変わった彗太の名前。

　独り暮らしを始めたというのに、友人はおろか、親からさえ連れん絡らくがないこと。

　このあたりに住む妖あやかしは皆みな、非常に性質が悪く、人間を激しく嫌きらっていること。

　これらをかけ合わせれば、おのずと答えは出てくる。

　それでも、話したくないという彗太の気持ちを汲くんで、今まで何も訊きいてこなかった。

　だが、先ほどの様子から考えて、もう黙だまってはいないだろう。

　母親がお前にあんな態度を取るのも、こんなに苦しい生活を続けなければならないのも、その霊れい媒ばい体質のせいだ。「普ふ通つう」になればきっと、もう苦しまずにすむと言い出したら──。

（……嫌いやだ。それだけは、絶対嫌だっ）

　今いま更さら、普通になって何になる。

　父も母も、もう自分の元へは帰ってこないのに。那智以外、自分には誰もいないのに。

　自分が今こうして、呼吸して立っていられるのは那智がいるからだ。

　那智のそばに行きたい。子どもとしてではなく、藤村彗太として自分を見てもらいたい。その願いがあるからこそ、どんなに辛つらくても頑がん張ばってこれた。

　那智がいなくなったら、もう駄だ目めだ。きっと、呼吸することさえ嫌になる。

　そんなことを考えている間にも、那智の手にどんどん引っ張られて、ついにマンションに着いてしまった。

「じゃあ、俺は彗太の具合を診みてみるから、お前は居間で待ってろ」

　玄げん関かんのドアを閉めるなり、変化を解いた那智は、ケーキの箱を抱かかえた葵に手短に告げた。そして、返事も待たずに、縮こまる彗太を横よこ抱だきに抱え上げ、寝しん室しつに入っていった。

「さて、これで話ができる……うん？　はは。ひどい面つらだな」

　怯おびえきった彗太の顔を覗のぞき込み、那智は苦く笑しようした。

「そんな顔するな。取って食ったりしねえよ」

　彗太を床ゆかの上に下ろし、いつものように優やさしく頭を撫なでてくる。顔にも笑えみが浮ういていたが、すぐ……その笑顔はしぼんでしまった。

「……最初に、一つ謝っておきたい」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、那智は彗太の頭から手を離はなし、居住まいを正した。

「さっきは、悪かったな。部外者の俺があそこで出て行っても何にもならないってのに、ついカッとなった」

「そ、それは……」

「安心しろ。悪口なんか言わねえよ。あんなひどいこと言われようが、恨み言一つ言わず庇かばってやるほど、お前が大事に思ってる相手だ。悪く言ったら、お前が傷ついちまう」

「……」

「けど、な」

　ここで、那智は口を閉じた。思案げに耳をぱたぱたさせ、再び口を開く。

「実の母親からあそこまで言われて、『これでいい』だなんて思うほど、自分を卑ひ下げするな」

「……那智、さん」

「確かに、お前のその体質が色々面めん倒どう事を起こして、親に迷めい惑わくかけたって想像はつく。だが、お前は周りに迷惑かけないよう、精せい一いつ杯ぱい頑張ってきたじゃないか。妖を寄せ付けないために体に塩を塗ぬりたくったり、気分が悪くなっても我が慢まんして、家事をこなして……一いつ緒しよに住んでりゃ分かるんだぞ」

　真しん摯しな眼まな差ざしで、懸けん命めいに励はげまされる。内容も……自分がこれまで頑張ってきた努力を一つ一つ挙げてくるものだから、鼻の奥がつんとなった。

　今まで誰だれにも、そのことを指し摘てきされたことはなかったし、ましてや「頑張ってきたじゃないか」と言ってもらえたことなんてなかった。

　すごく、嬉うれしい。でも──。

「こんな結果になって、自分を責めたくなる気持ちも分かる。だが、これ以上はもう……」

「……ち、がう」

　からからに乾かわいた口を必死に動かし、彗太は声を振り絞しぼった。

「違ちがうんだよ、那智さん。おれ……そこまで、優しくないし、子どもでもない」

「……彗太？」

「おれが、母さんたちを責めないのは……こんな体質で生まれてきた自分が、全部悪いからって、思ってるんじゃない。責める権利がないから、責めないだけ」

　不思議そうに耳を動かす那智に、彗太は顔を上げた。

　緊きん張ちようのし過ぎで、瞳ひとみが潤うるんでいるせいか、那智の顔がぼやけて見える。

「おれ、知ってた。母さんたちがどれだけ困っていたかも……どうしたら、この状じよう況きようからすぐ、助けてあげられるかも」

「……っ」

「確かに、おれ……努力した。母さんたちにこれ以上迷惑かからないように、もう一回、好きになってもらえるように、いっぱい頑張った。でも、本当に母さんたちを大事にしたいって思うなら、おれはすぐ那智さんのところへ行って、あのお札をもらうべきだったんだ。それなのに、おれはそうしなかった」

「……」

「あのお札には頼たよらない。自分の力で何とかするって決めて……そう、おれが決めたんだ。母さんたちに迷惑をかけるって、分かっていたのに、そうするって決めた」

　声が滑こつ稽けいなほどに震ふるえてしまった。那智の目が信じられないものを見るように、大きく見開かれたからだ。

　呆あきれているのだろうか。周りの迷惑も顧かえりみず我を通すなんて、なんと身勝手な奴やつだと。

　そう思ったら、胸がズキズキ痛んだけれど、言わずにはいられなかった。

　なにせ、那智の言葉を肯こう定ていしたままでは、この体質は彗太にとって害悪以外の何物でもないということになってしまう。

　それでは駄目だ。それだと、札を出されて終わってしまう。

　自分は妖が見える今のままでいたい。その思いを示さなければ。

「だから、何されたって、どう思われたって文句は言えないし……幸せそうな母さんを見て、よかったって思った。だって、おれは……何度過去に戻もどっても、きっと同じ道、選んでる」

　……そうだ。きっと、何度だって選んでいる。

　短いが、那智たちと楽しい日々を過ごした今は、よりいっそう思う。

「そう思うくらい、おれ……っ」

　那智さんのこと……と、勢いのままに言いかけて、彗太は息を詰つめた。

　突とつ如じよ後頭部を摑つかまれたかと思うと、那智の肩かた口ぐちに額を押しつけられたからだ。

「……馬ば鹿か」

「……那智、さん？」

「馬鹿だ、お前はっ。なんで、そんな思いまでして、こんな道選んだ。いいことなんか、一つも……なかったろうに」

　激痛に震えるような、呻うめく声。あまりにも悲痛なその響ひびきに、彗太は胸が苦しくなった。

（ああ……おれ、馬鹿だ）

　今、自分は何を言おうとしていた？

　那智にこんな声を出させておいて、憐あわれな子どもだと思われている分際で、「那智さんが好きだからこの道を選んだ」と訴うつたえて、何がどうなるというのだ。

　望む答えは、きっと返ってこない。それどころか、彗太が傷つくことを何より嫌きらう那智を余計に傷つけてしまうだけだ。

　誰も彼もを傷つけて、何もかも上手うまく行かない自分が、ひどく恨うらめしくて惨みじめだった。

　こんなことなら、いっそ……那智を好きでいることをやめてしまえば──。

　これまで何度となく浮かんだ考えが、また脳のう裏りを過よぎった。

　でも、やっぱり無理だ。自分はどうやったって那智を好きでいることをやめられそうにない。

　こんな状況でも、那智に触ふれられて、馬鹿みたいに高鳴ってしまう心臓の鼓こ動どうを内で感じ、思った。だから……。

「いいこと、あったよ。この体質のおかげで、那智さん……たちに逢あえて、友だちになれた。……好きだよ。那智さんも葵くんも、お地蔵様たちも……皆みんな、大好き」

　今言えるのは、これが精一杯。

　那智が息を吞のむ気配がした。何も言ってくれない。まさか、この言葉もいけなかったのだろうか。不安に震えていると、今度は笑う気配がして、顔を覗き込まれた。

　その顔には、柔やわらかな笑みが浮いている。

「はは、何だよ。子ネズミみたいに震えやがって。あんなに男前な台詞せりふかましたんだ。もっと胸を張れよ」

「……へ？　そ、そう？　でも、胸を……張る」

　どうしよう。そんなことしたことがないから、やり方が分からない。

（け、けど、自信なさげに言ってたら、説得力ないよね）

　こうだろうか？　と、胸をぐいっと突つき出してみると、那智が声を上げて笑いだした。

　これではおかしかったのだろうかと首を捻ひねっていると、鼻先を軽く尻しつ尾ぽでくすぐられた。

「ホント、お前は可か愛わいい奴だよ」

「……那智さん。もしかして、からかったの？」

「うん？　そういうわけじゃない。ただ……俺が言いたかったのは、そんな不安そうな顔で、そういう台詞を言うなってこと……いや」

「……っ！」

　心臓が口から飛び出しそうになった。那智が突とつ然ぜん、彗太の体を引き寄せ、抱だき締しめてきたからだ。

　先ほどのような、頭だけを抱くようなものではなく、全身を密着させるような抱ほう擁よう。

　こんなふうに抱き締められたことなんてなかったから、彗太はどぎまぎした。

　なぜ、那智はこんなことをするのだろう。意味が分からなくて、余計に体が震えてしまう。そんな彗太の頭をあやすように撫なでて、那智が話を続ける。

「不安にさせたのは、俺のせいだな。はるばる会いに来たお前に向かって、『暇ひま人じんだ』何だって、素っ気ない態度を取り続けた俺が悪い」

「……那智、さん」

「……待ってたよ」

　掠かすれた声が、ひっそりと鼓こ膜まくを揺ゆらした。

「前に葵がバラしちまったが、お前のこと、考えない日はなかったよ。お前、お人ひと好よしだし、可愛いから、人さらいにあったりしてんじゃねえかとか、あれこれ考えて、訪ねてきてくれるお前の姿を見ちゃあ安心して、嬉しくて。けど、東京から神社まで来るのは大変だし、東京での暮らしもある。『次も必ず来い』なんて、言わないほうがいいと思ってたんだが…っ」

　話の途と中ちゆうだったが、彗太は思わず那智にしがみついた。

「ほ、んとに？　那智さん……本当に、おれのこと、そんな……」

　訊きかずにはいられなかった。確かに、葵から少し聞いてはいたけれど、実際本人の口から聞くと、まるで違って聞こえたから。

「うん？　なんだ、信じられないのか。しょうがねえなあ。……だったら、信じられるまで、何度でも言ってやる。俺は……」

「誠まことでございます」

　優やさしく、甘い囁ささやきの合間に突如聞こえてきた、愛らしい声。

　二人で、弾はじかれるように顔を上げる。

　見ると、いつの間に入ってきたのか、葵が行ぎよう儀ぎよくちょんと座っていて……。

「兄あに様さまは毎日、うっとうしいくらい彗太様を気に懸かけておられました。その証しよう拠こに……一日一回、必ずどうでもいいような幸運に恵めぐまれませんでしたか？　お茶を入れると茶柱が立ったり、小こ銭ぜにを拾ったり」

「……へ？　どうして、そのこと」

「あれは、兄様の仕し業わざです」

　さらりと、葵はそう告げた。

「兄様は、彗太様の元へ『幸さち矢や』……運気で造られた矢を放っておられたのです。東京は遠いから、彗太様の元に辿たどり着くころには燃え尽つきて、微び々びたる運しか届けられないというのに、『確かにささやか過ぎるが、ないよりはましだ』と申されて、毎日毎日……」

「葵っ！　お前……っ」

　いつものように、ぺらぺらと喋しやべる葵を抱かかえ、那智が部屋から出て行こうとしたが、それより早く彗太は那智に飛びついた。

「……ほ、本当？　那智さん」

「え？　あ、いや……」

「十円拾ったり、玉子の黄身が二つだったり……全部、那智さんが」

　念を押すと、那智はばつの悪そうな顔をしてそっぽを向いた。よく見ると、耳の中が赤い。

「ま、まあな。けど……別にそんな、大したことじゃねえから、気にすること……」

「噓うそつき！　この術を使った後は、『疲ひ労ろうこてんぱん』で、すぐお休みになっていたではありませんか。おかげで葵にいっぱいしわ寄せが……ふぐっ！」

「この口は！　どうしてそう、余計なことばっかりくっちゃべる……っ」

　葵の両頰ほおを摘つまんで黙だまらせる那智に、彗太は勢いよくしがみついた。

　一日一回必ず訪おとずれた、ささやかな幸運の数々。

　ないよりはましだが、あまりにもささやか過ぎて、取るに足らない、どうでもいいものだと思っていた。

　それが……遠く離はなれた地にあっても、少しでもいいから彗太の役に立ってやりたいという、那智の切なる想おもいだったなんて。

　独りでは、なかったのだ。遠く離れ、言葉を交かわすことさえ年にたった二回。それでも毎日、ずっと大事に想ってもらえていた。

　言葉よりも雄ゆう弁べんに、この五年間の記き憶おくが訴えてくる。そんなものだから──。

「那智さん……ありがとう。ありが、と……うう、う」

　絶対、泣いたりしないと心に決めていたのに、気がつくと涙なみだが溢あふれ出ていた。

　大事に想ってくれていると分かっているつもりだったが、まさかここまで深く想ってもらえていただなんて、思ってもみなかった。

　そんな彗太に那智は苦く笑しようして、そっと抱き締め返してくれた。

「ったく。大げさな奴やつだな。けど、分かったろう？　俺もお前が好きだよ。今までも……これからも、ずっと。地蔵様たちもそうだし……葵、お前もそうだろ？」

「……は？　何やらよく分かりませぬが……はい！　葵も彗太様が好きでございます。ですから、早う皆みんなで『けーき』を食べましょう！　『くるしみます』は、大好きな人と『けーき』を食べるのでしょう？」

　那智の膝ひざに両手を置いて、ぴょんぴょん跳はねる葵に那智は白い目を向けた。

「……お前。それ、単にケーキが食いたいだけじゃないのか」

「！　そ、そのようなことはありませんっ」

　ひっくり返った声を上げ、風切り音が聞こえてくるほど、左右に首を振ふる。そんな葵を見て、彗太は笑ってしまった。

「……うん、いいよ。皆でケーキ、食べようか？」

　涙を拭ぬぐいつつ答えると、那智が片眉まゆをつり上げた。

「お前は、またそうやって葵を甘やかす。知らないぞ。こいつはとことんつけあがるから。……けど、まあ」

　おもむろに、那智が懐ふところから何かを取り出し、彗太の頭に被かぶせてきた。

　先ほど、ケーキを買った店でもらった三角帽ぼう子しだ。

「わあ！　彗太様、よう似合うておられます」

「うん。いかにも主しゆ賓ひんっぽくていい感じだ」

「え？　しゅ、主賓？　……わっ」

「ほら、行くぞ。主賓がいなきゃしまらねえ」

　二人に手を引かれ、彗太はリビングに連れて行かれた。

　席に着くと、二人は買ってきたケーキにブスブスとろうそくを刺さし始めた。おまけに、「はっぴいにゅういやー！」「とりっくおあとりーと！」と叫さけび、手まで叩たたき出して……これは──。

（……い、色々、混ざってる）

　クリスマスなのに何ともへんてこな感じだ。でも、そんなことはすぐ気にならなくなった。

　皆で食べるケーキはとてもおいしかったし、とにもかくにも彗太を祝い、笑ってくれる二人の気持ちが、どうしようもなく嬉うれしかった。

「おればっかり、こんなに楽しくて……いいのかな」

　思わず、そんな言葉が漏もれてしまうくらい。

　すると、呟つぶやきを聞いていたらしい那智が、「いいんだよ」と言って、頭を撫でてくれた。

「お前が楽しいなら、俺たちも楽しい。だからいいんだ」

　そう言った那智の顔は、言葉どおり笑っていた。ケーキのクリームをほっぺにつけた葵も同じで、楽しそうにはしゃいでいる。

　それを見て、いいのだと素す直なおに思えた。

　二人とも……那智も、自分と同じく、楽しいと思ってくれている。だから、いいのだと。

　そう思った後は、全部が楽しくて、幸せで……今までの人生で一番いいクリスマスを過ごすことができた。

　母たちのことを思うと胸がズキズキ痛むが、この道を選んでよかったと思えるほど。

　葵と一いつ緒しよになってはしゃぐ彗太を見て、那智がどんな表情を浮うかべていたか気づかないほど。







『……ごめんな』

　どこからか、声が聞こえてきた。

『全部……俺のせいだ』

　不ふ明めい瞭りようで、よく聞こえなくても分かる悲痛な声。

　この声、さっきも聞いた。那智が「どうしてこんな道を選んだんだ」と訊いてきたのと、同じ……と、思っていると、

『俺になんか、逢あわなきゃよかったのに』

（……那智、さん？　それ、おれに言ってるの？）

　ひどく戸と惑まどう。どうして、那智がそんなことを言うのか分からない。

　ついさっき、あんなに楽しそうに笑っていたではないか。「お前が楽しいなら、俺たちも楽しい」と言って、一緒にケーキを食べてくれたではないか。

「那智さん、どうしてっ……あ」

　声を上げ、目を見開く。

　カーテンの隙すき間まから漏れる、淡あわい光に照らされる寝しん室しつが見える。それから、床ゆかに転がる、自分が今蹴とばしたらしいかけ布ぶ団とん。

　いつの間に、寝室で寝ねていたのだろう。まるで覚えがない。

（那智さんが、連れてきてくれたのかな？　じゃあ……さっきのは、夢？）

　ほっと胸を撫なで下ろす。現実の那智にあんなことを言われたら悲し過ぎる。でも、なぜあんな夢を見たのだろう？

　昨日の那智は、あんなに楽しそうだったのに。と、首を捻ひねって、彗太は「そう言えば」と再びあたりを見回した。

　那智の姿がない。いつもなら狐きつねの姿に変へん化げして、彗太の隣となりで寝ているはずなのに。

　もう起きたのだろう。けれど、あんな夢を見たせいか、いやに胸がざわつく。

　すぐベッドから起き上がり、寝室を出る。

　那智の姿をすぐ確かく認にんしたい。顔を合わせ、いつものように「おはよう」と笑ってもらえれば、この変な胸のざわつきも消えるはず。

　足早に廊ろう下かを歩く。すると、灯あかりが零こぼれるリビングから声が聞こえてきた。

『……現代では……酸性雨……公害などで、木々に悪あく影えい響きよう……』

『それらに気を配るのも……の仕事です……』

　部屋の中を覗のぞき込んでみる。

　テレビの前に座る那智の背中が見える。

　ほら。普ふ通つうにいるじゃないか。内心ほっとしつつ、彗太は那智に近づいた。

「那智さん、おはよう……那智さん？」

　彗太は首を捻った。挨あい拶さつをしたのに、那智が何も言ってくれない。それどころか、こちらを向いてさえくれない。ただじっと、食い入るようにテレビを見つめている。

　一体どうしたのだろう？　不思議に思いつつ、もう一度、今度は少し大きめの声で呼びかけた。瞬しゆん間かん、那智の尻しつ尾ぽと耳の毛が、雷かみなりに打たれたように逆立った。

「！　お、お前、いたのか」

「さっきからいたよ。珍めずらしいね。呼んでも気づかないなんて。そんなに面おも白しろい番組なの？」

　何の気なしに、テレビに目を向ける。

　画面には、見たこともない中年男性が、レポーターらしき女性からのインタビューに答えていた。話している内容は、昨今の環かん境きよう問題についてのようだ。

　これの何が面白いのだろうと首を傾かしげたが、インタビューに答える男の肩かた書がき「樹木医」というテロップを見て、すぐ合が点てんがいった。

「御ご神しん木ぼく様のために見てたんだね」

「……まあな」

　妙みように低い声こわ音ねで答えつつ、那智がテレビを消した。

「あ。おれも見たかったのに」

「別に大した内容じゃねえよ」

　素っ気なく言って、リモコンを放ほうる。

　大した内容ではない？　では、どうしてあんなに食い入るように見ていたのだろう？

　この時、彗太の脳のう裏りに、一年前会った時の、御神木の様子が蘇よみがえった。

　いつものようにニコニコ笑っていたが、何だか嫌いやな咳せきをしていた気がする。

「御神木様……元気にしてる？」

「ああ。最近は調子がいい。俺に、東京観光に行ってこいって言うくらいにさ。けどなあ」

　不安げな彗太の顔を一いち瞥べつした那智は、口をへの字に曲げて、耳をぱたぱたさせた。

「……絶望的だろうな」

「！　な、何が……っ」

「髪かみ」

「……へ？」

　彗太が間の抜ぬけた声を漏らすと、那智はもう一度「髪」と繰くり返した。

「もう、禿はげを覚かく悟ごしてもらうしかねえかなあ」

　酸性雨ってのは恐おそろしいもんだ。しみじみと漏らす那智に安あん堵どする。

　彗太は御神木のことが好きだ。

　無口で、遊んでくれることもなかったが、皺しわくちゃの柔にゆう和わな顔に笑えみを浮かべ、そばに座っているだけで、妙に安心してしまう雰ふん囲い気きが好きだったし、実の祖父が彗太が生まれる前に他界していたこともあって、実の祖父のように思えて──。

　だから、「絶望的」などと言われ、肝きもが冷えてしまった。

　何でもなくてよかった。でも、あの御神木が髪の毛のことを気にしていたなんて、意外でもあり、微ほほ笑えましくもあり。ただ……酸性雨か。

（……那智さん、大変だな）

　山の見回りや妖あやかしたちの面めん倒どうなど、元々しなければならない仕事がたくさんあるのに、公害のことまで気にしなければならないなんて。

　とはいえ、公害については那智たち妖ではなく人間側の問題だ。那智にはどうしようもできないこともあるはずだ。それなら……。

　彗太は部屋の隅すみに置かれた学生鞄かばんを一瞥した。

　樹木医になるための勉強ができる、大学の資料が入った鞄を。

　──何かしたいことはあるか？

　担任の教師に尋たずねられた時、真っ先に頭に浮かんだのが「那智の役に立てること」だった。

　一番の望みは、あの村に帰って昔のように那智のそばで暮らすことだが、働いてお金を稼かせがなければ生活できない。どうせ働くなら、那智の役に立てることがいいと思ったのだ。

　あれこれ考えて思いついたのが、樹木医だった。

　文字どおり「木のお医者さん」だから、御神木の具合を診みてやれるのは勿もち論ろんのこと、環境問題にも取り組み、人と自然の共存に努める仕事もできるのだとか。

　こういう方面のことなら、人間の自分でも那智の役に立てるし、御神木や精せい霊れいたちのことも好きだからやりがいもある。だから、ありったけの資料をもらって帰ってきたわけだが──。

（このこと話したら、那智さん……なんて言うかな）

　喜んでくれるだろうか？　でも、昨日あんなことがあった後で、こんな話をしたら、変なふうに受け取られたりして……と、そこまで考えたところで、彗太は考えるのをやめた。

　ふと見み遣やった那智の横顔が、いやに張りつめて見える。

　まだ、酸性雨のことを考えているのか。しかし、御神木の髪の毛のことで、ここまで深刻な顔をするだろうか？　と、ここで、那智がおもむろに立ち上がった。

「悪い。これからちょっと出てくる」

「え？　出てくるって……こんなに朝早くに、どこへ」

　尋ねると、那智は少し間を置いて、「ちょっとした野や暮ぼ用だ」と端たん的てきに答えて苦く笑しようした。

「昼までには帰ると思うが、帰らなかったら二人で先に食べておいてくれ」

「そ、そう。……え？　じゃあ、朝ご飯は……あ」

　彗太が言い終わらないうちに、那智の姿はベランダの外に消えていた。







　結局、十一時半を過ぎても、那智は帰ってこなかった。

「兄あに様さまったらひどいです！　葵たちを置いて一人東京観光をなさるなんて」

　那智の分も含ふくめた昼食を用意していると、お手伝いしてくれていた葵が頰ほおを膨ふくらませた。

「那智さんが行きそうなところ、本当に心当たりない？」

　何だか様子がおかしかった那智を思い返し再度念を押すと、葵はこくりと頷うなずいた。

「はい。このあたりにいた、彗太様に害なす妖はすでに一いつ掃そうしましたし、精霊様たちにも一通り、彗太様のことをくれぐれもよしなにと、お願いし終えたはずで……あ。これは彗太様には内ない緒しよにしておくんだった！　どうぞ、お忘れください」

「……う、うん」

　葵のことは好きだが、内ない緒しよ話ばなしは絶対しないでおこうと心の中で思いつつ、頷いてみせる。

「それで、何の話……そう！　兄様！　本当にひどいです。あんなに常つね日ひ頃ごろ、葵が東京の話をすると嫌がっておられたくせに」

「？　嫌がっていたって……」

「おや、ご存ぞんじありませんか？　兄様は東京のお話が大だい嫌きらいなのです。いや、東京というより、そもそも兄様は……っ！」

　葵が言葉を切って、弾はじかれたように顔を上げた。

　どうしたの？　と、尋ねかけ、彗太ははっとした。

　突とつ如じよ、葵が「彗太様！」と叫さけんで、飛びかかってきたのだ。

　あまりに突とつ然ぜんのことにバランスを崩くずし、彗太は葵とともに床ゆかに倒たおれ込んだ。

　瞬間、彗太が立っていたところに、黒い影かげのようなものが横切った。

『避よケタカ……ッ』

　耳に届いた、吐はき捨てるようなその声に、彗太は全身を強こわ張ばらせた。

　顔を上げると案の定。この家に初めて来た日、彗太を襲おそってきた黒い獣けものの化け物が、牙きばを剝むき出して唸うなっていた。

　どうしてだ。あの化け物は、那智が退治したはずでは？

　その疑問が顔に出たのか、化け物は幾いく人もの人間が同時に喋しやべっているような奇き怪かいな声でケタケタと嗤わらった。

『アノ狐きつね、俺ヲ取リ逃にガシタンダ。ソレヲ気ヅキモセズ……馬ば鹿かナ狐』

「そ、そんな……」

　優やさしい那智のことだ。化け物に情けをかけたのかもしれない。でも、今の彗太にはそこまで頭が回らない。

　襲われた時の恐きよう怖ふが蘇る。どうしようもなく怖こわくて、思考回路どころか、体全体が硬こう直ちよくして動けない。

　そんな彗太の前に、小さな影が躍おどり出た。

　葵だ。彗太を庇かばうようにして、獣の前に勇ましく立ちはだかる。

「この腰こし抜ぬけの卑ひ怯きよう者！　無礼であろう」

『卑怯……ダト……？』

「そうじゃ！　こうして今襲ってきたということは、兄様がいなくなるのをこそこそ待っておったのであろう。それだけ兄様が怖いくせに、兄様がおられぬところで悪口とは！　これが、腰抜けの卑怯者以外の何だと……かはっ！」

「葵くんっ！」

　彗太は悲鳴を上げた。

　腰こしに差していた脇わき差ざしを引き抜き、獣に凄すごんでいた葵が、獣に体当たりされ、その小さな体を突つき飛ばされたからだ。

　その光景を見た瞬しゆん間かん、金かな縛しばりが解けたように体が動いた。

「葵くんっ。大だい丈じよう夫ぶ？　葵くん！」

「あ……彗太様。大丈夫です。落ちたところが、よかったみたい……っ」

　ソファの上に倒れていた葵を必死に助け起こしていると、背後から唸り声が聞こえてきた。

『黙だまレ黙レ！　出テイケ……貴様ラ全員出テイケエエエ！』

　化け物が牙を剝き出し、襲いかかってきた。彗太はとっさに葵を庇うように抱だき締しめ、身を硬かたくした。

　葵に怪け我がをさせるわけにはいかない。その一心だった。

　そして、化け物の鋭するどい爪つめが目前に迫せまった時だ。

　突如、彗太と化け物の間で、雷かみなりのような閃せん光こうが走ったかと思うと、つんざくような雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　あまりの眩まぶしさと轟ごう音おんに、彗太は目を閉じ、葵を抱き締めたままソファに倒れ込んだ。

「きゃあ！」

　誰だれかの悲鳴と、ぽて。ぽて。という間の抜けた音。

　これは、何の音だ？　恐る恐る目を開ける。

　ぎょっとした。小さくて茶色い、もふもふしたものが四つ、床に散らばっている。よく見ると、それらは愛らしい狸たぬきのぬいぐるみで……。

　なんでこんなところにぬいぐるみが？　どこからきた？　というか、あの化け物はどこへ？

　首を捻ひねる。すると、ぬいぐるみの一つがむくりと起き上がり、きょろきょろあたりを見回し始めるではないか。

（ぬ、ぬいぐるみが動いたっ？）

　彗太が驚きよう愕がくしている間にも、他ほかのぬいぐるみたちも次々に起き上がる。

「ひゃあ！　おまえ、その格好どうした」

「わあ！　おまえこそっ。す、すぐにもどって……ええっ？　どうして？　もどれない！」

「ばか！　そんなわけないだろ。葉っぱを頭にこうかぶせて……ええっ？　なんでっ？　もどれないよお！」

　自分たちの姿を見合って腰を抜ぬかし、子どもの声で悲鳴を上げる。そして、わらわらと、少し離れたところに転がるもう一つのもふもふへと一いつ斉せいに駆かけ寄った。

「おやぶん！　おやぶん！　たいへんです」

「ぼくたち、なんだか格好がへん……わ！」

　小さなぬいぐるみたちがまたも腰を抜かす。

　ひどく人相の悪い狸のぬいぐるみがのっそりと起き上がったからだ。

「どうしよう！　おやぶんの格好もへん！」

「ああ？　変だと？　この野や郎ろう、誰に向かってそんな口を……ぎゃっ！　何だ、この格好。ふん！　……あれ？　どうして変へん化げできねえんだっ」

　親分と呼ばれたぬいぐるみも悲鳴を上げ、ぽっこり出た出べそ腹を震ふるわせた。

「くそ！　合体変化はどうだ。ほら、お前ら。合体！」

　親分が号令をかけると、小こ狸だぬきたちが親分に次々飛びついた。けれど、大きなお腹なかにポヨンッと撥はね飛ばされ、皆みな尻しり餅もちをついてしまう。その姿に、葵がげらげらと笑った。

「ははは。彗太様、見てください、あのお腹。おっかしい！」

　指まで差して笑う葵に、親分は毛を逆立てた。

「畜ちく生しよう！　俺たちをこんな姿にした挙げ句、嘲あざ笑わらいやがって。ただじゃおかねえ」

　野郎ども、やっちまえ！　親分が号令をかけ、飛びかかってきた。小狸たちもその後に続く。

　彗太と葵に勢いよく嚙かみついたが、歯の部分もぬいぐるみ仕様のため、全然痛くない。それどころか、もふもふ、ふかふかくすぐったいばっかりだ。

「あははは。やめて、くすぐったい！」

「ふがふが……あ！　おやぶん、見て。にんげんがくるしがってるよ」

「ふがふが……ふふん。こんな姿にされようが、俺たちにかかればこんな人間、屁へでもねえ。オラ！　もっと苦し……」　>>>♥

「楽しそうだな、クソ狸」

　突如聞こえてきた地を這はうような低音に、五匹ひきの尻しつ尾ぽが一斉にピンッと立った。

「いいなあ。俺も混ぜてくれよ？」

　間近に立ち、口角をつり上げてみせる那智に、狸たちは震えあがった。だが、親分だけはすぐに「ふん！」と鼻を鳴らし、彗太にしがみついた。

「う、煩うるさい、クソ狐！　こっちには人ひと質じちがいるんだぞ。でかい口を叩たたくな」

「……」

「さあ！　こいつを返してほしかったら、俺たちを元の姿にもど……ぎゃっ！」

　那智が軽く袖そでを翻ひるがえす。瞬間、彗太たちに群がっていた狸たちの体が弾き飛ばされた。

「彗太、葵。大丈夫か」

　ぽて。ぽて。ぽよん。と、床に落ちる狸たちを尻しり目めに、那智が気き遣づかわしげに声をかけてきた。

「あ……うん。大丈夫。でも、あの一いつ匹ぴきの化け物が、どうしてたくさんのぬいぐるみに……」

「あれはな、こいつらが一匹の化け物に化けていたんだ。一匹だけじゃ、あそこまで強そうな化け物に化けられないからな。ぬいぐるみになったのは、俺がこいつらにかけた呪のろいのせいだ。お前を襲ったら発動するようにしておいたんだ」

「そうなんだ。けど、なんでぬいぐるみ？」

「それなら、お前が嫌いやな思いをせずにすむと思ってな」

　本当は、芋いも虫むしあたりに変えてやりたかった。と、鼻を鳴らす那智に、彗太は顔を青くした。

　こちらに飛んでくる五匹の芋虫。虫が嫌きらいなわけではないが、それはちょっときつい。

　そんな彗太の頭を軽く叩き、那智は再び狸たちに向き直った。

「化け狸。俺は少し、お前のこと買ってたんだぜ？　その若さで、身寄りのない子ども拾って面めん倒どう見るなんざ、いいとこあるじゃねえかって。それだってのに、買い被かぶりだったようだ。俺の留守を狙ねらう姑こ息そくさ。俺が何も手を打ってねえだろうと高をくくる浅はかさ」

　救いようがねえ。冷れい淡たんに吐はき捨てる那智に、親分は口をきゅっと嚙み締めた。

　何も言い返さない。しかし、少しして、

「ここは、ぼくたちの、お家うちなんです」

　黙だまっている親分に代わり、小狸の一匹が小さく漏もらした。

「何年かまえまで、ここは山の中で、たぬきのお里があって、たのしく暮らしていたの」

「でも、ある日とつぜん、おっかないてつの化け物がやってきて、ぜんぶ踏ふみつぶしちゃった。木もお家も……ぜんぶぜんぶ」

「それで、こんな四角い石のお家がたっちゃったけど……それでも、ここはぼくたちの家なんです」

　たどたどしい言こと葉ば遣づかいながら、必死に訴うつたえてくる。

　当時のことを思い出したのか、小さな体を小刻みに震わせて。

　その姿は、掠かすれた声こわ音ねと相まって、非常に痛々しく、憐あわれに思えた。

　確かに、ある日突とつ然ぜん、一方的に住すみ処かを荒あらされ、追い出された挙げ句、ここはもうお前たちの土地ではないから出ていけと言われて、すんなり納なつ得とくできるわけがない。

　マンションの住人を一人残らず追い出さずにはいられなかったのも、同じ建物内に人間がいることが、怖こわくてしかたなかったからなのかも。

　そんな彼らの事情を思うと、彼らの怒いかりも、この地を捨てられない気持ちももっともだと、彗太は思った。けれど──。

「だから？」

　突とつ如じよ耳に届いた、ぞっとするほど冷ややかな声音。思わず顔を向け、息を吞のむ。

　那智が刺さすように冷たい瞳ひとみで、小狸たちを見下ろしている。

「ここは俺たちの住処だった。ここへの未練が捨てきれない。だから、何が言いたいんだ」

「あ、あ……」

「それ、は……えっと」

「！　てめえっ」

　きつい口調で言げん及きゆうされ、怯おびえて縮こまる小狸たちを見て、親分が那智の前に飛び出した。

「そんな……そんな言い方ってあるかっ。こいつらが、これまでどんな辛つらい思いをしてきたと思ってやがる。大好きな親が目の前で踏みつぶされたり、置き去りにされたり……おまけに、後からやってきた分際で、害がい獣じゆうだ何だと追い回しやがって！」

「……」

「……ああ、そうだよな。お前には分からないよな。人間に崇あがめられて、ちやほやされてるお前ら御お先さき稲とう荷がにはっ」

「！　貴様、我ら御先稲荷を愚ぐ弄ろうするか……っ」

　全身の毛を逆立てて親分に詰つめ寄ろうとする葵の手を、那智が無言で摑つかむ。

「兄あに様さま！　なにゆえ止めるのです。こやつらは我らを愚弄し……」

　葵は口を閉じた。狸たぬきたちを見下ろす那智の瞳がいよいよ冷え冷えと凍こおりついたからだ。

　ここまで冷たい那智の視線を見たことがなかった彗太は、全身総毛立った。

　葵も同じらしく、固まったまま動かない。

　葵が動かないと見て取ると、那智は葵から手を離はなし、狸たちへと近づいた。

　そして、ゆっくりと彼らに顔を近づけてこう言った。

「自分たちだけが、不幸だなんて思うなよ？」

　悪お寒かんが走るほど、怖い声だった。

「このご時世に、人間から大事にされてる妖あやかしなんざほとんどいねえよ。妖も精せい霊れいも……神さえも、あいつらに無視され、なぶられ、殺される。そのくせ、困った時だけ神かみ頼だのみときたもんだ」

「お、お前……」

「俺も人間が嫌きらいだよ。大嫌いだ。時々、本気で……この世からいなくなっちまえばいいと、思うくらいにな」

（……誰だれ？）

　目の前の男を見つめ、彗太は呆ぼう然ぜんと思った。

　自分の知っている那智は誰にでも優やさしくて親切で、決してこんなことを言う男ではないはずだ。それなのに……。あまりのことに混乱する。

「けどな。人間全部がクズじゃないってことも知ってる。例えば」

「……っ！」

「こいつがそうだ」

　突然、頭に手を置かれて、びくりとした。

「こいつは近ちか頃ごろの人間にしちゃ珍めずらしいくらい、神への礼節がしっかりしてる。おまけに、性しよう根ねも真っ直すぐで善良だ」

　ぽんぽん頭を叩かれつついきなりそんなことを言われて、彗太はどぎまぎした。

　頭を叩いてくる掌てのひらの所作も彗太のことを語る口調も、いつものようにただただ優しい。とても、先ほど「人間が嫌いだ」と語った時のそれとは思えない。

　あまりの落差に混乱していると、那智の手が頭から離れた。

「そう……お前らも、知っていたはずだ。俺がこいつから目を離すのを待っていたお前らなら、こいつがどれだけ善人で……こいつがここ以外、行く当てがないのも、全部知っていたはずだ」

「！　そ、それは……」

「勘かん違ちがいするな」

　ぎくりと身を震ふるわせる狸たちに、那智は両の目を細める。

「別に、そのことをとやかく言う気はない。生きるためだ。しかたがねえ。だがな、どんな理由があるにせよ、どこにも行く当てがない彗太を襲おそって追い出すと決めたのはお前たちだ。いいか？　お前たち自身だ。誰かに強制されたわけじゃない」

　親分の髭ひげがひくりと震えた。そんな親分に、那智はズイッと顔を近づける。

「これからも、お前はこんなことをするたびに、ガキたちに言わせるつもりか。『俺たちがこんなことをするのは全部人間のせいだ。俺たちは何も悪くない』ってな。そんなこと続けていたら、こいつらがどんな大人になると思う」

「……っ」

「拾った時点で、お前はこいつらの親だ。親なら、自分のことよりまず……こいつらのこと、考えてやれよ」

　最後にかけたそれは、彗太がよく知っている、いつもの那智の声だった。

　どこまでも優しくて、温かい。でも──。

「……うう、ううう」

　不意に、親分が小さな前足で顔を覆おおい、蹲うずくまってしまった。

　小こ狸だぬきたちが、「おやぶん！　おやぶん！」と慌あわてて駆かけ寄る。

「どうしたの？　どこかいたいの？」

「もしかして、あのきつねに何かされた……っ」

「すまねえ！」

　気き遣づかわしげに覗のぞき込む小狸たちに、親分は勢いよく土下座した。

「俺は、悪い親分だ。てめえの面子メンツ気にして、お前たちに噓うそ吐ついた」

「お、おやぶん……？」

「俺は、恥はずかしかったんだ。新しい住処を作ろうと思っても悉ことごとく追い払はらわれて、お前たちにゴミ箱を漁あさらせる自分が。だから、ここは俺たちの家なんだから、あの人間を追い出すのは当然だ。それに、あの人間は悪い奴やつだから、何も……悪いことはねえって」

「……おやぶん」

「俺が、お前らにしようって言ったことは、悪いことだ。無関係な人間を襲ったのも、自分が悪者になりたくなくて、善人を悪者だって噓を吐いたのも、全部悪くて卑ひ怯きようなことだ。だから……っ」

　親分は口を閉じた。小狸たちが次々と、親分に飛びついてきたからだ。

　やっぱり、ぽっこり膨ふくれたお腹なかにぽよんと撥はね飛ばされて、尻しり餅もちをついていたけれど。

「おやぶん、おやぶん、あやまらないで」

「知ってるよ。ぼくたち、ちゃんとぜんぶわかってるよお」

「知ってて、知らないふりしてたの」

　小狸たちの言葉に、親分は「えっ」と、戸と惑まどうように尻しつ尾ぽを振ふった。

　そんな親分に、小狸たちは必死にしがみつく。

「だって、おやぶんがクローしてるのは、ぼくたちのせいだから」

「おやぶんにきらわれて、すてられたくなかったんだよお」

「ごめんなさい。つらい思いさせて、ごめんなさい。でも、きらいにならないで」

　お腹だと埒らちが明かないと思ったのか、背中や尻尾にしがみついて訴うつたえる。

　小狸たちの必死の訴えに、親分は耳と尻尾をぺたんと下げた。

「ばか……だな、お前ら。俺がお前らを嫌きらいになるわけないのに。……ううう」

　余計な心配させてすまねえ！　と、親分も小狸たちを抱だき締しめ返す。お腹で弾はじき飛ばして、叶かなわなかったが。

　その様子を彗太は黙だまって見ていたが、不意に目め尻じりを触さわられてはっとした。

「ったく。こいつら相手に、なに泣いてんだよ」

　彗太は瞬まばたきした。途と端たんに、頰ほおから涙なみだが零こぼれ落ちて、また驚おどろく。

　一体いつの間に、自分は泣いていたのだろう。

「本当だ。でも……あの人たちの気持ち、よく分かるから」

　自分では無理かもしれないと思いながらも、その道を進まずにはいられなかった親分の気持ちも、大好きな親分の負担になりたくない、嫌われたくないという思いから、何も知らない子どもの振りをしていた小狸たちの気持ちも、苦しいくらいに分かる。

　そして、この狸たちがこの地で寄り添そって生きていくには、あまりにも困難であることも。

　追い出せば、この狸たちはまた路頭に迷う。運よく新しい住すみ処かが見つかればいいが、叶わなければ、全員飢き餓がや寒さに苦しんでのたれ死ぬ。

　その時、彼らは何を思うだろう。

　この子たちを守れなかった。自分たちのせいで大好きな人を苦しめ、死なせてしまった。と、己おのれを呪のろうのか？　……嫌いやだ。そんなふうに思ってほしくない。それではあまりにも悲し過ぎる。

「あの……よかったらですけど、ここに、一いつ緒しよに住みませんか？」

　気がつくと、そんな言葉が口をついて出ていた。

　狸たち、それから葵が、「ええっ？」と、驚きの声を上げる。

「け、彗太様っ？　何を言っておられるのです。この者たちは、彗太様を襲った不届きな輩やから」

「そうだけど、それはこの場所を取り返したかったからで……ここに住めるなら、もうおれを襲う理由はなくなると思うんだ」

「それは……そうだと思いますけど、でも！　こやつらは人間が嫌いです。人間の彗太様がいるのは嫌だ。出ていけと言うてきたら」

「そこは、我が慢まんしてもらうしかないかな。おれもここ以外、行くとこないし」

　彗太がそう答えると、葵は思い切り顔を顰しかめた。

「我慢、してもらう？　住まわせてやるのに？」

「うん。おれからお願いしてることだから、合ってる……っ」

　笑って端たん的てきに告げていると、何かが足にぶつかってきた。先ほどまで親分にしがみついていた小狸たちだ。

「ほんと？　ほんとに、ここに住んでもいいの？」

「住まわせてもらえるなら、ぼくたち何でもします！　おそうじもするし、おせんたくも」

　一いつ生しよう懸けん命めい縋すがってくる。それを見て、親分がぎょっと目を瞠みはる。

「お、おい、お前ら！　やめねえか、みっともない……」

「おやぶんはだまってて！」

　難色を示す親分に、小狸たちは一いつ斉せいに叫さけんだ。

「ここを出たら、おやぶんがまた、ぼくたちのためにいたい思いや辛つらい思い、いっぱいすることになるよ。そんなのやだよ！」

「にんげんのなさけをうけるのはいやだろうけど、ぼくたちがおやぶんをやしなえるほど、つよくなるまでがまんして！」

「……っ」

　きっぱりとした口調で言い切られた言葉に、彗太ははっと息を吞のんだ。

　その横で、親分も困こん惑わくした声を漏もらす。

「い、いや、気持ちは嬉うれしいが、何かそれ、おかしくないか……」

「おねがいします、にんげんさま！」

　戸惑う親分を無視して、小こ狸だぬきたちは小さな前足を行ぎよう儀ぎよく揃そろえ、頭を下げてくる。

「ぼくたち、がんばります。だから、どうか……にんげんさま？」

「え？　あ……いいよ。これからは、仲良くしようね」

　慌てて笑って頷うなずいてみせると、小狸たちは、ものすごく納なつ得とくがいかないと言わんばかりに首を捻ひねる親分の周りを飛び跳ね、歓かん声せいを上げた。

　その姿は、無む邪じや気きな子どもそのものだったけれど──。







　その後、葵はあれこれ理由をつけて、狸たちとの同居に猛もう反はん対たいしてきた。襲ってきた上に、御お先さき稲とう荷がを悪く言った彼らがどうしても許せなかったらしい。

　しかし、那智に廊ろう下かへと引きずられていき、何やら話し合って戻もどってくると、渋しぶ々しぶながらも了りよう承しようしてくれた。

「ただし！　葵は姦かしましいのは嫌いです！　ぜひ、そこは『つつじしんで』いただきたい！」

「『慎つつしんで』だ。てか、お前がそれを言うのかよ」

　葵からの了承も得た後、彗太は狸たちを空いていた客間に案内した。

「何もないけど……とりあえず、今日はこの座ざ布ぶ団とんで寝ねてください」

「そんな……お心こころ遣づかい、かたじけないでやす。御ご恩おんは一生忘れないでやす」

　抱かかえていた座布団を手て渡わたすと、親分が先ほどの態度とはうって変わった神しん妙みような風ふ情ぜいで頭を下げてくるので、彗太は少々面めん食くらった。

「あの、敬語とか別にいいですよ？　ここに住んだらどうかって、おれから言い出したことで」

「いえ！　どっちが言い出したにしろ、彗太さんのおかげで俺たちは路頭に迷わずにすみやした。感謝しております。もし、何かお困りのことがあったらすぐ言ってくだせえ。できる限りのことは致いたしやす！」

　出っ張ったお腹を無む理り矢や理り折り曲げて頭を下げる。どうやら、相当義理人情に厚い性格のようだと思っていると、小こ狸だぬきたちが親分に飛びついた。

「おやぶん、このざぶとんは、おやぶんがつかってね」

「つかってね！」

「ああ？　何言ってる。お前らを床ゆかに寝かせて、そんなことできるか！」

「じゃあ、だっこしてねて！」

「だっこ！　だっこ！」

「何？　だっこ？　……しょうがねえな。ほら、来いよ」

　親分が前足で手招きすると、小狸たちは「わあい」と嬉しそうに声を上げた。

　そのまま、座布団の上でじゃれ合い始める。その姿は本当に微ほほ笑えましくて……何だか懐なつかしく思えた。昔の自分と那智の姿が思い出されたのだ。

　──なちさん！　あの柿かき取ってあげるから、だっこして！

　──……それ、俺が取ったほうが早くねえか？　待ってろ。今取ってやるから。

　──だめ！　おれがなちさんに取ってあげるの！

　──……ったく、しょうがねえなあ。

　あの頃ころの自分も小狸たちと同じように、無邪気に甘えていた。でも、

　──ぼくたちがおやぶんをやしなえるほど、つよくなるまでがまんして！

　あの頃の自分はあんなこと、考えたこともなかった。

（……格好よかったなあ）

　自分もいつか、胸を張ってそう言ってみたい。

　面めん倒どうをかけないよう努めるのが精せい一いつ杯ぱいの現状では、そんなことを言うのは夢のまた夢だし、そもそも、那智を養いたいわけではないけど……いや。

（目標は、高ければ高いほどいいよね。……けど）

　先ほどの那智の様子を思い返し、彗太は眉まゆを下げた。

　人間が大だい嫌きらいだという言葉も気になるが、一番気になるのはあの言葉。

　──自分たちだけが、不幸だなんて思うなよ？

　狸たちが受けた苦難は、相当に辛いものだと思う。それなのに、あのように切って捨てるだなんて。

　昔、相当辛い目にあったのか。それとも……と、思った時だ。

　突とつ然ぜん、「おい」と、那智の声がしたものだから心臓が跳はねた。

「すごい驚おどろきようだな。何か考え事してたのか？　眉み間けんに皺しわが寄ってたし」

「え……あ、別に。いきなり声をかけられて、びっくりしただけ」

　とっさにそう答える。那智は怪け訝げんそうに眉を寄せたが、すぐに「ふうん」と気のない返事をした。かと思うと、おもむろに近づいてきて、横よこ抱だきに抱え上げてくるではないか。

「な、那智さんっ？　あ、あの」

　彗太は声を上げたが、那智は何も答えず、彗太を抱えたまま歩き出した。

　寝しん室しつに入り、尻しつ尾ぽでドアを閉めると、那智は「後ろを向け」と言い、彗太を床に下ろした。

「後ろ？　何かあるの……わっ！」

　素す直なおに後ろを向いた途と端たん、尻しりを触さわられたものだから、彗太は飛び跳ねた。

「ああ、悪い。そっと触ったつもりだったんだが、痛かったか？」

「『そっと』って！　そういう問題じゃ……え？　『痛かった』？」

「尻。あいつらに襲おそわれて、尻しり餅もちついたんだろ？　葵から聞いた」

　手に持った治ち癒ゆ用の札をひらつかせ、端的に答えられて、彗太はようやく合が点てんがいった。

「あ、ありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶだよ。ちょっと打っただけだから……っ」

「よかった。大丈夫そうで」

　彗太の頰ほおを優やさしく包み込み、那智は心底安あん堵どしたように息を吐ついた。

「殺されかけた相手にまた襲われて、傷ついちゃいないかって心配だったが」

「あ……うん。確かに、襲われた時は怖こわかったけど、ぬいぐるみに変わってからは……ふふ」

「？　何がおかしい」

「考えてみたら、あのぬいぐるみのデザインって、那智さんが考えたんだよね？　那智さん、可か愛わいいものとか興味なさそうなのに、あんなに可愛いぬいぐるみ考えつくなんて……はは、何か意外……わっ」

　少々乱暴に、尻尾で鼻先をくすぐられた。

「ったく。人の気も知らないで、暢のん気きなこと言いやがって。……だが、よかった。俺がいなくなる前に、けりがついて」

「……え」

　さらりと言われた言葉に、ひどく硬かたい声が漏れた。

「い、いなくなる……？」

「ああ、そろそろ帰る。一年で一番忙いそがしい正月に、神社を離はなれるわけには……っ」

「あ……ごめんっ」


　思わず両手で握にぎり締しめてしまった那智の手を、慌あわてて離す。自分は、何をしているのだ！

「そう、だね。えっと……村の人たち皆みんな、初はつ詣もうでに来るんだから、帰らなきゃ、だよね。あの……その……っ」

　必死に口を動かそうとするが、どうしても言葉が出てこなくて、しどろもどろになっていた彗太は息を詰つめた。

「馬ば鹿か」

　手を引かれ、強く抱だき締められる。那智の顔が、見えなくなる。

「……そんな顔して、そういうこと言うな」

「そん、な……？」

「帰ってくるよ」

　耳元で、耳に心ここ地ちよい低音がそっと囁ささやいた。

「正月が終わったら、また……帰ってくる。だから、そんな顔するな」

　蕩とろけるように甘い声だった。全身を包み込む腕うでも、すごく優しい。

　いつもなら、那智にこんなことをされたら、心臓が破は裂れつするほどに舞まい上がっている。

　でも、今は胸が高鳴るというより、ざわざわと落ち着きなく震ふるえて……何だろう？　この感じは。

　よく分からない。でも──。

「……うん。分かった。待ってる」

　那智に応こたえずにはいられなくて、彗太は那智を抱き締め返し、胸にそっと頰を寄せた。







　二日後、那智は初詣の準備のため、神社に戻もどっていった。

　三が日が終わったら帰ってくるとのことだったが、那智がそばにいてくれることに慣れ始めていた今、ひどく遠いことに感じられた。

　だから、那智を送り出す時は寂さびしくてしかたなかったが、すぐそんな感傷に浸ひたっているどころではなくなった。

「さあ！　早さつ速そく大おお掃そう除じに取りかかりましょう。それが終わったら、餅つき、しめ縄なわ作り、門かど松まつ作り……あ！　おせちも作って、そばも打たねば！」

「そ、それ、全部やるの？」

「当然です。こういうことはきちんとしておきませんと、歳とし神がみ様はやってきてくれませんから……ほら、狸たぬきども！　お前たちもじゃ。早ういたせ！」

　こんな調子で、東京の正月を満まん喫きつしたいと言い張って、那智と一いつ緒しよに帰らなかった葵の指揮のもと、正月の準備が始まった。

　掃除はともかく、鏡かがみ餅もちやしめ縄などは作る際の注意点が多々あり、葵から合格をもらえるものを作れるまで、ずいぶん苦労した。

　そして、ようやく正月の準備が終わり、やれやれと胸を撫なで下ろしていると、今度は小狸たちに袖そでを咥くわえられ、引っ張られた。

「まだだよ。こんどは、たこ作らないと！」

「ええ？　たこ？」

「うん！　あと、すごろくでしょ？　福笑いでしょ？　それから」

　こうして、次は正月に遊ぶための遊具作りが始まった。

　年が明けると、初詣。皆で作った遊具で遊び……気がつけば、一月三日の夜を迎むかえていた。

　那智を送り出した時は、遠く先のことに思えたのに。

　彼らがそばにいてくれてよかった。彼らのおかげで、那智がいなくても慌ただしくも楽しい年末年始を過ごすことができた。

　とはいえ、忙しさの合間、ふと気を抜ぬいた時、那智のことばかりが脳のう裏りに浮うかんだ。

　別れ際ぎわの時も、正月明けには帰ってくる。ほんの少しの間だ。と、笑っていたけれど、何だか元気がなさそうだったから、余計に。

（……那智さん。今、どうしてるだろう）

　夕食後のデザートを用意しつつ、漠ばく然ぜんと考えていると、「にんげんさま、にんげんさま」と愛らしい声がかかった。振ふり返ると、小狸たちがちょろちょろと台所に入ってきた。

　狸たちは相変わらずぬいぐるみ姿のままだ。この部屋にいる間はぬいぐるみ姿でいてもらうと、那智が狸たぬきたちに術をかけたためだ。

　ぬいぐるみ姿なら毛も抜けないし、サイズも小さめになるからご飯の量も少量ですむためとのことだが……。

「なにか、ぼくたちにできることありますか？　おてつだいします！」

「ありがとう。じゃあ、これをリビングに運んでくれるかな？　皆で食べよう」

　皿に盛りつけたお手製の油あぶら揚あげシューアイスを見せると、狸たちは「わあ、おいしそう！」と、ぴょんぴょん跳ねた。食べる前からこんなに喜んでくれて、嬉うれしい限りだ。

　でも……どうして、ぬいぐるみなのに飲み食いができるのだろう？

　あのふかふかなお腹なかの中はどうなっているのか。不思議でしかたなかったが。

「ふぐふぐ……わあ！　おいしい！」

「にんげんさま、すごいですう」

（まあ、食べる姿が可愛いから……いいか）　>>>♥

　汚よごれないようラップを巻いてやった小さな両前足で、器用に持ったシューアイスを口いっぱいに頰ほお張ばり、尻尾を振る小狸たちを見て、そう思っていると、じっとこちらを見つめてくる、一いつ匹ぴきの小狸と目が合った。

　どうしたの？　と、尋たずねると、相手は丸い耳をぱたぱた動かした。

「はい。にんげんさまは、ほんとうにやさしいなって。にんげんがみんな、にんげんさまみたいだったら、ぼくたちの里、あんなふうにならなかったのに」

　俯うつむいて、しんみりとした声でぽつりと呟つぶやく。それを聞き、他ほかの狸たちも丸い耳をしゅんと下げたが、

「彗太様が他の人間の『ついつい』を許さぬほどご立派なのは当然です。なにせ、あの人間嫌ぎらいの兄あに様さまが唯ゆい一いつ認める人間なのですから！」

　葵だけは空気も読まず、なぜか胸を張って答える。

　いや、今そういう話をしているのでは……と、言いそうになったが、飲み込んだ。「人間嫌い」という言葉が引っかかったのだ。

「『追つい随ずい』かな？　……ところで、那智さんが人間嫌いっていうのは」

「はい。本当に嫌いなんです。まあ、神をないがしろにするくせに神かみ頼だのみだけはしっかりしてくる最近の人間をよく思っている御お先さき稲とう荷がなんてあまりいないので、最初は特に気にしていなかったのですが、兄様の過去を聞いたら、なるほどと」

「……過去？」

「人間に、ご一族のほとんどを殺されたのです」

　端たん的てきに返された言葉にぎょっとした。

「こ、殺されたって……どうしてっ？　那智さんは神様に仕える御先稲荷で、村を護まもってるっていうのに！」

「ご一族が殺されたのは、兄様が御先稲荷ではなかった頃ころのことです。兄様は葵のように生きつ粋すいの御先稲荷ではないので」

　葵の話によると、那智は元々、神社近くの山で生まれた普ふ通つうの狐きつねで、他の狐たちとともに山で楽しく暮らしていたのだという。

「兄様が葵と違ちがって、不作法で粗そ野やなのはそのためです。葵は、御先稲荷になったのだから、もっと作法を習われたほうがよいと申しておるのですが、全く聞いてくれなくて」

「そ、それより！　なんで人間は那智さんたちを襲おそったの？　那智さんたちが何か悪いことをしたとか」

「いえ、兄様たちは何もしておりません。人間は、兄様たちの毛皮が欲しかったのです。毛皮で金かね儲もうけするために、何の悪さもしていない兄様たちを襲ったのです」

「毛皮って……そんな……」

「……俺たちと、一緒だな」

　苦々しく呟く親分に、葵は頷うなずいてみせる。

「はい、兄様もそうおっしゃっていました。なので、あなたがたを悪く思わぬようにと」

　──自分たちだけが、不幸だなんて思うなよ？

　親分たちに吐はき捨てた那智の言葉が心の中で悲しく鳴り響ひびく。

　いつも明朗に笑い、誰だれにでも優やさしかった那智。その姿に暗い影かげなど欠片かけらも見えなくて、悩なやみや苦しみを抱かかえているなど考えたこともなかった。それなのに……っ。

　那智が人間に襲われた時のことを想像する。何も悪いことはしていないのに、仲間を目の前で撃うち殺され、皮を剝はがれ、どれだけ傷ついたことだろう。

「でも……でも……っ」

　ショックのあまり絶句するしかない彗太の横で、小狸が戸と惑まどいの声を上げる。

「そんなひどい目にあったのに、どうしてにんげんをたすける、おさきとうがになったの？　ぼくなら、ぜったいいやだ！」

「兄様は、人間を助けたくて御先稲荷になったわけではありません。むしろ逆です」

　人間に襲われた時、那智は大おお怪け我がを負いながらも自ら囮おとりとなり、生き残った仲間を逃にがしたのだという。

　その行こう為いに御神木はいたく感かん銘めいを受け、己おのれの隷れい属ぞくになるなら助けてやろうと語りかけた。すると、那智はこう返したのだと言う。

　お前の隷属になって、人間から山の皆みんなを護れる力を得られるなら喜んでなろう。

　御神木は人間に危害を加えないことを条件にこれを了りよう承しよう。那智は普通の狐から、神の眷けん属ぞくである御先稲荷となり、以後、那智が山に住む動物や妖あやかしたちを、御神木が人間をそれぞれ分担し、百年間かの地を護ってきた。

「人間のことも慈いつくしんでおられる御神木様としては、自分のそばにいることで、ちょっとは人間のこと、好きになってくれたらと思っておられたのですが、御神木様が一いつ生しよう懸けん命めい人間に加護を与あたえているというのに、どんどん神社をないがしろにしていく人間を見て、兄様はますます人間が嫌いになってしまわれて」

「あーそりゃあ、そうなるわなあ」

「はい。なので、御神木様は大変悲しい思いをされておられたのですが」

　ここで葵は彗太を見て、目を輝かがやかせた。

「彗太様に出会われてからというもの、『人間は大だい嫌きらいだが、いい奴やつもいる』と言われるようになったというのです。人間を一目見ただけで舌打ちが出る兄様が！　すごいことだって、御神木様がおっしゃっていました」

「へ？　あ……いや、おれは別に」

「わあ。にんげんさま、かみさまにほめられるなんてすごい！」

「すごいすごい！　かみさまにもできなかったこと、どうやってできたの？」

　小狸たちがぱふぱふと手を叩たたき、無む邪じや気きに尋ねてくる。

　彗太は困こん惑わくした。今初めて知った、那智の壮そう絶ぜつな過去にも戸惑うばかりなのに。

「わ、分からないよ。おれはただ、那智さんに面めん倒どう見てもらっただけだし」

　首を振ることしかできない。すると、それまで黙だまっていた親分が「はは、御ご冗じよう談だんを」と鼻で笑った。

「面倒見てもらっただけ？　とんでもねえ。彗太さんは那智の旦だん那なに、誰にも真ま似ねできねえすげえことをやっていなさいますよ」

「えっ？　それって、どんな……っ」

「へえ。那智の旦那を、ずっと一番好きでいることでやす」

　さらりと言われたその言葉に、彗太はぎょっとした。

「ど、どうしてそのこと……っ」

「そんなの、みてればだれでもわかるよ」

「ねえ～」

　何を今いま更さら慌あわてているのだと言わんばかりにのんびりと言われ、彗太は狼ろう狽ばいした。

　狸たぬきたちが指している「好き」とは、どの種類の「好き」だろう。普通の思し慕ぼなら問題ないが、もし恋れん愛あい感情を指しているとしたら、那智にもバレている可能性があるわけで……！

　どうしよう。那智は普通に女性が好きだろうし、自分はまだ、ノーマルだが惚ほれずにはいられない！　と思われるくらい、魅み力りよく的な男になれてもいないのに。と、慌あわてていたが、

「納なつ得とくがいきません！　葵だって、兄様のこと大好きなのに、どうしてすごいと褒ほめてもらえないのでしょう」

　ふぐのように頰ほおを膨ふくらませた葵が口にした言葉に、はっと我に返る。

　そうだった。今自分は、とても大事な話をしているのだった。

「そ、そうですよ。那智さんを好きでいるのなんて、誰でもできますよ。というか、好きにならないのがおかしいっていうか、やめられないっていうか……だから、別にすごくなんか」

「おやぶん、にんげんさまはなにをいっているの？」

　頭から湯気が出そうなほど顔を真っ赤にしてまくしたてる彗太の言葉を聞いていた小狸が、真顔で親分に尋たずねる。親分は無言で小狸の頭を撫なで、軽く咳せき払ばらいした。

「彗太さん、少しは旦那の立場になって考えてみてくだせえ。旦那が彗太さんとずっと、関係を切りたくねえと思っていたとして、それを素す直なおに言えると思いますかい」

「言えるかって……それは……」

「『俺は、ここから動けない』」

　彗太の言葉を遮さえぎり、親分が口を開く。

「『会いにも行けない。だから、お前のほうから来てくれ。電車賃出せないからお前持ちだが……あと、携けい帯たいなんてもんも持ってないから、連れん絡らくは一いつ切さい取れない』」

「え……あ……」

「『それと、妖が見えることで辛つらい目に遭あうかもしれないが、妖が見えなくなったら俺の姿も見えなくなるってことだから、全部我が慢まんしてくれ』」

「……」

「『俺にできるのは、遠くからお前を想おもってることと、訪ねてきたお前を歓かん迎げいしてやることだけ。それでも、俺のこと忘れないでくれ。好きでいてくれ』……なんて、大の大人が十二歳の子ども相手に、頼たのめると思いやすか？」

　彗太は大きく目を見開く。

　何も言うことができない。そんな彗太に、親分は出べそ腹をゆさゆさと揺ゆらした。

「それでも、その子は全部受け入れて、変わらず好きでいてくれた。いい男でやすねえ」







　深夜。寝しん室しつで一人床とこに就ついた彗太は、先ほどの親分の言葉を反はん芻すうさせた。

　自分が那智の立場になって。そんなこと、考えたこともなかった。

　もし、自分と那智の立場が逆だったら……確かに、何も言うことができない。

　連絡は一切取れないが忘れないでくれ。こちらから会いに行けないし、運賃も出せないが会いに来てくれ。などなど、十二歳の子どもに頼めるわけがないし、仮に我慢できずに頼んだとしても、相手が自分のためにそこまで耐たえてくれるとは到とう底てい思えない。

　でももし、それでも構わないと言って、ずっと自分のことを好きでいてくれたら、こんなに嬉うれしいことはなくて……あれ？　そう考えたら、自分って結構すごいのか？　……いや。

　何を考えている。これはあくまで、那智も自分と同じくらい自分を好きでいてくれて初めて成立する話だ。けれど、那智がそこまで自分のことを好きでいてくれているとは思えない。

（おれ、自分でもどうかしてるって思うくらい、那智さんのこと好きだもんな）

　自分の恋愛感覚なんて当てにならない。と、そこまで考えて、彗太は頭を搔かいた。

　こんな、考えても詮せん無ないことを考えている場合ではない。

　那智が人間嫌ぎらいな理由。あまりにも理り不ふ尽じんで、悲しいものだった。心の疵きずも、いまだに癒いえていないともいう。

　知らず知らずのうちに、その疵をえぐるような言動をしていなければよいのだけれど。

　那智に迷めい惑わくをかけるのも嫌いやだが、傷つけるのはもっと嫌だから。

　その時。かすかな物音が耳に届いた。

　葵がトイレにでも起きたのだろうか？　だが、どうも様子がおかしい。

（……もしかして、那智さん？）

　予定より早く帰ってきたのだろうか。

　居ても立っても居られず、彗太はベッドから起き出した。

　寝室のドアを開き、あたりを見回すと、脱だつ衣い所から漏もれる灯あかりが見えた。耳を澄すませると、かすかだがシャワーの音が聞こえてくる。

　やっぱり那智だ。空き巣だったら、泥どろ棒ぼうに入った家で風呂ふろを使うわけがない。

「那智さん？　帰ってきた……！」

　早く那智の顔が見たくて、急いで脱衣所のドアを開ける。

　彗太は息を吞のんだ。ちょうど浴室のドアが開き、全ぜん裸らの那智が出てきたから？　いや、そうではなくて……。

　初めて見た那智の体。均整のとれた美しい体型ながら、その肌はだには痛々しい古傷が無数に刻まれている。肩かた口ぐちのところには円形の……あれは、銃じゆう創そうだろうか？

（那智さん、襲おそわれた時に撃うたれたんだ）

　百年経たっても生々しく残っている傷きず跡あと。それが、那智の心の疵のようにも見えて、胸が苦しくなった。

「お前、まだ起きてた……？　……ああ」

　傷だらけの己おのれの体を見み遣やり、那智は両の目を細めた。

「悪いな。気持ち悪いもん見せて」

「！　そ、そんなことないっ。その傷、山の皆みんなを守るためにできたものなんでしょ？　だったら、全然気持ち悪くなんかない。ただ……まだ、痛む？」

　遠えん慮りよがちに腕うでに触ふれ、訊きいてみる。那智は目を見開いたが、すぐに笑って首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。もう、痛くないよ」

　いつもの明朗な笑えみ。でも、光の加減のせいか何なのか、いやに顔色が悪く見える。

　初はつ詣もうでの仕事が忙いそがしかったのか。それとも、何か嫌なことがあったのか。と、頭の中であれこれ考えていると、那智が「ところで」と声をかけてきた。

「お前、いつまで人の裸はだかを凝ぎよう視ししてるつもりだ」

「……へ」

「そんなに、俺の体、気に入ったのか？」

　吐と息いきを感じるほど近づけられた顔に、婀あ娜だっぽい笑みが浮うく。瞬しゆん間かん、全身の血液が沸ふつ騰とうした。

「あ、あああ……ご、ごめんなさいっ。すぐ、出て……わっ」

　脱衣所を飛び出しかけ、悲鳴を上げた。思い切り足を滑すべらせ、つんのめってしまったのだ。しかし、硬かたい床ゆかに体を打ちつけることはなかった。

　柔やわらかくてもふもふした尻しつ尾ぽが受け止めてくれたから。

「全く、何やってんだか」

　頭の上から苦く笑しようが下りてくる。見上げると、いつもの直垂ひたたれを着た那智が立っていた。

「あれ？　いつの間に、服着たの……っ」

「御お先さき稲とう荷がにかかりゃあ、これくらい朝飯前なんだよ。ったく、しょうがねえな。ほら、寝室に連れてってやる」

　彗太を横よこ抱だきに抱かかえ上げ、那智が歩き出す。彗太は自分で歩けるからと抵てい抗こうしたが、那智はまた転びそうだからと言って離はなしてくれない。

　確かに、まだ心臓がドキドキしているが、那智に澄まし顔で言われると、何というか。

「？　なんだ、その不ふ貞て腐くされた面つらは」

「だ、だって、何かおかしいよ。普ふ通つう、裸を見られたほうが恥はずかしいはずなのに、なんでおればっかり」

「ああ？　そんなことねえよ。すげえ恥ずかしかった」

「……ホント？」

「おう。もうお婿むこに行けねえって、思うくらいにさ」

　芝しば居いがかった口調でそんなことを言う。絶対、そんなこと思っていないのが見え見えだ。

　そんなものだから、ベッドの上に下ろされた時。

「……じゃあ、責任取ってもらってあげる」

　羞しゆう恥ちで顔を赤くしながらも、掠かすれた声で言い返す。途と端たん、那智の耳と尻尾が、雷かみなりを落とされたみたいに毛が逆立ち、勢いよくピンッと立った。

　やった。意い趣しゆ返がえしできた。と、内心ガッツポーズをしていると、鼻を摘つままれた。

「なんだ、その顔は。可か愛わいくねえかみさんだな」

「ええっ？　か、かみさんっ？」

「何驚おどろいてる。俺が婿なんだから、お前はかみさんだろ？」

　顔から火が出そうなほどに熱くなった。そんな彗太の顔を覗のぞき込み、「俺に勝とうなんざ百年早え」と笑われる。

　ああ。もう、やり返されてしまった。

　この調子だと、たとえ大人になっても、口で勝てる気がしない。でも、それでも──。

「お、おれをかみさんだって思ってくれるなら、少しは……弱音とか、言ってみてよ」

「……え」

「あ、あの……別に、ちょっとしたことでいいんだ。初詣の仕事が大変だったとか、外が寒かったとか、えっと……それだけでも、少しはっ」

　何だか元気がない那智を見ていられなくて、必死に口を動かしていると、おもむろに頭に手を置かれた。その顔には、ひどく困ったような笑みが浮いている。

「悪いな」

「……那智、さん？」

「分かってるんだ。お前にここまで言わせておいて何も言わないでいたら、お前は自分が頼たよりないせいだと思って、自分を責めるってよ。だがな、それは間ま違ちがいだ。俺は、お前を頼りないだなんて思ってない。むしろ、この世で一番いい男だって思ってる」

「……へ？」

　思わず、最高に間の抜ぬけた声が出た。

　口を開き、ぽかんとしていたが、しばらくして彗太は口をへの字に曲げた。

「ま、また、おれのことからかって！　そんな、見え透すいた噓うそ……」

「噓じゃない。まあ、そう思うようになったのは、つい最近のことだがな」

　最近？　首を傾かしげると、那智は彗太の頭から手を離し、軽く居住まいを正した。

「クリスマスの時のことだ。母親のあんな姿を見ても、お前は母親を一いつ切さい責めなかった。それどころか、『これは俺が選んだ道だ。後こう悔かいはしない』とまで言い切った。その時のお前、最高に格好よかったよ。俺には、到とう底てい真ま似ねできない」

　面と向かって言われた言葉に、彗太は目を白黒させた。

「そ、そんな……那智さんが言い訳したり、誰だれかのせいにしたりするとこ見たことない」

「例えば、俺を探して池に落ちたお前に、もう一度姿を見せた時がそうだ」

　彗太の言葉を遮さえぎり、那智がひっそりと呟つぶやく。彗太が「え？」と声を漏らすと、那智は珍めずらしく、逃にげるように視線を逸そらした。

「あの時の俺は、何も考えちゃいなかったよ。お前の都合も、この道を選ぶ覚かく悟ごも何もかも……。三日間無視されようが、池に落ちて死にかけようが、泣きながら俺にしがみついてくるお前が、可愛くてしかたない。それ以外は何も」

　一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなかった。

「俺はさ、自分勝手なんだよ。お前に対しては、特にそうだ。色んなことがどうでもよくなって……今もそうだ。お前の都合も考えず、好き勝手やってる。お前に何かしてやりたい。甘やかしてやりたい。それだけだ。それしか考えてない。ただの、我が儘ままだ」

　掠れた声で呟かれる言葉と何だか悲しげな横顔に、彗太は瞠どう目もくした。

　この男は、何を言っているのだろう。

（那智さん……おれに我が儘なんか、一度だって言ったことないじゃないか）

　いつだって、可愛がってくれるばかりだった。ここへ来てからだって、彗太のためを思った言動しかしていない。それでも、まだ足りない。とにかく、彗太に何かしてやりたいと思うのだと言う。そして、それが身勝手な我が儘だと。

　なぜ、那智がそんなことを思うのか理解できない。

　それでも、彗太に何かしてやりたいと思うことさえ我が儘だなんて言う那智の姿に、どうしようもなく心を搔かき毟むしられる。

「それでも……頼たのむよ。もう、二度とないんだ。俺がこんなにもお前のそばにいられる機会は。だから、もう少しの間だけ、俺の我が儘に付き合ってくれ……っ」

　いやに切実な声こわ音ねで囁ささやかれた言葉に心が弾はじけた。

「そんなこと、言わないで」

　思わず那智の袖そでを握にぎり締しめ、彗太は声を震ふるわせた。

「こんなふうに過ごせるのが、これっきりだなんて、そんなことないよ」

「……彗太？」

「あ、あの……おれ、実は……あの村に帰ろうって思ってる！」

　言葉では言い表せないほどの激しい衝しよう動どうに突つき動かされ、彗太はその言葉を口にしていた。那智の目が、大きく見開かれる。

「お、前……何、言って」

「勿もち論ろん、今すぐってわけじゃないよ。立派な樹木医になれたら、帰るつもり」

「……樹木、医？　なんで、そんな」

「だって、御神木様のこと好きだし、どうせ働くなら、那智さんの役に立てる仕事がいいって思ったから……おれ、嫌いやなんだ。那智さんに可愛がってもらうだけの子どもじゃ」

「……けい」

「大人になりたいんだ。好きなところに行けて、好きなところに住めて……那智さんが辛つらくなった時、寄りかかれるような大人になりたい……ううん、なる！　なってみせる！　だから、これっきりになんてさせない……っ」

　勢いのまままくしたてていた彗太は息を吞のんだ。突とつ然ぜん、那智がきつく抱だき締めてきたから。

　全身を包む那智の感かん触しよく。いつものように温かいが、いやに強こわ張ばり、震えている。

　まるで、今にも爆ばく発はつしてしまいそうな感情を、懸けん命めいに抑おさえつけているような。

「那智、さん？　……どうしたの？」

　訊きいてみるが、那智は答えてくれない。それどころか、何も言ってくれなくて、彗太は急に不安になった。

　まさか、自分はいけないことをしてしまったんだろうか。

　重い沈ちん黙もくに身を震わせていると、耳元でかすかに吐息を感じた。

「……楽しい、だろうな」

　耳を澄すませなければ聞こえないほど、小さな独白。

「お前と一いつ緒しよに、あの神社で……御ご神しん木ぼく様の世話して、色んなもん見て、色んなことして……ありがとうな？　御神木様も、きっと喜ぶ」

　不ふ明めい瞭りような声音で囁かれて、抱く腕うでにますます力を込められる。痛みを感じるほど強く。

　瞬しゆん間かん、視界が涙なみだでぐにゃりと歪ゆがんだ。

　ずっと、怖こわかった。再び、那智のそばに行きたい、いつまでもそばにいたいと告げた時、反対されたり、拒きよ絶ぜつされたらどうしようと。

　でも、那智は許してくれた。それどころか、「ありがとう」とまで言ってくれた。

　あまりの歓かん喜きに、全身がガクガク震えた。涙も後から後から零こぼれ落ちて、止まる気配がなくて……全く、何をやっているのだろう。

　元気がない那智を労いたわろうと思っていたのに、気がつけば自分が、今までで一番幸せな瞬間を味わっているだなんて。

　それでも、内からいまだかつてないほどのやる気が込み上げてくる。

　一緒にいたいという想おもいを、那智に受け入れてもらえたのだ。何が何でも実現させてみせるというやる気が。

「あり、がと。村に戻もどる頃ころには、今より大人になってるから、その時は……少しは頼ってね」

　力の限り抱き締め返し、くぐもった声で宣言する。那智はいつものように「生意気な」とは言わなかった。代わりに、「楽しみにしてる」と言って、頭を撫なでてくれた。

　幸せだ。自分が世界で一番幸せだと思うくらい。

　これなら、また那智と会えない日が来ても耐たえていける。心の底から思った。

　それなのに……朝起きたら、那智がいなかった。

　葵や小こ狸だぬきに那智の行き先を尋たずねても、話どころか帰ってきたことさえ知らないと言うので、彗太は首を捻ひねった。

「おかしいなあ。親分さんは……まだ寝ねてるなら知るわけないか」

「あの、彗太様。それは、夢を見たのではありませんか？」

　夢？　目をぱちくりさせる彗太に、葵はこくりと頷うなずく。

「兄あに様さまが戻ってくるとおっしゃったのは今日ですし、彗太様以外誰も兄様に会うておりません。そして何より、兄様はお戻りになったらまず最初に、この葵に声をかけてくださるはず！」

　だから夢に違ちがいありません。きっぱりと断言されて、彗太はぎょっとした。

　いや、いくら何でも夢と現実の違いくらい……と、反論しかけたが、改めて昨夜のことを思い返してみると、那智の裸はだかが見られて、かみさんと呼んでもらえ、ずっと一緒にいたいと思い切って告白したら「ありがとう。楽しみだ」と応こたえてもらえて。と、あまりにも自分に都合が良過ぎる。

（じゃあ、葵くんの言うとおり、あれは夢……ぬか喜びっ？）

　そんなあ。と、心底がっかりしていると、気け怠だるそうな欠伸あくびが聞こえてきた。

　朝あさ寝ね坊ぼう常習犯の親分だ。出べそ腹をぽよんぽよん揺ゆらしつつ、部屋の中に入ってきた。

「ふぁあ。騒そう々ぞうしい奴やつらだな。朝ぐらい静かにしてほしいぜ」

「あなたは！　またお寝坊さんですか。弛たるんでいます。いくらお腹なかが弛んでるからって」

「坊ぼう主ず。さっき、高天原から来たっていう式神がこんなもん持ってきたぞ」

　葵のお小言を遮り、親分があるものを葵に差し出した。

　達筆過ぎるせいか、何と書いてあるのか分からない文字が書かれた封ふう書しよだ。

「文ふみ？　一体誰から……あ！　父とと様さまからだ」

「何でも、難しいことが書いてあるそうだから、分からないことがあったら教えてやってくれって言われたんだが、どうする？　読んでやろうか？」

　親分が気き遣づかわしげに言うと、葵はムスッと顔を顰しかめた。

「失敬な！　文くらい、葵はちゃんと自分で読めます」

　胸を張って宣言すると、葵は文を抱かかえて部屋を出て行った。その後ろ姿に、親分は小さく肩かたを竦すくめると、食しよく卓たくに行ぎよう儀ぎよくちょんと座っている小狸たちに顔を向けた。

「こっそり様子を見に行ってこい。読めなくて困ってるようなら教えてくれ」

　小狸たちは「はあい」と小さな前足を上げて応えると、こそこそと葵の後を追って部屋を出て行った。

　それを見届けると、親分は彗太にぽてぽて近づいてきた。

「彗太さん、昨夜のことは夢ではないので、がっかりなさらず」

「！　親分さん、那智さんに会ったんですか？」

　詰つめ寄ると、親分は首を振ふった。

「いえ。ただ、彗太さんが入浴中の那智の旦だん那なに突とつ撃げきをかけた時の声が聞こえてきた……」

「い、いや！　それは違うからっ」

　慌あわてて否定すると、親分は「冗じよう談だんでやす」と楽しげにお腹を揺らした。

「けど、彗太さんがあんなに積極的とは思わなかったでやす」

　彗太が顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせていると、小狸たちがちょろちょろ部屋の中に入って来た。

「おやぶん。おきつねさん、なんか分からないもじがあるみたい」

「むずかしいかおして、かたまってるの」

「やっぱりか。彗太さん、すいやせん。ちょっくら行ってきまさあ」

　親分がのっそりと立ち上がり、くすくす笑いつつ小狸たちとともに部屋を出て行く。

　彗太は「もう」と、先ほどの葵のように顔をムスッとさせたが、すぐに顔を綻ほころばせ、ほっと息を吐ついた。

（よかった。やっぱり昨日のこと、夢じゃなかったんだ……！）

　心の底から安あん堵どし、改めて幸せを嚙かみしめた。その時。

『滅め茶ちや苦く茶ちやです！』

　突然、叫さけび声が聞こえてきた。

　葵の声だ。親分に手紙を読んでやると言われて怒おこったのだろうか。

　それにしては、声がいやに悲しそうだが……。

『葵は嫌いやです。そんな……そんな理由で、あの神社から誰だれもいなくなるのも、高天原に帰るのも……もう二度と、人間世界には来られないのも、全部嫌ですっ』

「……え」

　思わず、間の抜ぬけた声が漏もれた。

『兄様も、ひどいです。最初から、全部知ってて……社会勉強だなんて、噓うそ吐いて』

『ま、待てっ！』

　震ふるえる声で悲鳴を上げる葵を宥なだめる、親分の切せつ迫ぱくした声も上がる。

『大声で、そんなこと言うなっ。彗太さんに聞かれたら……来いっ』

　荒あら々あらしくドアが開く音がした。

『け、彗太さん。その……ちょっくら、外に出てきやす！』

　ぽてぽてという慌ただしい足音。葵の泣き声。

　最後に、玄げん関かんのドアが閉まる音がして、何も聞こえなくなった。

　しんと静まり返った部屋に一人取り残された彗太は、呆ぼう然ぜんとその場に座り込んだ。

　ショックのあまり、上手うまく動いてくれない頭の中で、先ほど漏れ聞こえてきた葵の言葉を反はん芻すうさせる。

　あの神社から誰もいなくなる。それは彗太にとって、隕いん石せきが衝しよう突とつして地球が滅めつ亡ぼうする以上にありえないことだった。

　この世が続く限り、神社はなくならない。あの場所へ行けば、必ず那智がいる。自分を温かく迎むかえてくれる。

　そう信じて疑わなかったから、全部我が慢まんできた。

　会いに来てくれないことも、連れん絡らくが一いつ切さい取れないことも、那智を好きで居続けるために被こうむった苦痛も犠ぎ牲せいも全部全部、那智以外何もなくなってしまうことも構わず突つき進んできた。

　それなのに、神社がなくなる。二度と会えなくなるだなんて言う。

　目の前が真っ暗になる。何もかも……地面さえも消え失うせて、真っ暗くら闇やみを独りどこまでも落ちていくような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　どうして、こうなった。

　ついさっきまで、あんなに幸せだったのに、どうしてこんな……。

　力なく、己おのれに自問する。すると、頭に浮うかんだのは、先ほど聞いた葵の嘆なげき。

　──兄様も、ひどいです。最初から、全部知ってて……社会勉強だなんて、噓吐いて。

　那智は、知っていた。神社がなくなることも二度と会えなくなることも、最初から全すべて知っていた。

　それなのに、社会勉強などと噓を吐いて……いや。

　きっと、那智に悪意なんてないのだ。

　親にさえ見放された今の彗太に、本当のことを告げるのは可か哀わい想そうだと思って、真実を隠かくし、優やさしくして、自分がいなくなってもちゃんと生活していけるよう配はい慮りよした。

　五年前、彗太のことを慮おもんぱかって、妖あやかしが見えなくなる札を差し出してきたあの時のように、ただただ……彗太のためを思ってしたこと。悪意など、欠片かけらもない。

　けれど、それは彗太にとって、あまりにも残ざん酷こくなことだった。

　那智は考えなかったのか。散々甘やかされて、那智の噓も馬ば鹿かみたいに信じて、空っぽの神社を訪おとずれた時に初めて真実を知る彗太がどう思うか、何一つ……っ。それとも、どうせすぐに忘れるから問題ないとでも思ったか。

　結局、那智は彗太の都合しか見ていない。何も知らない未熟な子どもの心など、取るに足らないものだと思っている。

　だから、那智とずっと一いつ緒しよにいたいと血を吐くような想おもいで訴うつたえても、平気で噓を吐いてあしらって、那智との縁えんが切れることで彗太がどれだけ傷つくか分かろうともしない。

　彗太の自分への想いなど、子ども特有の一時的なもの。真面目まじめに受け取るなんて馬鹿らしいと言わんばかりに。

　こんなにも、那智しか好きになれないほど可か愛わいがっておいて！　と、そこまで考えた時だ。

「うん？　他ほかの奴らはどうした」

　聞こえてきたのは、本来大好きなはずの声。だが、今は──。

　濁だく流りゆうのようにのたうつ感情を必死に堪こらえつつ顔を上げると、こちらを見下ろす那智と目が合った。

「？　どうした、その面つら……あ。葵と喧けん嘩かでもしたのか」

　どこまでも優しい声と表情。いつもと同じ。小さい頃ころから、まるで変わらない。

　困った子どもを見る、大人の顔。……虫むし唾ずが走る。

「いいことしたって、思ってるの？」

「ああ？　何の話……」

「『あの村にお前が戻もどってくるのを楽しみにしてる』って噓で、おれを立ち直らせて……おれのためになったって、本気で思ってるの？」

　那智の表情が一いつ瞬しゆん強こわ張ばった。しかし、すぐに笑えみを浮かべて首を振った。

「馬鹿。噓って何だよ。本当のことに決まって」

「社会勉強だっていうのも、噓なんでしょ？　神社がなくなるのに」

　今度こそ、那智の顔色が目に見えて変わった。

「お前、それ……誰に聞いた？　他にも、何か……っ」

　腕うでを摑つかんで来ようとする那智の手を振り払はらい、後ずさる。

　今の反応で、葵の言葉が事実であると確信できてしまったから。

　どうしようもなく、居たたまれない気持ちになる。

　彗太の言葉を子どもの戯たわ言ごととまともに取り合わず適当にあしらっていた那智も、那智の噓に簡単に騙だまされて舞まい上がっていた馬鹿な自分も、何もかもが嫌いやで、たまらなくて、思わずその場から逃にげ出そうとしたが、すぐ那智に捕つかまってしまった。

「待てっ。彗太、話を……っ」

「放してよ！」

　彗太は那智の手から逃のがれようと力の限り抵てい抗こうした。

「もう嫌だ。おれのこと、何とも思ってない那智さんとなんか、何も話したくないっ」

「お前……何言ってるんだっ。何とも思ってないわけないだろ。俺がどれだけ」

「分かってるよっ、ただの子どもだろ！」

　那智の言葉を遮さえぎり、彗太は悲鳴に近い声で怒ど鳴なり返した。

「手のかかる子ども……それ以外の何でもないんだろう？　だからいつだって、適当に合わせるだけで、真しん剣けんに向き合ってくれない。子どもの気まぐれだって馬鹿にするんだ」

「けい、た……」

「……那智さんが好き」

「……っ！」

「子どもの頃からずっと、一番好きだ。きっと、これからも一生変われない。だから、子どもじゃなくて、おれ自身を見て欲しくて一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってきた……なんて」

　彗太は那智を見上げた。那智の顔がよく見えない。涙なみだで視界がぼやけているのだ。

　泣いている。みっともなく、子どもみたいに。

　そう思ったらやるせなくて、余計に涙が出た。でも、口は全然止まってくれない。

「そう言ったって、どうせまた適当に話合わせて、心の中で嗤わらうんだろう？　子どものくせに何言ってるんだって……なんでだよ。なんで、そんなふうにしか、思ってくれないなら……おれを、こんなにしたんだよっ」

「……」

「こんなことなら、いっそ……池に落ちた時、見殺しにしてくれればよかったんだ。こんなに苦しいなら、あのまま死んでたほうがマシだった……っ！」

　昂たかぶった感情のままにまくしたてていた口が塞ふさがれる。

　柔やわらかくて少し濡ぬれた、那智の唇くちびるで。

　だが、彗太には何が起こったのか分からず、呆然と立ち尽つくすことしかできない。

「え……あ。な、那智さ……んんっ」

　突とつ然ぜん、口内に熱く濡れたものが押し入ってきたものだから、彗太は全身を震わせた。

　逃げようとしたが許されず、強く抱だき締しめられて、顎あごを摑まれる。

「ぃっ……ぁ、んん。…ゃ……ぅ、ふぅ」

　熱い舌が、無ぶ遠えん慮りよに口内を蹂じゆう躙りんする。

　内をねっとりと舐なめ回されるとともに、縮み上がっていた舌を搦からめ捕とられ、痺しびれるほどに強く吸われて……それは、唾だ液えきを飲むどころか呼吸さえも許さない濃のう厚こうなもので、キスなど一度もしたことがない彗太の頭の中は真っ白になってしまった。

　息ができない。頭がくらくらする。でも、それ以上に──。

「ん、んぅ……ぁ、ふ……ぅ、ん」

　体の中で、今まで経験したことがない未知の感覚が蠢うごめき始める。

　それは、那智の舌がくちゅくちゅと音を立てて動くたびに熱を持ち、のたうって、体中を熱くさせて……ああ。何なのだろう、これは。

　何が何だか分からず混乱する。そんな中、

「……ただの、子ども？　真剣に向き合ってくれない？」

　いやらしい水音の合間に、悩なやましい吐と息いきが漏もれる。

「ふざけんじゃねえよ。お前こそ、俺のこと……ただの大人としか、見ていないくせにっ」

「な、ち……んんっ、ふ…ぅ……ぁ、ん」

「俺はこんなこと絶対しないと思ったか？　悪いがな、俺はお前が思ってるような、立派な大人じゃねえんだよ。ついでに、お前を可愛い子どもとも思っちゃいない。お前みたいな性しよう悪わる、どうやったら子どもだなんて思える？　それだってのにっ」

「ん、ふぁ……あっ！　那智さ……ゃっ！　ああっ」

　乱暴にソファに押し倒たおされたかと思うと、股こ間かんに手を這はわされる。思わず見上げると、こちらを見下ろす那智の顔が見えた。

　その顔はまるで知らない男のそれで、彗太が戸と惑まどいの表情を浮うかべると、那智が薄うすく笑った。

「お前、俺でも勃たつのか。しかも、口吸ってやっただけで、こんな」

「！　ち、ちが……ぁ、あっ。……ゃっ、いやだっ。そんな……んんっ」

　否定しようとすると、股間を揉もまれて腰こしがびくりと跳はねた。　>>>♥

　揉まれれば揉まれるほどに、自分のそれががちがちに硬かたくなっていることを思い知らされて、羞しゆう恥ちで体が燃えた。

　それなのに、腰は勝手に那智の掌てのひらに自身を押しつけるような動きをするものだから、彗太は真っ赤になった顔を手で隠した。

　キスだけで勃ぼつ起きしただけでも恥はずかしいのに、こんなことをして、恥ずかしい奴やつだと思われているんじゃ！　と、羞恥で身み悶もだえていると、おもむろに手を摑まれた。

「馬鹿。そんな、悪いことしてるみたいな顔するな。ほら、俺だって」

「……ぁ」

　声が漏れた。触ふれた那智の自身も、硬く張り詰つめていたから。

「お前に触さわっただけでこれだ。はは、相思相愛だな」

　おかしそうに言われて、彗太は大きく目を瞠みはった。

　那智も自分のことを恋れん愛あい対象として好きでいてくれた。夢のようなことだ。でも、なんというか、互たがいが勃起したのを確かく認にんし合って相思相愛などと言われても……。

「な、なんか、素す直なおに喜べな……んんっ」

「ああ……何でかなあ」

　再び彗太の口内に舌を差し込み、那智がぽつりと呟つぶやく。

「なんで、お前は子どもで、俺は……大人だったんだろう」

　今度の口づけは、先ほどのものとは違ちがっていた。

　力でねじ伏ふせるような荒あら々あらしさはなく、彗太が感じるところばかりを愛あい撫ぶしてくる、ただただ気持ちよくて、甘いキス。

　おまけに、いつの間にか下着の中に入り込んできた掌に、直じかに下か肢しを握にぎり込まれたものだから、全身が甘く痺れた。

　初めて他人から施ほどこされる愛撫は、想像を絶するほどに気持ちよくて、思考全すべてが蕩とろけ落ちそうになる。だが、それでも、

「大人同士、子ども同士だったら、最初から遠えん慮りよなく口説けた。約束することができて、本音だって……言えたのに」

　ひどく悲しげなその言葉が耳に届いた瞬しゆん間かん、それまで快感に痺れて動かなかった体が自然に動いた。

「ぁ……じゃ、あ……今から、しよ？」

　那智に両手を伸のばし、しがみついて、震ふるえた唇で強請ねだる。

「口説いて、約束して……ん。本当のこと、言って？　そしたらおれ、那智さんが高天原に行っちゃっても平気……ぁあっ」

　突然、抱き締める腕うでに力を込められて、声が漏れた。

「ああ、くそっ。どうして、お前はそんなに可か愛わいいんだっ。それなのに……くそ、くそっ」

　苦しげに悪態を吐つき、激しく口づける。しかし、それだけでは到とう底てい足りないというように、破ってしまうほど性急に服を脱ぬがされ、肌はだを暴あばかれて──。

　その後、那智は何を言っても応こたえてくれなかった。













　次に気がついた時、彗太は一人、ベッドに寝ねかされていた。

　きちんと服を着ている。けれど、着ているシャツをめくり、肌に残った赤い痕あとを見た瞬間、那智との行こう為いが鮮せん明めいに思い出されて、顔が熱くなった。

　あの那智と肌を合わせた。相思相愛だと言ってもらえた。いまだに信じられない。

　でも、こんな形で両想おもいになれたって、ちっとも嬉うれしくない。

　もう那智と会えなくなってしまうのだから。

　そのことを思うと、涙が滲にじんでくる。こんなの、あまりに残ざん酷こくだ。

　けれど、それ以上に心を占しめるのは、那智のあの言葉。

　──大人同士、子ども同士だったら、最初から遠慮なく口説けた。約束することができて、本音だって……言えたのに。

　だったら、今すればいい。那智が高天原に行っても、自分の気持ちは変わらない。そう言って促うながしても、那智は何も言わなかった。ただ辛つらそうな顔をして、強く抱き締めてきただけ。

（那智さん、まだ何か隠かくしてるんじゃ……）

　嫌いやな予感を覚え、唇を嚙かみ締めていると、ギィとドアが開く音がした。

「あ。にんげんさまがおきてる」

　ドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせた小こ狸だぬきたちは尻しつ尾ぽを振ふると、「おやぶん、おやぶん」と言いながらちょろちょろ廊ろう下かを駆かけていく。

　程ほどなくして、親分と葵が小狸たちとともに部屋の中に入ってきた。

「彗太様、ご気分はいかがですか」

　水が注がれたコップを差し出し、葵が気き遣づかわしげに尋たずねてくる。大だい丈じよう夫ぶだと笑え顔がおで答えたが、葵はすぐにくしゃりと顔を歪ゆがめ、勢いよく平へい伏ふくしてきた。

「申し訳ありませんっ。葵のせいで、彗太様をこのような目に」

「？　このような目にって、どういう」

「彗太様、葵のあの言葉を聞いてしまったのでしょう？　だから、このように寝込んでしまわれて……ごめんなさい」

　しゅんと耳を下げて声を震わせる葵に、彗太は胸がぎゅっとなった。

　自分だって辛いだろうに、こんなにもこちらの気持ちを考えてくれて、本当にいい子だ。

「葵くん、そんなことしないで。葵くんが謝ることなんて何もないよ？　でも……手紙の内容、詳くわしく教えてくれないかな。おれ、断だん片ぺん的にしか聞いてなくて」

「え……でも」

「お願いだよ。おれ、何も知らないまま手て遅おくれになって後こう悔かいするのは嫌なんだ」

　懸けん命めいに訴うつたえる。葵はどうしたらいいか分からないといった様子で、尻尾を忙せわしなく振った。そんな葵の手を、親分が前足でぽんぽん叩たたいた。

「坊ぼう主ず、彗太さんに話してみようぜ」

「！　何を言うのです。そのようなことをしたら、彗太様がますます傷ついて」

「馬ば鹿か野や郎ろう。お前は今まで、彗太さんの何を見てきたんだ。彗太さんは旦だん那なのためなら、どんなに傷ついたって後悔しねえ。それに、俺はただ話そうって言ってるんじゃない。相談してみようって言ってるんだ」

「そう、だん……ですか？」

　耳を不思議そうに動かす葵に、親分が深く頷うなずいてみせる。

「彗太さんは俺たち妖あやかしとは違う。人間だ。俺たちには無理でも、人間の彗太さんが加わればできることが増えるはずだ」

　このまま終わるのは嫌だろう？　言い聞かせるように告げる。葵の目は戸惑うように揺ゆれたが、すぐに唇くちびるを嚙み締しめると、彗太に体ごと向け、居住まいを正した。

「分かりました。では、全てお話しします。実は、葵が高天原に戻もどるよう言われたのは……御ご神しん木ぼく様の寿じゆ命みようが、もうすぐ尽つきてしまわれるからです」

　意を決したように告げられた言葉に、彗太は息を吞のんだ。

　葵は痛みに耐たえるように、ピンッと立った尻尾を震わせたが、それでも話を続ける。

「最初はただの風邪かぜだったんです。でも、三ヵ月前急に容態が悪くなって。兄あに様さまは色々手を尽くされましたし、神かん主ぬし殿どのも樹木医に診みせたりしてくださいました。でも、酸性雨などの公害や村人からの信しん仰こう心も減ってしまったことが、御老体には応えたようで……もう、一ヵ月も持たないと」

　あまりのことに声も出ない。

　御神木が死ぬなんて、考えたこともなかった。

　五百年以上生きている立派な大樹で、当たり前のようにあの場所に存在していて、自分が死んだ後もずっと生き続けるのだと思っていた。それなのに──。

　ここで、彗太は那智が食い入るように酸性雨のニュースを見ていたことを思い出した。

　あの時、「もう、禿はげを覚かく悟ごしてもらうしかねえかなあ」と冗じよう談だんめかして言っていたが、本当はそこまで深刻な事態を孕はらんでいただなんて！　と、憤いきどおっていると、

「兄様は、そんな御神木様と……運命をともにされます」

　振り絞しぼるようにして続けられた言葉に、耳を疑った。

　御神木と運命をともにする？　それは、御神木とともに那智も死ぬということかっ？

　そう思い至った瞬間、彗太は葵に詰つめ寄っていた。

「ど、どうして那智さんも死ななきゃいけないんだよっ？　主あるじの御神木様を守れなかったから責任を取るとか？　でも、そんなのおかしい……」

「彗太さん。この坊主が前に話した旦那の過去話、覚えてやすか」

　彗太のあまりの剣けん幕まくに固まってしまった葵に代わり、親分が穏おだやかな声をかけてきた。

「人間に襲おそわれて瀕ひん死しだった旦那は、御神木様に命を分けてもらって、命を取り留めやした。けど、命を分けてもらうってのは、命を繫つなぐことと同じ。つまり、御神木様の命が尽きれば、旦那の命も尽きる」

「……っ！」

「旦那の命もあとわずか。だから、御神木様は彗太さんの元に行くことを旦那に許したんでやす。旦那の、最さい期ごの望みを叶かなえてやるために」

　最期。その単語が重くのしかかり、この数週間那智とともに過ごした日々が脳のう裏りを過よぎる。

　自分のほうがずっと深刻な状じよう況きようにあったというのに、彗太が抱かかえる問題を取り除き、彗太が望むことは何でも叶えて……ひたすら、彗太のためだけに過ごしてきた那智。

　──お前に何かしてやりたい……それしか考えてない。

　あの言葉に、どれだけの想いが詰まっていたことか。

　改めて思い知った那智からの深い想いに、胸が張り裂さけそうになる。でも、それを思えば思うほど、激しい憤りが噴ふき出し、彗太の内でのたうった。

「本当にもうできることはないの？　まだ一ヵ月もあるんだから、何かっ」

　残り少ない時を、自分のために使いたいと思ってくれた気持ちは嬉しい。けれどこんなこと、納なつ得とくできるわけがない。

　どうにかして、この状況を打破したい。那智たちを助けたい。

　彗太は必死に尋ねるが、葵は力なく首を振るばかりだ。

「兄様はできる限りのことをなさったそうです。葵も、父とと様さまに色々掛かけ合ってみました。でも、このような境きよう遇ぐうにあられる神々はたくさんいる。それなのに、御神木様だけ特別扱あつかいするわけにはいかないって」

　軽く眩暈めまいを覚える。那智たちでさえお手上げの状態で、自分にできることなどあるのか。

　いくら考えたって、何もない気がした。それでも、彗太は必死に考える。

　──子どもなんて大きらい！　おれがなちさんにしてあげられること、何もないんだもん。

　あの時もそうだった。子どもの自分では、那智の役に立てることがないと駄だ々だを捏こねた時。那智が手を温めてくれと言って、手を差し出してきた。一いつ生しよう懸けん命めい大きな手を温めてやると、那智は笑って頭を撫なでてくれた。

　──ありがとうな。すごく、あったかくなった。けど、これで分かったろう？　お前は、何もできないわけじゃない。大人でも子どもでも、どんな時でも、何もできないことなんてないんだよ。

（そうだ。きっと、何かある。何か！）

　那智の手を温めるたびに、那智に握にぎってもらった掌てのひらを握りしめ、考えを巡めぐらせる。

　その時、彗太は視界の端はしにあるものを認めた。

　学校でもらってきた大学の資料だ。そこに印字された「樹木医」という単語を見て、彗太の中にある考えが閃ひらめいた。

「彗太さん？　いきなりどうしたんでやす」

「神主さんに電話して、樹木医のこととか色々訊きいてみます。もしかしたら、何か新しいことが分かるかもしれない」

　手に取った携けい帯たいで神社に電話をかけつつ、彗太は口早に答える。

　神でも見放した御神木の寿命を今いま更さら人間がどうこうできるとは思えないが、何もしないよりはましだ。親分たちもそう思ったらしく、黙だまって彗太を見守る。

「もしもし？　藤村彗太です。お久しぶりです」

『彗太君？　驚おどろいたなあ。元気にしてるかい？　去年の盆ぼんも今年の正月も来なかったから心配していたよ』

　村に戻った際は必ず挨あい拶さつしていたこともあり、神主は突とつ然ぜんの電話にも気さくに応こたえてくれた。

　しばらく当たり障さわりのない話をした後、彗太は本題に入った。

「ところで、御神木様はどうですか？　元気にしていますか」

　すると、それまで明るく話していた神主が口ごもった。

『それは……実はね。御神木様は、枯かれてしまったんだ』

「あ……枯れたって、いつ？」

　初めて聞いた振ふりをして訊くと、神主は深い溜ため息いきを吐ついた。

『去年の十二月にね。偶たま々たま通りかかった樹木医が、「この木はもう枯れている。早く切らないと、倒とう木ぼくするかもしれない」と、教えてくれてね。……まさか、枯れていただなんて。御神木様は、この村ができた頃ころからいらっしゃった……そこにいて当たり前の存在だったから、枯れるだなんて思ったこともなかった』

　沈ちん痛つうな声で悔くやしさを滲にじませる。神主でありながら、御神木の容態に気づけなかったことを恥はじているのだろう。しかし、次に漏もらした言葉にはっとした。

『こんなことになるなら、樹木医に診せておけばよかった』

「え……診せたこと、ないんですか？」

『そうなんだ。五年前に診せたきり。けれど、いくら悔くやんでも、あのままにしておくわけにはいかないからね、明後日あさつて切ることにしたよ』

「！　明後日っ？」

『ああ。枯れていると教えてくれた人が紹しよう介かいしてくれた業者に頼たのんで、切った後は買い取ってもらうことに……』

「あ、あの！　明日あした、神社に行ってもいいでしょうか？」

　思わず、そう叫さけんでいた。

『え？　でも、彗太君学校は』

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。学校は明後日からなんです！　だから」

　本当は明日から新学期が始まるが、彗太は噓うそを吐いて何とか約束を取りつけた。

　通話を切った後、彗太は成り行きを見守っていた葵たちに向き直った。

「彗太様。どうなさったのですか。顔がひどく青いですが」

「葵くん。神主さんは、樹木医は呼んでないって言ったよ」

　掠かすれた声で告げると、葵は目を大きく瞠みはった。

「そんな。確かに、その時神主殿どのはいらっしゃいませんでしたが、その方は御ご神しん木ぼく様をあちこち調べて、幹に小さな穴を開けて、お薬を流し込まれて……それって、前に神主殿が連れて来られた樹木医も同じことをしていたから、神主殿が呼んだ樹木医だろうと、兄あに様さまが」

「坊ぼう主ず。その樹木医が来たのはいつのことだ」

　そろりと親分が質問する。

「あ……確か、三ヵ月前」

「それは、御神木様の容態が急変する前か後か」

「ま、前ですけど、でも……待ってください！　あなたはまるで、その者のせいで御神木様の具合が悪くなったような言い方をされますが、どうしてそんなことをする必要があるんです。御神木様を枯らせたって、何の得もないはず……あ」

　彗太と目が合った瞬しゆん間かん、葵は耳をぺたんと下げた。

「彗太様。何か、心当たりがあるのですか」

　彗太は唇くちびるを嚙かみしめた。少しの逡しゆん巡じゆんの後、「これはあくまで仮説だけど」と断って、重い口を開く。

「御神木様の幹が、欲しかったんだと思う」

「……み、幹って」

「前にテレビで見たことがあるんだ。直径一メートルを超こえる大木は材木市場では高く売れるって。もうほとんど取り尽つくして出回っていないから。現に、御神木様を引き取りたいって材木会社が来ていて、明後日、切り倒たおされるって……」

　葵は勿もち論ろん狸たぬきたちも、信じられないものを見るように目を剝むいた。

「高く、売れる……？　御神木様、ですよ？　その地を数百年に亘わたって守護してきた神様、人間にとっても尊いお方のはず。それなのに、たかが金のために……！」

「にんげんは、かみさままでころしちゃうの？」

「おかねって、かみさまよりえらいの？」

　口々に憤いきどおりの言葉を吐き出す葵たちに、彗太も唇を嚙み締しめる。

　自分だって、腸はらわたが煮にえくり返っている。

　御神木も那智も、何も悪いことはしていない。ただ誠実に村を愛し、山を愛し、彼らの幸せのために生きてきた。それなのに、こんな仕打ちがあってたまるか。

（絶対に許さない。絶対にっ）

　怒いかりで拳こぶしを震ふるわせていると、親分が声をかけてきた。

「彗太さん、このことを旦だん那なには」

「……言えないよ。こんなひどいこと、たとえ話でも言えない。だから明日、学校に行くふりをして内ない緒しよで村に行ってみようと思う。神主さんに薬が流し込まれた穴を見せて、警察に届けてもらって、ちゃんとした樹木医を呼んでもらうんだ」

　実を言えば、自分がいくら訴うつたえても、「木を相手に何を言っているのか」と言って、相手にされないのではないかという不安はある。神主は御神木が枯れてしまったことを嘆なげいてはいたが、御神木が枯れるまで気づかなかったのだから。

　でも、この手以外に今の自分にできることはない。だったら、やるしかない。

　迷いを断たち切るように、きっぱりと言い切る。

　すると、それまで座り込んでいた葵がすくっと立ち上がった。

「葵も参ります！　御お先さき稲とう荷がが守護する土地の人間に頼たよるなど恥ち辱じよくの極きわみなれど、このまま何もしないのはもっと嫌いやでございます。兄様たちにできることがあるなら、何でもしたい」

「……葵くん」

「ゆえに参ります！　葵は移動の術が使えますから、すぐ村に戻もどることができますし、穴の位置も知っているから、必ずやお役に立てるはず」

「俺も行きやす」

　毛を逆立て歯ぎしりする葵の言葉を遮さえぎり、親分も立ち上がる。

「万が一彗太さんが犯人とばったり会うことがあったら、何をされるか分からねえからな。自分がいない時は、彗太さんを守ってくれという旦那との約束もある」

「わ、分かりました！」

　二人の申し出に、彗太は素す直なおに頷うなずいた。

　御神木が切られてしまうのは明後日。失敗しないためにも、最善を尽くさなければ。

　その後も、彗太たちは明日那智に悟さとられず村に向かえるよう、念入りに話し合った。

　けれど、話し合いが終わり、何食わぬ顔で那智を迎むかえる準備を整えてからも、那智が帰って来ることはなかった。







　夜。風呂ふろから上がった彗太は、脱だつ衣い所に置かれた時計を見み遣やり、溜息を吐いた。

　那智は今、どこにいるのだろう。

　親分の予想では、彗太たちに事実を知られたことに気づいて、帰りづらくなっているのだろうということだったが……そんなこと、気にしなくていいのに。

　那智に逢あいたい。それしか、今の彗太にはなかったから。

　せめて、暖かい場所にいてくれたらいい。いつの間にかちらつき始めた雪が見える窓を見つつそう思って、寝しん室しつのドアを開く。

　電気をつけかけて、はっとした。窓まど際ぎわに座り込む、見知った深こき緋あけの背中が見える。

　彗太は電気をつけるのも忘れて、その背中に駆かけ寄った。

「……悪いな」

　彗太が口を開くより早く、背を向けたまま那智が呟つぶやく。

「辛しん気き臭くさいのは、嫌きらいでな」

　やはり親分の言うとおり、那智は皆みんなに知られてしまったことに気づいて……と、思っていると、那智が再び口を開いた。

「けど、お前だけには、ちゃんと話しておかなきゃならないと思って、こうして帰ってきたわけだが……謝る以外、何も言えない」

　深く息を吐つき、項うな垂だれる。けれど、しばらくして意を決したようにこちらに体を向けると、真っ直すぐに彗太を見た。

　どんなに言いづらいことでも、気持ちを伝えたい時には必ずこちらの目を見て話す誠実さ。こういうところが好きだなと、漠ばく然ぜんと思う。

「本当にすまない。お前は俺との繫つながりを切らないために、この五年間ずっと辛つらい思いをして、色んなものを犠ぎ牲せいにしてきたってのに、俺はそれに応こたえられないし、何もしてやれない。それどころか、もう何をしても、お前を傷つけるだけで……っ」

　そっと那智の手の甲こうに触ふれて、彗太は首を振ふった。

「もう、いいんだよ？　那智さん。おれに気を遣つかう必要なんてないんだ。おれ、全部分かってるし、何より……もう、噓なんかいらない。那智さんの、ホントだけが欲しい」

　言うと、那智の耳がピンッと立った。それから二、三度ぱたぱた動かした後、「悪い」と言って苦く笑しようした。

「いつもの癖くせで、ついな。だが……ああくそっ。この時が来たら、格好よくキメてやろうって、ずっと思ってたのによ」

「？　この時って」

「お前を口説いてもよくなった時」

　思ってもみなかった言葉に、彗太が「えっ？」と声を上げると、那智は口角をつり上げた。

「相手を落とそうと努力してたのは、お前だけじゃないんだぞ？　お前が二十歳はたちになるまで……大人になるまでに、お前と付き合えるように俺も色々とな。例えば、お前に会いに行けるよう、葵を見習いに雇やとったりさ」

　呼吸を忘れるほどに驚きよう愕がくした。

　彗太が子どもだから口説けない。本当のことも言えない。そう言っていた。

　だから、彗太への気持ちを諦あきらめ、今のままの関係で居続けるつもりなのだと思っていた。

　でも、本当は──。

「うん？　なんだ、その面つら。お前が悪いんだぞ？　遠く離はなれて、何もしてやれなくなっても、相変わらずその熱っぽい目で俺を見て、懐なついてくるから……子どもに手を出しちゃ駄だ目めだってんなら、大人になってからモノにすりゃあいい。なんて、思うようになっちまって」

「……あ」

　我が慢まんできないというように強く抱だき締められて、かすかに声が漏もれた。

「ホント、この五年はきつかったよ。お前に逢えないし、何もしてやれなくて……けど、だんだんそのことより、お前に忘れられるんじゃないかって、そっちのほうが辛くなってきてさ」

　抱き締めてくる腕うでに、よりいっそう力が籠こもる。

「お前が会いに来て、東京で上手うまくやってる。友だちもたくさんできたって聞くたびにイライラして怖こわくて、去年の夏、お前が来なかった時は馬ば鹿かみたいにいじけて……お前が東京で、本当はどんな暮らししてたか、知りもしないで」

　とても悲痛で、ひどく頼りない子どものような声。……この声、覚えがある。

　──馬鹿だよ、お前。本当に、どうしようもない……馬鹿だ。

　あの時だ。親分たちに肩かたの骨を折られて寝ね込こんでいた時に見た、夢の中の那智が出した声と同じ。

　那智との繫がりを切らないようにしたせいで、瘦やせ細り、独りぼっちになって、身も心もボロボロになった彗太を抱き締めて、「どうしたら、いい」と途と方ほうに暮れていた。

　あれは、夢ではなかったのだ。那智が彗太にずっとひた隠かくしにしてきた、那智の本当の姿。

「俺のせいで、あそこまでボロボロになったお前を見て……頭の中が真っ白になっちまった」

　こんな状態の彗太に真実を告げられるわけがないし、何より那智自身がこの状じよう況きようを受け入れられなくなってしまったのだという。

「こんなことになって、お前に悪いと思いながら、俺はどうしようもなく、嬉うれしかったんだよ。俺のためにここまでしてくれたお前が可か愛わいくて、可愛くて、そんなお前に応えてやれない自分が嫌でしかたなくて」

「……那智、さん」

「そこからは、もう……可愛がることしかできなかった。お前の都合も先のことも、全部何もかも考えられなくなって……だから、お前から『あの村に帰ろうって思ってる！』って言われた時も、嬉しいだなんて言っちまって……っ」

　我慢できなくなって、彗太は那智にしがみついた。

「那智さん……那智さんっ」

　力の限り抱き締しめて、声を震ふるわせる。

「那智さん……好き。大好き……ずっと、那智さんだけ……んん」

　込み上げてくる感情のままに訴えると、唇くちびるに嚙かみつかれた。

　至近距きよ離りで那智と目が合う。炎ほのおのように揺ゆらめく、狂くるおしい瞳ひとみ。

　その目に見つめられた瞬しゆん間かん、彗太の中で何かが壊こわれた。

「ん、ふぅ。は、ぁ……那智、さ……ん、んぅ」

　口を開いて、自ら舌を差し出す。熱い舌が絡からみついてきて、体を床ゆかに押し倒たおされた。

　歯列をなぞられ、舌を甘く嚙まれる。それだけで内に熱が灯ともり、唇の間から悩なやましい声が漏れる。

　上手く息ができなくて、頭がくらくらした。それでも必死に袖そでを摑つかみ、ただがむしゃらに舌を動かした。那智が我に返って、この行こう為いをやめてほしくなかったから。

　先のことなんて考えていなかった。そう言いながらも、自分がいなくなっても彗太が安心して生活できるよう色々と手を回し、彗太に問い詰つめられなければ自分の想おもいを秘ひめたまま、逝ゆこうとしていた那智。

　前回、我を忘れて彗太を押し倒した時も、最後まではしなかった。

　結局、那智は彗太の都合を考えずにはいられない。

　だから、自分がいなくなった後の彗太の未来を思うなら、こんなことをするべきではないと突とつ然ぜん思い直し、己おのれを自じ戒かいしてしまうかもしれない。

　そんなもの、彗太には疎うとましい以外の何物でもなかった。

　那智を喪うしなった後の自分？　その先の生活？　そんなこと、どうでもいい。

　那智が欲しい。身も心も那智でいっぱいに……いや、いっぱいでも足りない。

　滅め茶ちや苦く茶ちやにして欲しい。一生消えない痕あとが残るほど、何なら壊して殺してくれても構わないから、那智の全部をぶつけて欲しい。

　その渇かつ望ぼうが、今の彗太の全すべてだった。だから、一いつ生しよう懸けん命めい誘ゆう惑わくして、その気になってもらおうと思ったが、昨日までキスさえ知らなかった自分に、そんな芸当ができるわけがなくて、

「那智、さ……ぁ、ああ……ん。やめ、ないでね？　お願い、だから、最後まで……んんぅ」

　震える唇で懇こん願がんするのが精せい一いつ杯ぱいだった。すると、口の中で笑う気配がした。

「ん……ハハ。お前、それ本気で言ってるのか」

「……え？　ぁあっ」

　パジャマのズボンに手をかけられたかと思うと、下着ごとズボンを脱ぬがされた。

　キスだけですっかり勃たち上がった自身が、勢いよく顔を出す。そのはしたない姿に彗太が頰ほおを赤らめていると、無造作に足首を摑まれた。

「！　あ……那智、さ……ぁ、んっ」

　彗太は驚おどろきの声を上げた。恥はずかしいくらい足を大きく開かされたかと思うと、誰だれにも触れられたことがない箇か所しよに舌を這はわされたからだ。

「う、そ。そんな……ゃっ。な、那智さ……なんで、そんなとこ、やだ。きた、な……ふ、ぁ」

　あまりの恥ずかしさに懇願すると、那智は固く閉じた入口に、唇にするのと同じように口づけ苦笑した。

「何だ、お前。ここを使うって、知らなかったのか？」

「あ、あ……一応、知ってるけど、でも……こんな、口でなんて、ゃ……だ。や、めて……はず、かし……はあっ」

　思わず声を上げる。内部に、何かが侵しん入にゆうしてくる感かん触しよくを覚えたからだ。

　口内に舌や指を入れられるのとは比べ物にならない異物感、感触の生々しさに彗太は身み悶もだえた。

「分かるか？　舌だけで、こうなる」

「ゃっ……！　那智、さ……しゃべら、ないで……んん、ぁあ」

「指だと、こう……んん」

　唾だ液えきをたっぷり含ふくみ舐なめ回して、わずかに開いた隙すき間まに指先が潜もぐり込んでくる。瞬間、舌以上の異物感、痛みを覚えて腰こしが震えた。

「痛いか？　だろうな。初めてなんだから、そんなもんだ。けどな、俺のはこんなもんじゃないぞ」

「ぃっ……ああっ。ゃ、だ。動か、さないで……ぁ」

　今まで経験したことがない痛みに怯おびえ、涙なみだを流す彗太に覆おおいかぶさるようにして、那智が顔を近づけてきた。

「いいか？　ここから先は、初めてのお前にとっちゃ痛いばっかりだ。本来なら、じっくり慣らしてからやるもんだから……？　なんだ、その面」

「別に。ただ……那智さん。なんか、すごく慣れてるよね」

　那智から目を逸そらし、ぽつりと呟つぶやく。那智は不思議そうに首を傾かしげたが、すぐに声を上げて笑い出した。

「この状況でヤキモチかよ。お前、結構余よ裕ゆうだな」

「！　あ、そ……そんなんじゃ、ないよ！　ただ……あの、那智さんは、お、おれに……挿入いれたい？」

「……」

「もし、そうなら……挿入れて？　痛くても、いいよ。おれ、那智さんがしたいことで、おれにできること、全部してあげたい。だから……あっ」

　いきなり指が奥まで入ってきて、腰が跳はねた。

　彗太が目を白黒させている間に、那智は再び顔を彗太の股こ間かんに埋うめた。

「ああ、くそっ。ホント、お前だけは……」

「ぁあっ！　な、ちさ…それ、ゃ……んんっ」

　すでに硬く張り詰めていた自身を口に含まれる。勃ぼつ起きした竿さおはいやに敏びん感かんで、キスよりもずっと鮮せん明めいに那智の感触を伝えてくる。　>>>♥

　ざらついた舌。絡みついてくる口内の柔やわらかく濡ぬれた粘ねん膜まく。甘く嚙んでくる硬い歯。それらが悉ことごとく、感じるところばかりを刺し激げきしてくる。

　それは、内部に指を埋め込まれた痛みを忘れさせるほどの快感だった。だが、内部で蠢うごめいていた指先に、ある箇所を引っ搔かかれた瞬間。電流を流されたように、腰が大きく跳ねた。

「ああっ！　は、ぁ……そ、ソコ……だ、めっ」

「うん？　……ああ。ココか」

「な、那智さ……だ、め……ソコは、ゃ……ん、ぁっ。そんな」

　指が二本に増やされる。その上、やめてくれと言ったところばかり執しつ拗ように刺激してくるものだから、彗太は身悶えた。

　今まで感じたことがない強過ぎる快感に眩暈めまいがする。体も燃えるように熱くなって、全身から汗あせが噴ふき出す。その肌はだもいつもの自分のそれとまるで違ちがっていて、那智の尻しつ尾ぽで撫なで上げられただけで馬ば鹿かみたいに感じて、体が勝手に捩よじれる。

　前回の、全身を舐められ愛あい撫ぶされ与あたえられた快楽が、子供だましだと思えるくらい強きよう烈れつな悦えつ楽らくに焼かれ、体中の血液が下か肢しへと集まっていく。

（……もう、だめ）

　達いく。口を離はなしてくれと言うこともできず、そう思った瞬間。おもむろに竿を摑まれて、彗太は目を瞠みはった。

「まだだ。まだ達くな。達っちまうと、挿入れる時余計辛つらくなる」

「あ、ああ……な、ち…んん、ふ……ぁっ」

「ほら。腰上げろ。後ろから挿入れたほうが、少しはマシだからな」

　うつ伏ぶせに寝ねかされ、腰を高く上げさせられる。かなり恥ずかしい体勢だが、今の彗太にはそこまで考えられる余裕はなかった。

　けれど、背後から抱だき締められ、耳元に唇を寄せられて、

「彗太。本当に、いいんだな？」

　そう尋たずねられた時は、何とか頷うなずくことができた。

「そうか。じゃあ……力抜ぬいて、息吐はいてろなっ」

「あああっ」

　指を引き抜かれたと同時に、指とは比べ物にならないほど太くて熱いものがねじ込まれて、快感で蕩とろけていた頭が一気に覚かく醒せいした。

　内臓がせり上がってくるような圧あつ迫ぱく感かんと、体を引き裂さかれるような痛みに、目の前がチカチカした。息も上手うまく吸えない。

　それでも、彗太は嬉うれしかった。

「ゆっくり、挿入れる……からな」

　彗太が痛みに震ふるえていることを、那智は分かっているはずだ。それでも、痛みを和やわらげるために愛撫してきても、決して自身を抜こうとはしない。

　悩なやましく乱れた声を漏もらし、腰を押し進めてくる。

　いつも気にしていた彗太の都合を無視して、求めてくれている。

　その証明なのだと思うと、この痛みがひどく愛いとおしく思えて……ああ。

　こんな、体がバラバラになりそうなほど痛いのに、嬉しい。愛おしいだなんて。

（おれ、本当に……那智さんが、好きなんだなあ）

　改めて思い知る。そう思ったら、なぜだろう。生理的ではない涙がボロボロ溢あふれ出てきた。

　那智がこんなにもそばにいてくれて、自分を好きでいてくれたことが分かったのに、一ヵ月後には、那智はこの世からいなくなってしまう。

　それを思うと、体以上に心が痛くてしかたない。

「ああ。ごめんな？」

　声を殺して泣いていると、後ろから強く抱き締しめられ、涙で濡れた頰を舐められた。その顔を見ると、悲しそうに笑っている。痛みのあまり彗太が泣いてしまったと思ったらしい。

「やっぱり、痛いよな。もし、我が慢まんできないなら」

　ますます表情を歪ゆがめる彗太の顔を見て、那智は口を閉じた。そして、すぐに泣きじゃくる子どもを宥なだめるような笑えみを浮うかべると、唇くちびるに口づけてきた。

「いや……すぐ、良くしてやるからな？」

　彗太の耳たぶを食はみ甘く囁ささやいて、痛みで縮こまった彗太の体を愛撫し始める。

「ぁ……ん、ぅ。那智、さ……ふ、ぁあっ」

　触ふれてくる掌てのひらも唇も、どうしようもなく優やさしかった。

　お前が大事だ。その想おもいが、触れられれば触れられるほどに伝わってきて、余計に泣けてくる。

（やっぱり……嫌いやだ。那智さん、死んじゃうなんて嫌だ）

　離れたくない。いつまでも一いつ緒しよにいたい。それが駄だ目めなら、いっそ今この瞬しゆん間かん、心臓が……いや、自分の全すべてが止まって欲しいと願ってしまうほど。

　けれど、それでも──。

「彗太……彗太。好きだ。お前だけ、お前だけだからな」

　息が詰つまるほどに抱き締められ、掠かすれた声で情熱的に囁かれると、恋こいしさとは別の感情が芽生え始める。

　それは、那智を想えば想うほどに膨ふくれ上がって……と、考えられたのはそこまでだった。

　与えられる快感が痛みを凌りよう駕がして、思考諸もろとも彗太を甘く溶とかしてしまったから。

「は、ぁ……な、ちさ……那智、さんっ」

　壊こわれた玩具おもちやのように那智の名前を呼びながら、彗太はされるがままに快楽の海へ堕おちて行くことしかできなかった。







　次に気がついた時、最初に見えたのは暗い空から舞まい落ちる牡ぼ丹たん雪ゆきだった。

　寝しん室しつに入る前はちらつく程度だったのに、今は街のネオンを覆い隠かくさんばかりに降りしきっている。

　積もるかな。と、ぼんやり考えつつ視線を彷徨さまよわせていると、那智の顔が見えた。壁かべにもたれた体勢で彗太を抱きかかえて座っている。

　窓から零こぼれる仄ほの暗ぐらい光に照らされるその顔は、相変わらず溜ため息いきが出るほど格好よかったが、よく見ると、何だか難しそうな顔をしている。

　声をかけると、那智の耳の毛が小さく逆立った。

「……起きたのか」

「うん、おはよう。でも……どうしたの？　難しい顔して」

「え？　別に。何でもねえよ」

「……もしかして、おれとしたの、後こう悔かいしてるの？」

　しゅんと眉まゆを下げて俯うつむくと、軽く唇にキスされた。

「馬鹿。そんなわけあるか。ただ、その……何やってんだかって思ってさ」

　ぼそりと呟つぶやいて、床ゆかをパンパンと尻尾で叩たたく。

　意味が分からず、彗太が瞬まばたきすると、那智はますます乱暴に床を尻尾で叩いて、何かを顎あごでしゃくった。見てみると、その先にはベッドがあった。

「見ろよ。あんなすぐ近くにベッドがあったってのに、床でしちまうなんて、俺はどんだけ舞い上がってたんだって思ったらな」

　痛かったろ？　ごめんな。と、言いながら、またべたべた札を貼はってくる。

　その顔は夜目でも分かるほど赤くなっていた。よく見ると、耳の中も赤くなっていたものだから思わず、「はは、照れてる」と笑ってしまった。途と端たん、那智の耳がピンッと立った。

「このっ。彗太のくせに、生意気な」

「え？　あ、ごめん。でも、照れてる那智さんって、なんか可か愛わいい……わ！　あははは。ご、ごめん。許して……はは」

　くすぐってくる那智に許しを乞こうたが、「お前、謝る気全然ないだろう」と余計にくすぐってくる。

　少年のように屈くつ託たくがない。いつもの余よ裕ゆうに満ちた大人然とした表情が噓うそのようだ。

　こんな顔をすることがあるのかと驚おどろいて、きっとまだ、自分の知らない那智の顔がたくさんあるのだろうなと思うと、胸がぎゅっと詰まって、彗太は唇を嚙かんだ。

　那智と初めて繫つながった時、いっそこのまま何もかも終わってしまえばいいと思うほどに満ち足りた気持ちになったのに、もう足りなくなってる。

　やはり、このまま諦あきらめるなんて嫌だ。たとえどんなに低い確率でも、那智と御ご神しん木ぼくを救う可能性があることなら、どんなことでも試ためしたい。最後の最後まで。







　翌朝、那智は葵たちとも顔を合わせて朝食を食べた。

　誰だれも御神木や神かん主ぬしについて口にしない。親分は勿もち論ろんのこと、小こ狸だぬきたちも親分によく言われているのか何も言わない。問題の葵は、何か言いはしないかと狸たちとともにハラハラしたが、

「あ、葵は知りません。御神木様のこと、父とと様さまから何も聞いておりません。……ううう」

　那智を見てボロボロ涙なみだを流しながらも、そこまでで何とか踏ふみとどまってくれた。内心ほっとしたのだが、

「ところで兄あに様さま。昨夜彗太様と何をされていたのですか？　何やら変な声がしたりドタバタしたり。不思議に思って、部屋に行こうとしたら、狸どもが『この野や暮ぼ天てん！』と怒ど鳴なって行かせてくれず」

「葵、お前は昨夜何も聞かなかった。いいな」

「ええ？　葵は確かに聞いた……」

「いいな？」

　と、別の意味でハラハラする展開にはなったが、とにもかくにも今日神社に行くことがバレなくてよかった。

　部屋を出る時、那智が玄げん関かんまで見送りに来てくれた。

「気をつけてな。早く帰ってこいよ」

　一いつ瞬しゆんでも離はなれがたいというようにきつく抱だき締め、額に口づけて、そんな言葉を甘く囁いてくる。彗太は耳まで真っ赤にしつつ頷うなずいて部屋を出た。

（那智さん。おれ、頑がん張ばるからね）

　マンションを出ると、彗太はすぐさま近くの公園のトイレに駆かけ込んだ。

　リュックに入れていた服を取り出して着き替がえる。神主に今日は休みだと伝えている手前、制服姿なのはまずい。

　リュックに畳たたんだ制服を入れて外に出ると、「彗太様、彗太様」と茂しげみから声が聞こえてきた。近づくと、葵と親分がひょっこり顔を出した。

「よかった。上手うまく抜ぬけ出せたんだね」

「はい。彗太様が部屋を出られた後、兄様もすぐお出かけになりましたので」

「出かけた？　どこに？」

「さあ？　野暮用だとおっしゃっていました。夕方には戻もどると言われていたので、遠くではないと思うのですが……それにしても彗太様。本当に昨夜は何をなさっていたのですか？　葵はすごく気になる……」

「おい坊ぼう主ず。さっさと術の準備をしろ。時間がねえ」

　葵の言葉を強ごう引いんに遮さえぎり、親分が促うながす。葵は「分かっております」とブツブツ文句を言いつつ、近くに落ちていた木の棒を手に取った。

　何やら呪じゆ文もんのようなものを唱え、地面に大きな円を描かく。その中に文字のようなものを書いていって……これは、いわゆる魔ま法ほう陣じんというものだろうか。と、思っていると、葵が懐ふところからお札を取り出し、地面に描えがいた模様の上に置いた。

　瞬間、書かれた文字が光ったかと思うと、円の中に光り輝かがやく水面みなもが現れた。

「よし！　径みちが開きました。これで神社に戻れます」

「ありがとう。それで、どうやって戻るの？」

「お手をどうぞ。ご案内します」

　葵が小さな掌てのひらを差し出してくる。彗太は親分を抱きかかえると、葵の手を取った。

「それでは参りますよ」

　葵が彗太の手を引き、水面に身を投げた。彗太もそれに続く。

　水面下には底なしの真っ暗くら闇やみが広がっていた。何も見えない。確かなのは、葵の掌と抱き締しめた親分のふかふかした感かん触しよく。それから、ただどこまでも落ちていく感覚だけ。

「お、おい！　これ、どこまで落ちてくんだ」

「それは勿論。神社に着くまででございます」

「じ、神社までって……東京から村まで数百キロあるんだけど！」

「きろ？　はて。彗太様、それは何でございましょう」

「ええっ？　キロっていうのは長さの単位で、えっと……っ！」

　キロの説明をどうしたものかと考えあぐねていた彗太は、途と中ちゆうで息を吞のんだ。

　突とつ如じよ目の前に光る水面が現れる。彗太は思わず目を閉じて、身を丸めた。

　すると、ボンッという破は裂れつ音がして、真っ暗闇に光が差した。

「危ねえ！」

　親分が叫さけんで彗太の腕うでから飛び出す。と同時に、尻しりにぼよよんと柔やわらかな感触を覚えた。

「彗太さん、大だい丈じよう夫ぶですかい」

　目を開いて見ると、尻の下からこちらを仰あおぎ見る親分と目が合った。どうやら、クッションになってくれたらしい。

「ありがとう、親分さん。それで、ここは」

　親分を抱だき上げ汚よごれを払はらってやりつつ、あたりを見回す。雪が積もった木々に囲まれている。そのすぐそばに道路が走っていて……見覚えがある。ここは、確か──。

「ここは、村はずれの山？　ううう、葵としたことが！　少し失敗してしまいました」

「そんなことないよ？　ここから神社までは歩いてすぐだもの。失敗のうちに入らない…」

「いや、そうでもないようでやすよ」

　雪に顔面から突つっ込んだらしい葵の雪を払って慰なぐさめていると、親分が口を挟はさんできた。

　少し場所がずれただけなのに親分は厳しいな、と思う彗太に、親分はあるものを指差した。

「彗太さん。あの太陽、どう思いやす」

「どうって……いい天気だなあ、とか？」

「そうじゃありやせん。朝にしちゃ位置がおかしい。あれは、おやつの時間の位置ですぜ」

「おやつの時間……て！　三時っ？」

　彗太が声を上げると、葵は顔面蒼そう白はくになった。

「あ、あ……どうしましょう、彗太様。葵は何という失態を」

「だ、大丈夫だよ。約束の時間は過ぎちゃったけど、すぐ電話して……っ！」

　携けい帯たいをポケットから出しかけ、彗太は目を瞠みはった。

　視界の端はしを通り過ぎて行ったトラックの車体に、「材木会社」の文字が見えた。

　なぜ、材木会社のトラックが？　切り倒たおすのは明日のはずで……まさか、数時間どころか、一日経過してしまったのか？

「葵くん、ぬいぐるみでも何でもいいから、小さなものに変へん化げして、リュックの中に入って。親分さんも……早く！」

　リュックを開き、慌あわてて促す。常ならぬ彗太の剣けん幕まくに吞まれたのか、二人は言われたとおりにしてリュックの中に飛び込んできた。

　二つのぬいぐるみをリュックに詰つめると、彗太は全速力で神社へと向かった。

　途中、神主に電話してみるが出てくれなくて、焦しよう燥そうが余計に募つのる。

「彗太様。葵は、やはり何か取り返しのつかぬことをしてしまったのでしょうか？」

　葵が泣きそうな声で尋たずねてくるが、答えている余裕さえない。

（お願いです。どうか、どうか間に合って）

　時々雪に足を取られながらも無我夢中で走る。

　程ほどなくして、神社が見えてきた。御ご神しん木ぼくの姿も見える。まだ切り倒されてはいないようだ。

　しかし、神社の前には先ほどのトラックと人だかりが見える。御神木が切られると聞いて、集まった人たちだろうか。

「す、すみません。ちょっと、通してください」

　強引に人ひと混ごみを搔かきわけて、御神木の元に急ぐ。

　ようやく人混みを抜け切った時、地面に置かれた大きなチェーンソーに手を伸のばす、作業着姿の男が見えたものだから、彗太は声を張り上げた。

「待ってくださいっ！」

　今まで生きてきた中で一番大きな声だったと思う。

　相手の男が驚おどろいた顔でこちらに振ふり返る。彗太は転がらんばかりの勢いで男に駆け寄った。

「あのっ、御神木様を切るの、少し待って……っ」

　作業着姿の男に詰め寄りかけると、腕を思い切り引っ張られた。

「何をやってるんだ、君は。チェーンソーを持っている相手に近づくなんて、危ないだろう」

「あ……すみません。でも」

　振り返り、相手の顔を見て、彗太は口を閉じた。

　この中年男性の顔、どこかで見たことがある。知り合いというわけではないが……一体どこだったか。考えていると、リュックの中から息を吞む気配がした。

『彗太様、彗太様。こやつです。こやつが、御神木様に薬を……！』

　彗太だけに聞こえる声で、葵が囁ささやいてきた。瞬しゆん間かん、彗太ははっとした。

　思い出した。この男は、いつか那智が見ていたテレビ番組に出演していた樹木医だ。

　あの時、那智は御神木の体を心配して、番組を真しん剣けんに見ているだけだと流したが、まさか樹木医に注目していただなんて。

（那智さん、まさかもう、全部分かってたの……？）

　では、頻ひん繁ぱんにマンションを抜け出していたのも、この男を探すため？

　そのことを考えて動どう揺ようしていると、「彗太君？」と再び声がかかった。

　我に返って顔を上げると、気き遣づかわしげな顔で近づいてくる神かん主ぬしと目が合った。

「どうしたんだい。昨日来なかったから心配して……」

「す、すみません。その、色々あって……それで、あの……御神木様を切るの、少し待ってくれませんか」

　しどろもどろになりながらも懸けん命めいに訴うつたえると、樹木医が眉み間けんに皺しわを寄せた。

「この子、おたくの知り合いですか？　困りますよ。作業の邪じや魔まになる」

「すみません。しかし、少しだけ待ってくれませんか。この子は御神木様が大好きで、わざわざ東京から訪ねてきてくれたんです。どうか、お別れをさせてあげてください。ほんの少しでいいので」

　神主も一いつ緒しよになって頼たのんでくれる。相手は不快げに顔を顰しかめ、神主と彗太を交こう互ごに見たが、おもむろに露ろ骨こつな溜ため息いきを吐ついた。

「……しょうがないですね。二、三分で済ませてくださいよ」

　神主の頼みとなると断れなかったのか、渋しぶい顔をしながらも了りよう承しようしてくれた。

　彗太は礼を言って、御神木……幹の根元に、ちょこんと座っている老人の元へ近づいた。

　一年前に比べて瘦やせ細り、心なしか姿も透すけてきている。それでも、彗太と目が合うと、いつもの柔にゆう和わな笑えみをふわりと浮うかべた。その笑みに鼻の奥がつんとなる。

（大丈夫。絶対、助けてみせます）

　心の中で語りかけて、彗太はリュックの中の葵にだけ聞こえる声で呼びかけた。

「葵くん、あの人が穴を開けたの、どのあたり？」

『はい。えっと……あ！　あそこ。ちょっと大きめの丸い石のところ』

　見ると、木の根元のところに少し大きめの石があるのが目に入った。その石をどけ、幹に顔を近づけて、彗太は「あ！」と声を上げた。

　穴がある。ドリルで開けたような小さな穴が、いくつも。

「？　彗太君、どうしたんだい。大きな声を出して」

「神主さん、見てください。ここ、変な穴がある！」

　指を差して叫ぶ。途と端たん、樹木医の顔色が変わった。

「あ、穴？　何を言って……」

「穴だって？」

　はぐらかそうとする樹木医の言葉を遮さえぎり、神主が近づいてきた。

　見つけた穴を示してみせると、神主は大きく目を瞠った。

「本当だ。なんだ、これは」

「何だ？　何かあったのか」

　それまで事の成り行きを見守っていた村人たちも近づいてきた。

「穴があるんです。人が開けたみたいな」

「穴？　……本当だ。これは、ドリルで開けたみたいだな」

「ドリルで？　どうして、そんなものが」

　神主が困こん惑わくの表情を浮かべる。村人たちも同じで、どうしてこんなものがあるのかまるで見当がつかないらしい。そんな神主たちに、樹木医は再度声をかける。

「あの、もういいですか？　こちらにも予定というものが」

「神主さん、このことを警察に届けましょう！」

　神主と樹木医の間に割って入り、彗太は訴えた。

「御神木様を傷つけるなんて、立派な犯罪です。それから、ちゃんとした樹木医さんも呼んで、もう一度御神木様を診みてもらいましょう。もしかしたら御神木様を助けられるかも…っ」

　必死にまくしたてていると、痛いほど強く腕うでを摑つかまれた。樹木医が鬼おにのような形相でこちらを睨にらみつけている。

「ちゃんとした樹木医だと？　このガキ、失礼にも程がある！」

　相手のあまりの剣幕に全身が強こわ張ばる。腰こしも引けてしまう。それでも、彗太は一いつ生しよう懸けん命めい眦まなじりをつり上げて、相手を睨み返す。負けてなるものか。

「あ……お、おれは本当のことを言っているだけです！　おれたちみたいな素人しろうとでも分かる穴を見過ごすような樹木医の診しん断だんなんて、信じられませ……ぃっ！」

「まだ言うか。全く。仕事の邪魔だっ」

「ちょっと、何してるんですっ？」

　乱暴に突つき飛ばされて尻しり餅もちをつく彗太に、神主が慌てて駆かけ寄る。

「子ども相手になんてことを。彗太君、大だい丈じよう夫ぶかい」

「何を言ってるんです。警察だ何だと騒さわいで作業の妨ぼう害がいをした挙げ句、人を愚ぐ弄ろうして。たかが木一本に何をムキになっているんだか」

「たかがですってっ？」

　聞き捨てならないとばかりに神主が目を剝むく。だが、樹木医は気づかず、口を動かし続ける。

「そうです、当たり前でしょう。ほら、早くその子をどうにかしてください。作業の邪魔」

「……もういい」

「え？　何ですって？」

「作業を中止してください。今から、警察を呼ぶので」

　彗太を助け起こし、きっぱりと告げる神主に、今度は樹木医が目を剝いた。

「はあ？　いきなり何を言い出すんです」

「この子の言うとおりです。御神木様を傷つけるなんて犯罪だし、この穴を見つけられないあなたも信用できない」

「そうだ。あんた信用できねえ」

「もし、まだ御神木様が枯かれていないのに切っちまったら、罰ばちが当たるしな」

　村人たちも皆みな頷うなずく。そんな彼らに、彗太は胸が熱くなった。

（よかった。村の人たちにもまだ、御神木様を敬う心があったんだ……！）

　しかし、樹木医は冷ややかに鼻で嗤わらう。

「はんっ。罰だなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい。あなたたち、本気で言ってるんですか？　私が指し摘てきするまで、この木がこんな状態になっていることにも気づかなかったあなたたちが」

「そ、それは……」

　村人をはじめ、神主さえも言葉に窮きゆうする。それを見て取り、樹木医はさらに言葉を続ける。

「ここまでほったらかしにしてきたのに何もないんだから、今いま更さら罰なんかあるわけないでしょう？　これはただの木です。人間様に罰を与あたえる力なんかな……っ」

　御ご神しん木ぼくの幹を乱暴に叩たたき、吐き捨てていた樹木医が息を吞のんだ。

　突とつ如じよ、ゴゴゴッという音とともに、地面が揺ゆれ始める。

「地じ震しんだ」と皆が声を上げる。揺れ自体はかすかなものだったが、いつまで経たっても治まらない。そんなものだから、皆顔を見合わせた。

「これって、御神木様が」

　誰だれかが思わずと言ったように呟つぶやく。途端、全員の顔から血の気が引いた。

「そんな、まさか」

「だが、このタイミングは」

　皆が青い顔で口々に言い合う。そんな中で、彗太は葵に声をかける。

「葵くん。これって本当に、御神木様が」

『いえ、御神木様ではありません。山の陰いん気きです』

「山のって、それはどういう……」

『この地に住まう生きとし生けるものが放つ、よくない気です。いつもは兄あに様さまが定期的に払はろうておられるのですが、彗太様の元に行かれたことで、ほったらかしにされていたみたい』

「！　ほったらかしって」

『それだけ、彗太さんに何かしてやりたかったんでやしょう。旦だん那なも御神木様も』

　とっさに、御神木に目を向ける。

　御神木も静かな眼まな差ざしでこちらを見ている。その目はいつものとおり慈じ愛あいに満ちているが、ひどく苦しげだ。

　その目を見て、彗太は胸が詰つまった。

　村人たちのために、何百年もこの地を守護してきた御神木。

　人間のことが好きで、文明が進み人間がどんどん神から離はなれていっても文句一つ言わなかった。

　そんな御神木がこの地の守護を投げ出してもいいからと、那智を彗太の元に行かせた。

　それだけ、彗太のことを大事に想おもってくれていた？　いや、きっとそうではなくて……人間を、嫌きらいになりたくなかったのではないか。

　金目当てで毒を盛られ、弱って枯れていく自分を誰一人顧かえりみてくれなかった。そのことが辛つらくて、悔くやしくて……でも、人間を恨うらみたくない。嫌いになりたくない。

　だから、自分たちを大事に想ってくれる人間の彗太だけを見ようとしたのではないか。

「……御神木様」

　かける言葉が見つからず、彗太が掠かすれた声で名前を呼んだ、その時。御神木の目がはっとしたように見開かれ、ある方向に顔を向けた。

　つられて彗太もそちらに顔を向ける。

　絶句した。裏山の表面が崩くずれ、雪崩なだれとなってこちらに向かっている。

　ここで雪崩が起こったことなどただの一度もないのに……まさか、これも御神木の加護がなくなったことによる厄やく災さいか。

「わああ！　雪崩だ」

　雪崩に気づいた誰かが叫さけんだ。皆慌あわてて逃にげ出すが、到とう底てい間に合わない。

「ああ、ああ……助けてください、御神木様」

　腰を抜ぬかした老ろう婆ばが御神木の幹に縋すがり、懇こん願がんする。他ほかの逃げ遅おくれた者たちも同様で、親に助けを求める子どものように御神木にしがみつく。

『おい、坊ぼう主ず！　何か手はないのか』

『あ、ああ……そ、そんなことおっしゃいましても』

　親分も葵もどうしたらいいか分からないらしく、オロオロするばかりだ。

　彗太も必死に考えてはいるが、動けない御神木や老人たちを雪崩から守る術すべなど思いつけるはずがなくて……。

『ああ！　彗太様、御神木様が』

　リュックの中で葵が叫ぶ。振ふり返ると、御神木の幹や枝が光っていた。まるで、いつか那智たちと見上げたクリスマスツリーのように。

　だから思わず綺き麗れいだと思って、那智の顔が脳のう裏りを過よぎった。

（那智さん、おれ……どうしたらいいんだろ）

　心細さのあまり、心の中で那智に呼びかけた。

　瞬しゆん間かん。淡あわく灯ともっていた御神木の光が雷らい光こうのごとく鋭するどく光った。

　とっさに目を閉じる。すると、どさりと何かが落ちてくる音がした。

「なんだ、こりゃあ」

　耳に届いたその声に、弾はじかれたように顔を上げる。

「あんなに、御神木様をないがしろにしておいて、今更命いのち乞ごいか？　特に……お前」

　村人たちと一いつ緒しよになって、御神木に縋りついている樹木医に、冷ややかに言い捨てる深こき緋あけの背中。

「せっかく、お前の家にありとあらゆる厄災を振りまいてきたってのに、ここで死んじまうのか。残念……」

「那智、さ……」

　無意識のうちに声が出た。途と端たん、那智の耳がピンッと立った。

　那智がこちらに勢いよく振り返る。

　なぜここに彗太がいるのだと言わんばかりに、山やま吹ぶき色の目が大きく見開かれる。

　那智の目が御神木へと向く。御神木が小さく頷うなずいてみせると、那智はそれだけで全すべてを理解したのか、くしゃりと顔を歪ゆがめて俯うつむいた。

　しかし、それはほんの一いつ瞬しゆんのことで、すぐに顔を上げると、またこちらを向いた。

　その顔には、柔やわらかな苦く笑しようが浮ういていた。

　何でもいいから那智のお手伝いをさせてくれと彗太が駄だ々だを捏こねた時、いつも浮かべていた、密ひそかに大好きだと思っていた笑え顔がお。

「ったく。しょうがねえなあ」

「あ……な、ち……」

　再度名前を呼ぼうとしたが、その声が那智に届くことはなかった。

　那智は勢いよく踵きびすを返すと、雪崩に向かって走って行ってしまった。

「あ、ああっ。待って……待って！　行かないで……っ」

　必死に叫ぶ。それでも、那智は止まらない。振り返りもしない。

　一いつ切さい迷いのない足取りで、一人雪崩めがけて突つっ込んでいく。

　あっという間に見えなくなっていく背中に、彗太はたまらなくなった。

　追いかけようとしたが、すぐ何かに躓つまずいて転んでしまった。見ると、いつの間にかリュックから抜け出したらしい親分が、彗太の足にしがみついていた。

「いけやせん！　彗太さんが行ったって、足手まといになるだけだ」

「それは……でもっ、那智さんが……那智さんが……」

　彗太の悲痛な叫びは轟ごう音おんによってかき消えた。

　立っていられないほど地面が激しく揺れ、あたりに閃せん光こうが走る。

　彗太はとっさに身を丸め、目を閉じた。

　どれくらいそうしていただろう。揺れが止まった。

　すぐさま顔を上げ、那智が走っていったほうを見る。

　迫せまっていた雪崩は、跡あと形かたもなく消えていた。あるのはただ、いつもどおりの静かな山並みばかりだ。

「ああっ、御神木様！」

　リュックの中から葵の声が上がる。

　彗太は目を見開いた。御神木の枝についていた葉が、見る見る落ちていく。天を向いていた枝も皆みな萎しおれるように項うな垂だれて……これは！

「葵くん、親分さん。御神木様をお願い」

　葵が入ったリュックを親分に託たくし、彗太は那智が走っていったほうへ駆かけ出した。

　今度は、親分も止めなかった。

「那智さん、那智さんっ」

　那智のものらしい足あし跡あとを頼たよりに、雪をかき分けて進む。

　程ほどなくして、視界の先にあるものが見えた。それが、雪の上に倒たおれる白しろ狐ぎつねだったものだから、彗太は無我夢中で駆け寄った。

「那智さん！　しっかりして。那智さんっ」

　懸けん命めいに呼びかける。けれど、何の反応もない。それでも馬ば鹿かみたいに声を張り上げて名前を呼ぶ。心臓の音を聞けば早いと分かっていたが、聞く勇気がなかった。

「……ったく。煩うるせえ、なあ」

　どれほど叫んだことだろう。かすかに声が聞こえたかと思うと、那智の目がうっすら開いて、こちらを見た。

「怪け我が……ないか？」

「え？　う、うん！　ないよ。那智さんのおかげで、皆みんな無事」

「そう、か。それなら……いい」

　耳を澄すまさなければ聞こえないほど弱々しい声で呟つぶやき、また目を閉じようとする。そんなものだから、彗太は慌あわてて前足を握にぎった。

「那智さんっ、駄だ目めだよ。目を閉じちゃ……遠くへ行っちゃやだよ！」

「と、おく……？　……ばか。勝手に死なそうとするな。まだ、死なねえよ。ただ、もう何も……できなくなっちまった」

「な、何もって……」

「人型にもなれないし、立ち上がることさえできなくて……はは、ざまあねえな」

「そ、んな……そんなことないよ！」

　とんでもないことを言う那智に、彗太は首を振った。

「那智さんがそうなったのは、皆を守るためじゃないか。恥はずかしいことでも何でも……っ」

　前足を握った手をぺろりと舐なめられて、肩かたが震ふるえた。

「実を、言えばさ。俺……いっそ、お前を連れていこうかって、何度も考えた」

「え……」

「誰だれにも、お前を渡わたしたくなかった。俺だけのものにしたかった。それに……ついでに言えば、村の奴やつらなんか皆死んじまえばいいとも思ってたから、さっき怯おびえたあいつらを見て、いい気味だって思って……ああ、このまま皆で死ねばいいって思った。あいつらを道連れにできるし、お前も誰のものにもならないって。けど」

　那智は心底困り果てた声で笑った。

「お前の顔を見たら、やっぱり無理だった。可か愛わいいお前に、そんなひどいこと……俺には、できやしねえんだ……なんて、そんな当たり前のことに、あの土ど壇たん場ばでようやく気がついて」

「那智、さ……」

「その結果がこれだ。こんな生き恥はじ、お前に晒さらして。罰ばちが当たったとしか……っ」

　彗太は那智の体を抱だき締しめた。　>>>♥

「那智さん、大好き」

「……」

「いいんだ、おれ。那智さんがそばにいてくれるなら、それだけで……他ほかには何もいらない」

　おれを、置いていかないでいてくれてありがとう。

　起き上がる力もないほどに疲ひ弊へいした体に障さわらぬよう、そっと抱き締めて、白い毛に顔を埋うずめる。

　慰なぐさめでも何でもなく、心の底から思ったことだった。

　どんな姿でもいい。何をしてくれなくてもいい。

　生きていてくれた。それが残り少ないことでも、こうして今、一緒にいてくれる。

　それが、今はただただ嬉うれしい。

　那智がわずかに息を吞のんだ。しかし、すぐに何かを誤ご魔ま化かすように、ぎこちなく鼻で笑った。

「ったく。お前って奴は、どこまで……うん？」

「？　どうしたの、那智さ……っ」

　那智の白い毛に顔を埋めていた彗太は、はっと顔を上げた。

　那智の体が淡あわく光り始めたのだ。いや、光っているのは、那智の体だけではなくて……よく見ると、蛍ほたるのように光る光の粒つぶが舞まい落ちてくる。

　雪みたいに、後から後から。

「……これ」

　何だろう？　呆ぼう然ぜんと空を見上げていると、腕うでの中の那智が身じろいだ。

「！　那智さん、動けるのっ？」

「……あ、ああ。なんか、いきなり体が楽に……！」

　顔を上げ、降ってくる光の粒を見た途端、那智の尻しつ尾ぽが勢いよく立った。

「この、光は……」

「知ってるの？」

「そう、だな。合っていればだが……多分、これは信しん仰こう心だ。しかも、人間からの。見るのは初めてだから断言はできないが……あ」

　那智が驚おどろきの声を漏もらす。視線の先に目を向けると、那智の体と同じように光り輝かがやく御ご神しん木ぼくが見えた。

　しかも、光の粒を浴びれば浴びるほど、しな垂れていた枝は上を向き、青々とした葉が芽め吹ぶいていくではないか。

　遠くのほうで歓かん声せいが上がる。村人たちの声だ。御神木が蘇よみがえったと喜んでいる。すると、信仰心の光はますます降ってきて──。

　その光景を見て、彗太も歓声を上げた。

「那智さん、那智さん！　御神木様が治っていくよっ。那智さんと御神木様がどれだけ村の人たちのために頑がん張ばってきたか、分かってもらえたんだよ」

　那智に抱だきついてはしゃぐ。那智は村人たちの信仰心で蘇っていく御神木を呆然と見つめていたが、おもむろに体を震わせた。

「は……はは、ははは」

　自身も光を浴びながら、那智が掠かすれた声で嗤わらう。

「まさか、人間なんかに助けられるなんてな。人間、なんかに……ははは」

　那智の顔を見る。狐きつね姿だから表情はなかったが、彗太には色んな表情が見えた。

　情けないような、嬉しそうな……。と、その時。突とつ然ぜん、那智が耳をピンッと立てたかと思うと立ち上がり、彗太の腕の中から抜ぬけ出した。

「那智さん？　どうした……」

「村の奴らが、もうすぐここへお前を探しにくる。だったら、ここにいるわけにはいかねえ。それに、野や暮ぼ用もできた」

「や、野暮用って」

「ちょっくら高天原に行って、このことを説明してくる。俺たちには人間の前でみだりに姿を現したり、力を使っちゃいけない決まりがあるからな」

「！　そ、そんな……大だい丈じよう夫ぶなの？　罰ばつを受けたりとか……っ」

　鼻先を舐められて、肩が跳はねた。

「そんな顔するな。大丈夫だ。せっかくお前がくれた好機だ。絶対ものにして帰ってくるさ」

「！　……わ、分かった。待ってる……あ」

　那智が踵きびすを返し、走って行ってしまう。

　やっぱり、今回も振ふり返らない。那智の温ぬくもりが消えた体もいやに寒く感じられて、ぶるりと震える。

　それでも不思議と、先ほどのような不安に襲おそわれることはなかった。

　強い決意を湛たたえた瞳ひとみで絶対に帰ってくると、那智が言い切ってくれたから。







　それから、村は大変な騒さわぎになった。

　雪崩なだれを御神木の祟たたりだと思い、恐きよう怖ふに駆られた樹木医が、御神木に毒を盛ったことを自白したことを受け、村人たちが警察に通報したのは勿もち論ろんのこと、局所的大おお地じ震しんを観測した、または突とつ如じよ消えた雪崩の調査だと言って、色々な機関の調査員や研究者がたくさんやって来たからだ。

　しかし、御神木を切ろうとしたら地震と雪崩が起きただの、御神木が光ったかと思うと獣けものの耳と尻尾が生えた男が飛び出してきただの、枯かれていた御神木が舞い落ちてきた光の粒を浴びて復活しただの、到とう底てい信じてもらえるわけがなく、村人たちは何と説明したものかと考えあぐね、応対は困難を極きわめた。

　彗太も色々と質問された。どうやって東京からここまで来たのか。神かん主ぬしに会いに行くと約束した日、学校までサボってどこへ行っていたのかなど、答えにくいことばかりだったが、そんな時は、

『旅費がなかったので、ヒッチハイクでここまで来やした。なので、時間がかかって……』

　姿を消して彗太の肩に乗った親分が出べそ腹を揺ゆらしつつ、適当な理由を考えて耳打ちしてくれたので、何とか乗り切ることができた。

「親分さん、ありがとうございます。親分さんのおかげで、何とかなりました」

　夜、今日はもう遅おそいからと神主の家に泊とめてもらった彗太は、用意された離はなれの部屋に入って早々親分に礼を言った。

「いえ、俺なんか。大したお役にも立てませんで。けど、彗太さんといると面おも白しろいでやす。まさか、神の力に右往左往する人間を見られるなんてね。何とも爽そう快かいでやした。いつも自分たちが一番偉えらい、強いって顔して威い張ばり腐くさってたあいつらがムカついてしょうがなかったから、いい気味だ」

「……うーん。それもちょっとあるけど、村の人たちがまた、御神木様を大事にしてくれるみたいでよかった」

　長い間人間を慈いつくしんできた御神木、そして、人間に家族を殺され、御お先さき稲とう荷がになってからも人間に翻ほん弄ろうされ続けた那智のことを思うと、哀かなしくてしかたなかった。

　けれど、今回のことで御神木のことを見直し、今までないがしろにしてきたことを反省する村人たちの姿を見ると、少しは報むくわれた気がして嬉しかった。

「ふん。その改心がいつまで続くか、分かったもんじゃありやせんがね。でも、本当に気分がよかったなあ。チビたちにも見せてやりたかった」

「チビちゃんたち、心配してますよね。夕方には帰るって言ってたのに、もう二日も経たっちゃって……そうだ。お詫わびに何か買って帰りましょう。チビちゃんたちが喜びそうなもの」

　提案すると、親分ははち切れんばかりに尻尾を振った。

「！　本当でやすか。ありがとうございやす。あいつらも喜びます」

「ふふ。じゃあ、一いつ緒しよに選んでくださいね。それと……あの、親分さん。高天原のこととか、知ってたりします？」

　おずおずと尋たずねる。親分は小首を傾かしげたが、すぐに「ああ」と声を上げた。

「旦だん那なのことでやすね。やっぱり、気になりやすか」

「気になると、いうか……那智さんは絶対帰ってくるって言ってくれたから、帰ってくると思ってはいるんです。でも、どれくらいかかるんだろうと思って。今回のことの弁明がどれだけ時間がかかることなのかとか、高天原っていうところは、おれたちの世界と同じ時間の流れなのかとか、おれ全然分からないから」

　しゅんと眉まゆを下げて項うな垂だれると、笑い声が聞こえてきた。

「ははは。彗太さん、一刻も早く旦那に逢あいたいんでやすね」

「！　そ、それは、あの……っ」

　ずばり図星を指されてあたふたすると、親分はますます笑った。

「大丈夫でやすよ。一緒についてったあの坊ぼう主ずが余計なこと言わない限りは……まあ、一刻も早く逢いたいってえのは旦那も同じなんだ。そういうポカは……おやあ？」

　おもむろに、親分のもこもこ尻尾が立った。どうしたのかと尋ねると、「それは……」と言いかけて、親分は口を閉じて立ち上がった。

「いえ、何でも。それより、ちょっと野暮用ができたので出てきやす」

「野暮用って、こんな夜遅おそくにどこへ……」

「ハハ、野暮用は野暮用でやす。明日の朝には戻もどりやすので」

　どうぞ、ごゆっくり。意味ありげに言って、親分は部屋を出て行った。

　一体何なんだろう？　意味が分からず、彗太が首を傾げた時だ。

「あいつ、ホント気が利きくな。爪つめの垢あか煎せんじて葵に飲ませてえ」

　突然、聞きたくてたまらなかった声が聞こえてきたものだから、彗太は飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

　慌あわてて声がしたほうに顔を向けると、胡坐あぐらを搔かいた那智がこちらを見て笑っていた。

「な、那智さんっ？　いつからそこに」

「今しがたな。それより大丈夫だったか？　意地の悪い尋じん問もんされていじめられたりとか」

「大丈夫だよ。親分さんが言い訳を色々考えてくれたから。それより、那智さんのほうは」

　訊ききたくてたまらなかったことを身を乗り出して訊くと、那智は鷹おう揚ように尻しつ尾ぽを振った。

「おう。こっちも大丈夫だ。というか、大丈夫過ぎて驚いたってえか」

「それは……」

「怒おこられるどころか褒ほめられたんだ。小気味いいもん見せてもらった。もうほとんど消えちまったと思っていた信しん仰こう心で、神が復活できるなんてってさ」

「！　親分さんもそう言ってたけど、高天原に住んでる神様でもそういうこと思うんだ」

　意外だと思った。神様は偉ければ偉いほど人間からは遠い存在で、人間のことなんか特に気にしていないと思っていた。そう言うと、那智は肩かたを竦すくめた。

「逆だよ。古来の神様ほどそう思うんだ。昔は今と違ちがって、神と人とは仲のいい、近しい間あいだ柄がらだったからな。頭では分かっていても、あの頃ころのことが忘れられないんだよ。御ご神しん木ぼく様もその一人で……だから、お前に感謝してるって言ってたぞ」

「……へ？　お、おれ？」

　彗太が戸と惑まどいの声を漏もらすと、那智は彗太の頭をぽんぽん叩たたいた。

「御神木様が毒を盛られたこと、村の奴やつらに訴うつたえてくれたじゃないか。もしお前がそうしていなかったら、御神木様は村の奴らに失望したまま大人しく切られて、村は雪崩に沈しずんで終わりだった」

　ぽかんと口を開く。自分はただ、自分でもできることをやれるだけやろうとしただけで……まさか、あの行動がそこまでの意味を持っていただなんて、思いもしなかった。

「そんなすごいことしただなんて、思ってなかったってか？　ったく。お前はいつだってそうだ。誰だれもできねえことをさらっとやっちまう」

「い、いつだって……て、そんな……おれは……っ」

　おもむろに頰ほおに触ふれられて、彗太はドキリとした。

「俺のこともそうだ。どんなに辛つらくても、俺のこと好きでいてくれて、今度はとうとう命まで……ホント、お前は俺にどれだけ与あたえてくれりゃ気が済むんだ。俺の立つ瀬せが……うおっ」

　那智が小さく声を漏らす。彗太が押し倒たおす勢いで那智に飛びついたのだ。

「命までってことは、許してもらえたのっ？　これまでどおり、神社にいられるの？」

「あ……ああ。まあな……っ」

「よかった！　那智さん、これからも神社にいてくれるんだね。ずっと……よかった。本当に、よかった」

「……」

「那智さん。おれ、頑がん張ばるよ！　那智さんがいるこの場所に帰って来られるように、いっぱいいっぱい頑張るからね」

　押し倒した那智の胸に顔を埋うずめ、ぎゅうぎゅう抱だき締しめる。そんな彗太を見て、那智は耳をぱたぱたさせていたが、しばらくして喉のどの奥で笑い出した。

「喜んでくれるのは嬉うれしいが、俺を押し倒すなんざ、えらく調子に乗ってるな、お前」

「！　あ。ご、ごめんっ。あの……おれ、嬉し過ぎて、その……んんっ」

　顔を真っ赤にして謝っていると、いきなり唇くちびるに嚙かみつかれて言葉を取り上げられる。

　突とつ然ぜんのキスに驚いて、とっさに体が逃にげを打ったが、那智は許してくれなくて、強ごう引いんに彗太の体を引き寄せ抱き締めると、口内に舌をねじ込んできた。

「……ん、ぅっ。……ぁ」

　ぴちゃぴちゃといういやらしい水音とともに、口の中で互たがいの唾だ液えきが混ざり合う。

　その音と感かん触しよくは淫いん靡びに彗太の身を焼き、簡単に体の力を奪うばっていく。その反応を味わうように、彗太の体を那智の掌てのひらが這はう。

「那智、さ……ぁ、んっ。ふ…ぅ」

「可か愛わいい奴だよ、お前は。けどな」

　彗太の唇を啄ついばみ、那智が熱い吐と息いきを漏らす。

「あんまり、俺を煽あおるなよ。知らないぞ？　どうなっても」

「ぁ……いい、よ」

　那智の袖そでを摑つかんで、彗太は小さく喘あえいだ。

「那智さんなら、何されても、いい。那智さんがくれるもの、何でも、全部欲ほし……ぁ」

「……そうかよ。じゃあ」

「ふ、ぅ。ぁ……。は、ぁ……ぅ、ん」

「俺の全部をやるから、お前の全部を俺にくれ」

　息が詰つまるほど抱き締められ、掠かすれた吐息で熱ねつ烈れつに囁ささやかれて、全身の血液が沸ふつ騰とうした。

「あ、あ……う、ん。あげ、る。那智さん、に……おれの全部、あげるから……ん、ぅ」

　シャツの中に入ってきた指先に乳ち首くびを抓つねられて、彗太は背を撓しならせた。

　那智はその体をゆっくりと布ふ団とんの上に沈めると、着ているシャツをたくし上げ、露あらわになった胸に顔を埋めてきた。

「は、ぅ……んっ。な、ちさ……ぁ、あ」

　左の乳首を口で、指の腹と爪で右の乳首を愛あい撫ぶされる。

　絶え間なく与えられる愛撫に、彗太の乳首はたちまち硬かたくなるとともに、赤く熟うれ始めた。その乳首を少し強く嚙まれた途と端たん、甘い痺しびれが全身を駆かけ巡めぐり、思わず嬌きよう声せいを上げた。顎あごも上がり、体が捩よじれる。

　その体を、乳首を弄いじっていないもう片方の手が這う。

　快感を引き出すように淫みだらに……そして、宝物を愛めでるように愛いとおしげに。

　火ほ照てった肌はだに感じるその感触に、生理的なものではない涙なみだが滲にじむ。

　那智とこうして肌を合わせることができる。それが、今いま更さらながらに嬉しかったのだ。

　これまでは、那智に愛を囁かれたり、こんなふうに抱だかれたりしても、すぐに訪おとずれるだろう永遠の別れが常にちらついて、那智からの愛情を感じれば感じるほどに切なくて、苦しいばかりだった。

　けれど、今は違う。

　自分たちには未来がある。これからも、ともに生きていける未来が。

　だから、愛情溢あふれる愛撫に素す直なおに身を委ゆだねることができる。

　そのことが、どうしようもなく嬉しい……なんて、考えたところで、突然頭の中が真っ白になった。

「ぁ、はあっ……ぅ、んん。な、ち……ああっ」

　内部に埋め込まれた指先に、性感帯を強く擦こすられたせいだ。

「ああ。意外とすんなり入ったな。一昨日おとといは無理にしちまったから、縮こまるかと思ったが」

　指が二本に増やされ、ぐちゅぐちゅと卑ひ猥わいな音を立てて、熱く濡ぬれた内部を犯おかされる。

　それと同時に、愛撫され過ぎて赤く熟れた乳首を尻尾の先でなぞられたものだから、彗太は身み悶もだえた。

「なち、さ……あ、あ……そ、れ……ダメ……ゃ…やめ、て……ぁ、あっ」

　あまりにも強過ぎる刺し激げきに泣いて懇こん願がんしたが、彗太の意思とは裏腹に、下か肢しは先を強請ねだるように淫らに揺ゆらめき、内部は那智の指に絡からみつき、いやらしく襞ひだを蠢うごめかす。

　その様に、那智は両の目を細め、苦く笑しようした。

「……ああ。まずいな」

「え……あ。な、なに……んんっ！」

「なあ。今日は、前からしていいか？」

　おもむろに顔を近づけられ、ひっそりと訊かれた。

「後ろからのほうが楽だが、今日は……お前の顔を見ながら、お前と繫つながりてえ」

　吐息だけでそう囁かれた瞬しゆん間かん、呼吸ができなくなった。

　こんな男、知らない。ここまで情じよう欲よくに爛ただれた、野や蛮ばんな雄おすの顔をした男なんて。

　初めて見る那智の顔にひどく戸惑う。落ち着かない。見つめられるだけで身を焦こがされる。

　けれど、なぜか目が離はなせない。それどころか、先ほどまでシーツを握にぎる以外何もすることができなかった両手さえ伸のばして、

「いい、よ。おれも、那智さんの顔……見て、たい」

　震ふるえる唇で、訴えていた。すると、伸ばした覚おぼ束つかない手を摑まれ、那智の背へと導かれた。

「しっかり、摑まってろなっ」

「！　あああっ」

　熱い楔くさびに押し入られ、下肢に鋭するどい痛みが走る。

　先ほど全身を包んでいた快感もかき消えて……やはり、二回目でも痛い。

　でも、自分に挿入いれた瞬間、悩なやましげに顔を歪ゆがませる那智を見たら、それだけで胸がいっぱいになった。

　実を言えば、不安だったのだ。同性な上に、顔もよくなければ体も瘦やせっぽちな自分なんかとして、那智は気持ちよくなれたのかと……前回は後ろからされて、那智の顔が見えなかっただけに、なおさらだ。

　けれど今、見上げる那智の顔はとても気持ちよさそうで、何というか……。

「少し、我が慢まんしろな？　すぐ、良くして……うん？　なんだ。何笑ってる」

「ぁ……うん。う、嬉しいんだ。おれでも、那智さん気持ちよくなれるんだって、思ったら……ん」

「……ばあか」

　彗太の唇に柔やわらかなキスをして、那智が苦笑する。

「この期ごに及およんで、お前はまだそういうこと言うか」

「？　そういう、ことって……ああっ」

　いきなり腰こしを突つき上げられて、彗太は背を撓らせた。

「気持ちいいに決まってるだろ。俺がどれだけ……いや、悪いのは俺だな。お前のこと、どれだけ想おもってるか、今まで伝えてこなかったんだから。ま、これからだな」

「あ、あ……これか、ら……？　ぁ、んっ」

　ある箇か所しよを突かれた瞬間、強きよう烈れつな快感が背筋を走り、彗太は目を瞠みはった。それを見、那智の尻しつ尾ぽが鷹おう揚ように揺れた。

「いいよ。今は目め一いつ杯ぱい、俺で良くなってくれっ」

「な、ちさ……ぁ、あっ。ぃ……はぁっ。んん」

　腰を動かされるたびに、快感がさざ波のように広がっていく。

　その体をきつく抱き締められて、甘い息が漏もれた。

　那智の体も、しっとり汗あせばんでいた。だから、肌と肌がいやに馴な染じんで……その感触がまるで、自分と那智が溶とけて一つに混ざり合っていくように感じられて、ますます体が熱くなった。

　何も考えられない。あるのはただただ、目の眩くらむような快楽と、どうしようもない幸福感だけ。けれど、それでも──。

「覚かく悟ごしておけよ。俺の気持ち、これから嫌いやってほど思い知らせてやるからな」

　獣けもののような互たがいの吐息の合間に聞こえたこの囁きだけは、いやに耳に残った。　>>>♥







　あたりがオレンジ色に染まる黄昏たそがれ時。目の前に、はらりと白いものが落ちてきた。

　剪せん定ていされた枝葉をかき集める作業の手を止めて、何気なく仰あおぎ見る。

　夕暮れに染まる満開の桜が、視界に広がる。

　何度見ても、溜ため息いきが出るほど綺き麗れいだ。でも……。

　彗太は視線を桜から地面に落とし、先ほど舞まい落ちた花びらを手に取った。

「散った、最初の一枚？」

　花びらをかざして、桜の木の幹に腰かける「彼女」に尋たずねる。

　桜色の小こ袖そでを着た、半はん透とう明めいの「彼女」は柔らかな笑えみを浮うかべ、静かに頷うなずいてみせる。

「そうなんだ。散る姿も、きっと綺麗なんだろうけど……ちょっと、寂さびしいね」

　思ったままを告げる。すると、背後から「藤村君？」と声がかかる。

　バイト仲間の女の子が、不思議そうな顔をしてこちらを見ていた。

「誰だれと話してるの？」

「え？　……いえ、独り言です」

「そう？　あ……作業の残りは明日あしたでいいから、今日はもう上がっていいって」

「分かりました。ありがとうございます」

　知らせてくれた相手に、丁てい寧ねいに頭を下げる。

　雪崩なだれの一件から程ほどなくして、彗太はとある造園会社でアルバイトを始めた。

　両親からの仕送りだけでは心こころ許もとなかったこともあるが、すぐにでも立派な樹木医になるための努力を始めたかったのだ。

　樹木医になるためには、造園業などでの実務経験が必要だったし、今のまま、人との関かかわりを極力避さけ、家に籠こもってばかりいては駄だ目めだと強く思った。

　そのことを狸たぬきたちに話すと、彗太が霊れいや人間の陰いん気きに当てられぬよう、交代で護衛してくれると申し出てくれた。

　──ここに住まわせてもらって、美味うまい飯も食わせてもらってやすからね。持ちつ持たれつでやす。

　彼らのおかげで、彗太は陰気に当てられて体調を崩くずすことなく、バイトに励はげむことができた。

　今日も、小狸の一匹ぴきがついてきてくれているのだが、

「ねえ、藤村君。ちょっと訊ききたいんだけど、このぬいぐるみ、どこで売ってるの？」

　腰に下げた作業袋ぶくろから顔を覗のぞかせる小狸を指差されて、彗太は内心ぎくりとした。

「こ、これは……知らないんです。貰もらいものなので……あ」

　小狸を袋から抜ぬき取られ、彗太は息を詰つめた。相手は気づかず、何度も角度を変えて小狸をじろじろ見回す。

「え～そうなの？　残念。けど、本当に可か愛わいいよね、これ。鳴き声も可愛いし」

「えっ？　な、鳴き声って……」

「あら？　知らないの？　この子鳴くのよ？　前に、藤村君がこのぬいぐるみを落とした時、『きゃっ』て音がしたの。ほら、こんな感じ……」

「……ぐえ！」

「あれ？　こんな音だったっけ？　おかしいな……！」

「あ、あの！　すみません。これからちょっと用があるので、失礼します」

　お腹なかを押されまくる小狸をひったくり、彗太は逃にげ出した。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がとかは」

　一人になったところで声をかけると、小狸は泣きながら彗太に飛びついてきた。

「ううう、にんげんさまぁ。ごめんなさい。ぜったい声は出しちゃだめって、おやぶんに言われてたのに、ぼく出しちゃったよお」

「そんなこと。全然いいんだよ。でも、怪我してないようでよかった」

　ほっと胸を撫なで下ろし、ぽっこりお腹を撫でてやる。小狸は気持ちよさそうに尻尾を振ふったが、突とつ然ぜんピンッと尻尾を立てた。どうしたのだろうと首を傾かしげていると、

「ご苦労さん」

　いきなり耳元で声をかけられて、彗太は飛び上がった。

「那智さんっ？　どうしてここに」

「急に暇ひまができたからよ。驚おどろかしついでにお前の働きっぷりを見てやろうと思ったんだが、もう終わったみたいだな。残念だ。けどまあ、これから家に帰るまでデートできるんだから、よしとするか」

　さらりと言われた言葉に、彗太と小狸は「デートッ？」とひっくり返った声を上げた。

「あ、あ……じゃあ、ぼくひとりでおうちにかえります。おじゃまはいけないことだって、おやぶんが……っ」

「馬ば鹿か。何言ってる。お前も一いつ緒しよでいいんだよ。お前を一人帰して楽しめるわけがないし……どうせ、お前より遥はるかに邪じや魔まなお邪魔虫が来る」

　ふるふる震える小狸の頭を優やさしく撫でてやりつつ、那智が言った時だ。

「兄あに様さまぁああ」という大きな叫さけび声がした。全速力でこちらに走ってくる葵が見える。どうやら、那智を追いかけてきたらしい。

「はぁ……はぁ……兄様、ひどうございます！　どうしてまたも、葵を置いてゆかれるのです。兄様のいけず！　『はくらいもの』！」

　那智に飛びついて頰ほおを膨ふくらませる。そんな葵を顎あごでしゃくり、那智は小狸に笑顔で言った。

「ほらな。こいつもいるから心配すんな」

「はい！　そうですね。あんしんしました！」

「？　兄様、何の話をしているのですか」

「何でもねえよ。あと、舶はく来らい物じゃなくて薄はく情じよう者だ。それと、彗太。早く着き替がえてこい。待ってるから」

「う、うん！　分かった」

　頷いて、彗太は慌あわてて駆かけ出した。

　那智は一週間に一度くらいの頻ひん度どで、会いに来てくれるようになった。

　村人たちの信しん仰こう心が蘇よみがえったことにより御ご神しん木ぼくの力が増したため、那智にゆとりができたからか。尋ねると、それもあるが、一番の理由は単純に自分が彗太に会いたいからだと、那智は真顔で言った。

　彗太は驚いて耳まで赤くしたが、それからも那智は「お前と食う飯は美味い」だとか、「お前といる時が一番幸せだ」なんて台詞せりふを、事もなげに連発してくる。

　そのたびに、彗太の全身の血液は沸ふつ騰とうし、気絶しそうになって……全く、お世辞とはいえ、那智は心臓に悪いことを言い過ぎだと、最初は思っていたけれど、最近は──。

「歩き方、上手うまくなったろう？」

　帰り道。洋服姿に変へん化げした那智が、長いコートの裾すそをひらめかせ、颯さつ爽そうと歩いてみせる。

　確かに上手くなった。初めて洋服を着た時は、所作に違い和わ感かんを覚えるばかりだったが、今はとても自然に見える。

「ふふん。お前が外で歩く時は洋服姿がいいって言うから、ちっと練習してみたんだ」

「そ、それは……あり、がとう」

　彗太は言い淀よどんだ。

　できれば、街を一緒に歩く時は洋服姿がいいと言いはした。でも、それは着物だと目立って注目を浴びてしまうからだったわけで──。

（こんなに格好いいんじゃ、洋服になっても皆みんな振ふり返っちゃうよ！）

　あまりにもきまっている那智の洋服姿に惚ほれ惚ぼれしていると、葵が思い切り首を傾げた。

「ちょっと？　なんというご謙けん遜そん！」

「え？　謙遜って……」

「兄様は夜遅おそくまで、何度もずっこけながらも練習なさったのです。ある時など、顔面を思い切りぶつけて。あの時は鼻が折れたのではないかと……ふぐっ！」

「葵。『言わぬが花』って言葉知ってるか……あ」

「わああ！　葵は兄様のためを思うて言いましたのにぃい」

　唇くちびるを摘つまみ上げる那智の指を振り払はらい、小狸を抱かかえた葵が逃げていく。那智は葵を追いかけかけるが、赤くなった顔を俯うつむけている彗太を見て、足を止めた。

「？　どうした」

「あ、あの……こう言うと、すごく……自うぬ惚ぼれてる感じだけど、その……那智さんは、おれのこと、本当に、好きなんだなって……ふぐっ」

　自分の服の裾を握にぎり締しめ、震ふるえる声で言っていると、軽く頰を摘まれた。

「ばあか。自惚れじゃねえ。そのとおりだよ」

　全すべてを肯こう定ていするように柔やわらかく微ほほ笑えまれて、鼻の奥がつんとなった。

　実を言うと、どうして那智が自分なんかを好きになってくれたのか、よく分かっていなかった。血の繫つながった両親にさえ愛あい想そを尽つかされる今の自分に、那智の心を摑つかむ魅み力りよくなどあるとは思えなかったのだ。

　でもこの数ヵ月、那智に恋こい人びととして大事にされて、分かった。

　那智は、両親が彗太に求めたような「面めん倒どうがかからない」「役に立つ」「他人に自じ慢まんできる」という要素に一いつ切さい頓とん着ちやくがなかった。

　那智が彗太に求めたのは、とりとめのない時を一緒に過ごすこと。嬉うれしい時は笑い、悲しい時は泣くこと。ただ、それだけ。厄やつ介かいなことは面倒だとか、付き合って役に立つとか、そんなものはどうでもいい。

　一緒に色んなことをして、ご飯を食べて、同じ布ふ団とんで眠ねむって朝を迎むかえる。それだけで心が満たされて、幸せな気持ちになる。

　那智のそばにいられるだけで幸せだと思う、自分と同じ。

　そのことが最近ようやく分かってきて、喜びを嚙かみ締めるとともに、いまだかつてない勇気が湧わいてくるのだ。

　自分と同じ気持ちで愛してくれる那智がいるなら、何も怖こわいことなんてない。大丈夫だと。

　だから、今まで無理だと思ってやらなかったことをやってみようと思った。誰だれかに嫌きらわれないため、好かれるためではなく、自分がやりたいことを自分のために。

　そうしていけばいつか、自分のことも好きになれて、本当の意味で、胸を張って那智の隣となりに立てる人間になれるはずだと……。

「兄様ぁ！　彗太様ぁ！　なにゆえ、追いかけてくれぬのですかあ」

「ったく。どこまでも面めん倒どう臭くせえ奴やつだな。……ほら。行くぞ」

「……うん！」

　遠くで叫んでいる葵に苦く笑しようしつつ、差し出された那智の手を、彗太はぎゅっと握りしめた。







　あとがき




　ルビー文庫様では、はじめまして。雨う月げつ夜や道どうと申します。このたびは、拙せつ作さく「お稲いな荷りさま、居候中」を手にとってくださり、ありがとうございます。

　今回、担当様よりいただいたお題は「ケモミミもふもふ」「かっこいい攻せめ」でした。

　これを聞いて私が最初にぱっと思ったのが、「あれ？　これってまずくないか？」

　というのも、私がすぐ思い浮うかべる「かっこいい攻」というのは、大体でぇん！　と鷹おう揚ように構えていて、みだりに感情を爆ばく発はつさせたりしないタイプなのです。

　だから、今回の攻、那な智ちもそういう感じの方になっているのですが、そうなると……肝かん心じんのケモミミ＆尻しつ尾ぽをあんまり動かしてくれないじゃん！　という。

　せっかくのケモ尻尾。お尻しりごとぶんぶん盛大に振ふり回させたい！　と、いうことで生み出されたのが、葵あおい君と化け狸だぬきズだったりします。

　まあ、化け狸ズは「お腹萌もえ」に走ってしまいましたが（笑）好きなんですよね、動物のぽっこりお腹。歩くたびにゆさゆさ、ぽよんぽよんする様がたまりません。

　ちなみに、葵君のもう一つの役割は、那智の気持ちの代弁者だったりします。

　色んな事情から、本音を何一つ言えない。そんな那智の苦しい心情をそれとなく、彗けい太たに教えてくれる存在……と、ここまでならよかったんですが、気がついたらべらべら喋しやべり過ぎる、空気が全く読めない超ちよう問題児に。これじゃ主役二人がゆっくり恋れん愛あいしてられない。お目付け役が必要だ！　ということで生み出されたのが化け狸ズ。というのは、ここだけの話。。。




　さて、そんなこんななこの話にイラストをつけてくださった三み池いけろむこ先生！

　那智は文句なしに格好よく、彗太は可か愛わいい美人さんながらも、意思の強さが窺うかがえて素す敵てきです。葵君も小こ憎にくたらしさがよく出てるのに非常に愛らしい。そして、もふもふ小狸ちゃんたちで溢あふれる表紙絵ラフを見た時は、もう！　色のついた完成版を見るのが待ち遠しいです。

　三池ろむこ先生、素敵イラストをありがとうございました！




　この話を作るにあたり、色々アイデアを出して尽じん力りよくしてくださった担当様はじめ、編集部の皆みな様さまもありがとうございました。

「那智さんから美容のお札もらいたいわあ」とぼやきつつ、今回も付き合ってくれた友人にも感謝感謝です。




　最後にもう一度、ここまで読んでくださってありがとうございました。少しでも楽しんでいただけますと幸いです。それでは、またこのような形でお会いできますことを祈いのって。


雨月　夜道　　
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　生まれてこの方、我が儘を聞いてやる側になるのが常だった。

　我が儘を聞いてくれるはずの親は、俺がガキの頃人間どもに撃ち殺されちまったし、残された弟妹たちを、親の代わりに食わせてやらなきゃならなくなった。

　御神木様からの厚意で御先稲荷になってからは、弟妹どころか誰も彼もが俺に頼ってきて……神の眷属だから当然のことだろう。

　そのことについて、特に不満を持ったことはない。頼られるのは慣れていたし、悪い気もしなかったから。

　しかしある時、妙な奴が現れた。

「なちさん！　おれにしてほしいことなあい？」

　しきりにそんなことを聞いてくる。弱くてちっこいガキのくせに何を言ってるんだ。変な奴。と、首を捻ることしきりだったが、試しに、じゃあ手を暖めてくれと言ってやると、俺の手にかじりついて、小さな手と口で一生懸命暖めようとする。

　そして、おかげで暖かくなったと言ってやれば、馬鹿みたいに喜ぶ。

　本当に変な奴だ。こんなことして何が楽しいんだか。

　まあ、すぐに飽きるだろう。単なる子どもの気まぐれだ。

　だが、子どもはこの奇行をやめなかった。

　子どもの自分にもできる、俺にしてやれることを聞き続け、俺に言われたことを一生懸命やって、「おかげで助かった」と言ってやると嬉しそうに笑う。

　俺がして欲しいことを言えなくなっても、やめようとはしなかった。

　妖が見える体質だと辛いことばかりだというのに、俺との関わりを断ち切らないために我慢し続けてくれた。遠くへ引っ越しても、俺のことを一番に想い続け、会いに来てくれて……俺が言いたくても言えない我が儘を全部叶えてくれた。

　相当苦労したと思う。それなのに、俺は礼一つ言わなかった。それどころか、

「おう。今年もまた来たのか。お前、物好きだな」

　素っ気ない返ししかしなかった。相手は子どもで、俺は大人だったから。

　けど、本当は言いたくてしかたなかった。

　お前の気持ちが嬉しくてたまらない。俺もお前が一番好きだ。だから──。







「……ぁ、あっ！　な、ちさ……ソ、コ。ゃ、だ……ぅんっ」

　突き入れた先端がとある箇所を擦った瞬間、俺に組み敷かれた彗太は身悶え、いやいやと首を振った。

「嫌だ？　どうして？　ココ、好きだろ」

　軽く腰を突き上げてやる。それだけで、彗太は艶やかな嬌声を上げ、腰を悩ましげに捩った。熱く濡れた内部も物欲しそうに絡みついてきて……良くてしかたないらしい。

　それなのに、彗太は嬌声が漏れる唇を嚙みしめ、快感をやり過ごすように身を硬くする。

「な、ちさ……だ、め。ソコ……や、だ……お願い、だから……んん、ぅ」

　潤んだ瞳で上目遣いに見上げ、掠れた声で懇願してくる。一見誘っているようにしか見えないが、俺はとっさに動きを止めた。これは本当に嫌がっていると分かったからだ。

　本当は今すぐ貪りたいが、我慢だ。彗太の嫌がることは絶対にしたくない。

「うん？　何が嫌なんだ？」

　極力平静を装いつつ、あやすように眦に溜まった涙を舐めてやりながら尋ねる。

　彗太は困ったように眉をハの字に下げ、頰を赤らめて俯いた。

「ソ、ソコ、されると……気持ち、良過ぎて……何も、考えられなくなっちゃって、また……那智さんに、何もしてあげられなく、なっちゃう」

　……は？　こいつ、今なんて言った？

「お、おれも、那智さんのこと、気持ちよくしたいんだ。おればっかり、悪いから。だから、その……ああっ！　那智さ……ゃっ」

　彗太が突然声を上げた。

「ど…して、いきなり……大き、く……あ、ああっ」

「どうしてもこうしてもあるかっ、くそ」

　俺は性急に腰を進めつつ、悪態を吐いた。

　こんな可愛いことを言われて、我慢なんかできるわけない。

　俺が欲しいもの……心も体も何もかもをくれてなお、今も不慣れな行為に翻弄されながらも、俺のために何かしたいと言ってくる。

　ああ。どうして、こんなに物好きなのだろう。愛おしいのだろう。

　あまりの健気さに眩暈がする。けれど──。

「ありがとな。けどよ。お前もいい加減、俺に甘えることを覚えてくれな？」

　俺がこの世で一番、我が儘を言われたい、甘やかしてやりたいと思うのは、お前なんだから。

　耳元で囁いてやると、彗太の耳が面白いくらい真っ赤になった。

　そんな彗太をぎゅっと抱き締めて……そうだ。もう、こんなふうに抱き締めてもいいんだ。

　……俺のもの。彗太は俺のものだ。守るべき子どもではなく……俺だけの、可愛い恋人。

　その幸福を嚙みしめて、俺は上機嫌に尻尾を振った。
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